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大 内 憲 明

OHUCHI Noriaki

最終所属部局

大学院医学系研究科_ 医学部医科学専攻外科病態学講座（腫瘍外科学分野）

職名 教授

生年月日

1951年5月3日

出身学校

東北大学・医学部 1978年卒業

出身大学院

東北大学・医学研究科・外科学博士課程 1984年修了

取得学位

医学博士東北大学 1984年

略歴

1984年—1986年 米国国立衛生研究所_ 国立がん研究所（NCI,NIH）研究員

1999年—2017年 東北大学教授

2002年—2004年 東北大学病院 副病院長

2011年—2012年 東北大学病院 がんセンター長

2012年—2015年 東北大学医学部長・大学院医学系研究科長（二期）

2015年—2017年 東北大学リサーチプロフェッサー

＜研究活動に関する情報＞

専門分野

外科学一般、腫瘍学、乳腺内分泌外科学、分子生物学、がん疫学、ナノ医科学

研究キーワード

腫瘍外科学, 医工学, ナノメディシン, がん検診, 分子生物学

研究課題

・ 乳癌に対する乳房温存療法の病理ならびに分子生物学的研究

・ マンモグラフィを用いた新しい乳癌検診システムの確立に関する研究

・ 非浸潤性乳管癌の組織学的ならびに生物学的特性に関する研究

・ 高齢者に対する老人保健事業のあり方と効果的な実施に関する研究事業：がん検診

・ 乳癌の遺伝子診療体系の確立に関する研究

・ 乳がん検診における超音波検査の有効性検証に関する研究（J-START）

・ ナノサイズセンシングカプセルの新規開発と医療応用

・ ナノ・バイオテクノロジー基盤がんの分子イメージング（ナノ・バイオ医工学）

研究経歴

1995年—1999年 マンモグラフィを導入した乳がん検診システムの確立に関する研究（厚生省）

研究班長

1997年—2000年 非浸潤癌(DCIS) の組織学的ならびに生物学的特性に関する研究（日本乳癌学
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会）研究班長

1999年—2001年 マンモグラフィによる乳がん検診の推進と精度向上に関する研究（厚生省）研

究班長

2001年—2002年 先進的IT 医療ネットワーク：宮城県における医療ASP 網の構築（経済産業省）

研究班委員長

2001年—2002年 高齢者に対する老人保健事業のあり方と効果的な実施に関する研究事業（厚生

労働省）研究班長

2001年—2004年 乳癌の遺伝子診療体系の確立に関する研究（文部科学省高度先進医療）主任研

究者

2002年—2005年 ナノサイズ・センシングカプセルの新規開発と医療応用（厚生労働省萌芽的先

端医療技術推進事業.ナノ.バイオ分野）研究リーダー

2002年—2007年 バイオナノテクノロジー基盤未来医工学（東北大学21 世紀COE プログラム）

事業推進担当者

2003年—2007年 乳がん検診の精度および効率の向上に関する研究（厚生労働省）研究班長

2005年—2006年 シリカコーティングAgI ナノビーズを用いた新規Ｘ線造影剤の開発（文部科学

省特別研究経費）主任研究者

2006年—2009年 生体超微細１分子可視化技術によるナノDDS とがん標的治療（厚生労働科研

費萌芽的先端医療技術推進事業）主任研究者

2006年—2011年 超音波検査による乳がん検診の有効性を検証する比較試験（厚生労働省第三次

対がん総合戦略研究事業「がん対策のための戦略研究 J-START」）研究リー

ダー

2007年—2011年 新世紀世界の成長焦点に築くナノ医工学拠点（東北大学グローバルCOE）事業

推進担当者

2010年—2014年 1 粒子蛍光ナノイメージングによる超高精度がん組織診断システムの研究開

発（経済産業省(NEDO）「がん超早期診断治療機器の研究開発」主要研究者

2013年—2018年 JSPS日中韓A3フォーサイト事業「ナノバイオ材料を用いた高分解能イメージ

ングによるがん生物学の主要分子機序の解明」研究代表者

2014年—現在 日本医療研究開発機構(AMED)革新的がん医療実用化研究事業「乳がん検診にお

ける超音波検査の有効性検証に関する研究」主任研究者

主な学会活動

評議員：日本外科学会、日本癌学会（名誉会員）、日本乳癌学会（2002-2011年理事、2011

年会長）、日本乳癌検診学会（2002年～理事）、日本内分泌外科学会（特別会員）、

日本がん検診診断学会、日本癌治療学会、日本臨床腫瘍学会、他

理事： 日本乳癌検診学会（2012年～理事長、2006年会長）、日本内分泌外科学会、宮城

県対がん協会、他

主な学会及び行政関係役職

国際委員等：国際がん検診ネットワークICSN日本代表

国内委員等：厚生労働省がん検診のあり方に関する検討会委員長、日本学術振興会科学研究

費委員会専門委員、大学評価・学位授与機構教育研究評価委員会専門委員、独立行政法人科

学技術振興機構医療・医科学研究評価委員、日本対がん協会賞朝日がん大賞選考委員、（独）

宮城県立病院機構評価委員長、岩手県医療顧問、（独）山形県・酒田市病院機構評価委員会

副委員長、宮城県医師会代議員、宮城県対がん協会理事、他
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国際会議 主催・運営（～2017年2月）

20thInternational Association fro Breast Cancer Research (IANBCR), Sendai, 1994年9月［主催］

3rd International Symposium on Nanomedicine(2009年11月4日–- 2010年11月6日, , 岡崎) ［主催］

大会長

国内会議 主催・運営（～2017年2月）

第16 回日本乳癌検診学会(2006年11月18日–- 2006年11月18日, 仙台市) ［主催］大会長

第7 回日本乳癌学会東北地方会 (2010年3月6日–- 2010年3月6日, 仙台) ［主催］大会長

第19 回日本乳癌学会学術総会 (2011年9月2日–- 2011年9月4日, 仙台市) ［主催］大会長

学術受賞（～2017年2月）

1985年 東北大学医学部奨学賞（銀賞）

1992年 第３回黒川利雄がん研究基金賞

1993年 第 21回三越医学賞

1997年 第８回黒川利雄がん研究基金賞

1998年 東北大学医学部奨学賞（金賞）

2001年 第 27回手術手技研究会奨励研究賞

2001年 第１回朝日がん大賞

2006年 日本医師会医学研究助成費賞

2012年 観光庁長官賞

知的財産

国内特許

1. 権田幸祐, 樋口秀男。がん細胞運動およびがん細胞浸潤抑制剤。2008 年 3 月 27 日出願（東

北大学）, 特願 2008-083588

2. 日景允, 権田幸祐, 武田元博, 亀井尚, 大内憲明, 郷田秀樹, 中野寧。輸入リンパ管流入部検

出方法及び特定細胞同定方法。2009年 6月 26日出願（東北大学,コニカミノルタエムジー株

式会社）, 特願 2009−152781

3. 高橋優, 高梨健作,星野秀樹,権田幸祐,武田元博,大内憲明。半導体ナノ粒子集積体。2010年 8

月 27日出願（コニカミノルタエムジー株式会社,東北大学）,特願 2010-190352

4. 星野秀樹,高橋優,権田幸祐,武田元博,大内憲明。半導体ナノ粒子集積体及び半導体ナノ粒子集

積体の製造方法。2010 年 8 月 27 日出願（コニカミノルタエムジー株式会社,東北大学）, 特

願 2010-190354

5. 相宮拓司,郷田秀樹,岡田尚大,中野寧,権田幸祐,武田元博,大内憲明。生体物質検出方法。2010

年 8月 31日出願（コニカミノルタエムジー株式会社,東北大学）, 特願 2010-161921

6. 高梨健作,郷田秀樹,岡田尚大,中野寧,権田幸祐,武田元博,大内憲明。生体物質検出方法。2010

年 8月 31日出願（コニカミノルタエムジー株式会社,東北大学）, 特願 2010-193154

7. 郷田秀樹,相宮拓司,岡田尚大,中野寧,権田幸祐,武田元博,大内憲明。組織評価方法。2010 年 8

月 31日出願（コニカミノルタエムジー株式会社,東北大学）, 特願 2010-193153

8. 郷田秀樹,相宮拓司,岡田尚大,中野寧,権田幸祐,武田元博,大内憲明。組織評価方法及び組織評

価方法。2010 年 8 月 31 日出願（コニカミノルタエムジー株式会社,東北大学）, 特願

2010-193155

9. 権田幸祐,宮下穣,武田元博,大内憲明。がん発症又はがん発症リスクの判定方法。2010年 9月

2日出願（東北大学）, 特願 2010-196442

10. 宮下穣, 権田幸祐, 大内憲明, 武田元博。抗体を成分として含む医薬品の有効性の判定方法。

2010年 9月 17日出願（東北大学）, 特願 2010-209322
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11. 高野敬三, 星野秀樹, 岡田尚大, 中野寧, 権田幸祐, 武田元博, 大内憲明。免疫組織化学染色

方法及び反応試薬。2011年 3月 16日出願（コニカミノルタエムジー株式会社,東北大学）, 特

願 2011-057345

12. 岡田尚大, 郷田秀樹, 高梨健作, 相宮拓司, 中野寧, 権田幸祐, 武田元博, 大内憲明。組織評

価方法。2011 年 3 月 16 日出願（コニカミノルタエムジー株式会社,東北大学）, 特願

2011-057343

13. 岡田尚大, 郷田秀樹, 中野寧, 権田幸祐, 武田元博, 大内憲明。組織の自家蛍光と蛍光物質

内包ナノ粒子の蛍光を利用した免疫組織化学法。2011 年 3 月 17 日出願（コニカミノルタエ

ムジー株式会社,東北大学）, 特願 2011-059172

14. 郷田秀樹, 岡田尚大, 中野寧, 権田幸祐, 武田元博, 大内憲明。免疫組織染色法, およびこれ

を用いた抗体医薬の有効性を判定する方法。2011 年 3 月 25 日出願（コニカミノルタエムジ

ー株式会社,東北大学）, 特願 2011-067448

国外特許

1. 権田幸祐, 樋口秀男, 武田元博, 大内憲明。がん細胞運動およびがん細胞浸潤抑制剤。2009

年 3月 19日出願（東北大学）, PCT／JP2009／055479

2. 日景允, 権田幸祐, 武田元博, 亀井尚, 大内憲明, 郷田秀樹, 中野寧。輸入リンパ管流入部検

出方法及び特定細胞同定方法。2010年 3月 11日出願（東北大学,コニカミノルタエムジー株

式会社）, PCT/JP2010/54083

3. 高橋優, 高梨健作, 星野秀樹, 権田幸祐, 武田元博, 大内憲明。半導体ナノ粒子集積体。2011

年 3月 15日出願（コニカミノルタエムジー株式会社,東北大学）,PCT/JP2011/055993

4. 星野秀樹, 高橋優, 権田幸祐, 武田元博, 大内憲明。半導体ナノ粒子集積体及び半導体ナノ粒

子集積体の製造方法。2011年 3月 15日出願（コニカミノルタエムジー株式会社,東北大学）,

PCT/JP2011/056000

5. 相宮拓司 郷田秀樹 岡田尚大 中野寧, 権田幸祐, 武田元博, 大内憲明。組織染色方法, 組

織評価方法および生体物質検出方法。2011 年 3 月 15 日出願（コニカミノルタエムジー株式

会社,東北大学）, PCT/JP2011/055991

[海外出願]

1. 渡辺泰宏、磯田武寿、権田幸祐、大内憲明、渡辺みか「画像処理装置、病理診断支援シス

テム、画像処理プログラム及び病理診断支援方法」、PCT/JP2014/067146、コニカミノル

タ株式会社 ＆ 国立大学法人東北大学 (2014年6月27日出願)

2. 高梨健作、郷田秀樹、高野敬三、星野秀樹、中野寧、権田幸祐、大内憲明、渡辺みか「生

体物質検出方法」、PCT/JP2013/059374、コニカミノルタ株式会社 ＆ 国立大学法人東北

大学 (2013年 3月 28日出願)

3. 角森昭教、岡田尚大、権田幸祐、大内憲明、渡辺みか「医用画像処理装置及びプログラム」、

PCT/JP2013/058919、コニカミノルタ株式会社 ＆ 国立大学法人東北大学 (2013 年 3 月 27

日出願)

4. 郷田秀樹、高梨健作、星野秀樹、中野寧、権田幸祐、大内憲明、渡辺みか「組織染色方法」、

PCT/JP2013/058701、コニカミノルタ株式会社 ＆ 国立大学法人東北大学 (2013 年 3 月 26

日出願)

5. 星野秀樹、郷田秀樹、高梨健作、中野寧、権田幸祐、大内憲明、渡辺みか「生体物質の検

出法」、PCT/JP2013/058607、コニカミノルタ株式会社 ＆ 国立大学法人東北大学 (2013

年3月25日出願)

6. 高梨健作、岡田尚大、中野寧、権田幸祐、大内憲明、渡辺みか、「生体物質検出方法」、
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PCT/JP2012/072496、コニカミノルタ株式会社 ＆ 国立大学法人東北大学 (2012 年 9 月 4

日出願)

7. 郷田秀樹、岡田尚大、中野寧、権田幸祐、大内憲明、渡辺みか、「組織染色方法」、

PCT/JP2012/072445、コニカミノルタ株式会社 ＆ 国立大学法人東北大学 (2012 年 9 月 4

日出願)

8. 古澤直子、相宮拓司、中野寧、権田幸祐、大内憲明、中川智彦、「X 線吸収蛍光ナノ粒子」、

PCT/JP2012/062062、コニカミノルタ株式会社 ＆ 国立大学法人東北大学 (2012 年 5 月 10

日出願)

9. 郷田秀樹、岡田尚大、中野寧、権田幸祐、武田元博、大内憲明、「免疫組織染色法, およ

びこれを用いた抗体医薬の有効性を判定する方法」、PCT/JP2012/057191、コニカミノル

タ株式会社 ＆ 国立大学法人東北大学 (2012年 3月 21日出願)

10. 岡田尚大、郷田秀樹、高梨健作、相宮拓司、中野寧、権田幸祐、武田元博、大内憲明、「組

織評価方法」、PCT/JP2012/056689、コニカミノルタ株式会社 ＆ 国立大学法人東北大学

(2012年 3月 15日出願)

11. 高梨健作、郷田秀樹、岡田尚大、中野寧、権田幸祐、武田元博、大内憲明、「生体物質検

出方法」、PCT/JP2011/069553、コニカミノルタ株式会社、国立大学法人東北大学 (2011

年 8月 30日出願)

12. 宮下穣、権田幸祐、武田元博、大内憲明、「抗体を成分として含む医薬品の有効性の判定

方法」、PCT/JP2011/004763、国立大学法人東北大学 (2011年 8月 26日出願)

13. 権田幸祐、宮下穣、武田元博、大内憲明、「がん発症又はがん発症リスクの判定方法」、

PCT/JP2011/004762、国立大学法人東北大学 (2011年 8月 26日出願)

14. 相宮拓司、郷田秀樹、岡田尚大、中野寧、権田幸祐、武田元博、大内憲明、「生体物質検

出方法」、PCT/JP2011/055991 コニカミノルタ株式会社 ＆ 国立大学法人東北大学 (2011

年 3月 15日出願)

15. 星野秀樹、高橋優、権田幸祐、武田元博、大内憲明、「半導体ナノ粒子集積体及び半導体

ナノ粒子集積体の製造方法」、PCT/JP2011/056000 コニカミノルタ株式会社 ＆ 国立大学

法人東北大学 (2011年 3月 15日出願)

16. 高橋優、高梨健作、星野秀樹、権田幸祐、武田元博、大内憲明、「半導体ナノ粒子集積体」、

PCT/JP2011/055993 コニカミノルタ株式会社 ＆ 国立大学法人東北大学 (2011 年 3 月 15

日出願)

17. 日景允、権田幸祐、武田元博、亀井尚、大内憲明、郷田秀樹、中野寧、「輸入リンパ管流

入部検出方法及び特定細胞同定方法」、PCT/JP2010/54083、国立大学法人東北大学 ＆ コ

ニカミノルタエムジー株式会社 (2010年3月11日出願)

18. 権田幸祐、樋口秀男、武田元博、大内憲明、「がん細胞運動およびがん細胞浸潤抑制剤」、

PCT／JP2009／055479、国立大学法人東北大学 (2009年3月19日出願)

[国内出願]

1. 相宮拓司、古澤直子、権田幸祐、大内憲明、渡辺みか、川岸直樹、村上圭吾、「ソラフェ

ニブを含有する標識剤」、特願2014-149569、コニカミノルタ株式会社 ＆ 国立大学法人

東北大学 (2014年7月23日出願)

2. 郷田秀樹、磯田武寿、渡辺泰宏、権田幸祐、大内憲明、渡辺みか、「多重免疫染色法に基

づく生体物質の定量方法」、特願 2014-059883、コニカミノルタ株式会社 ＆ 国立大学法

人東北大学 (2014年 3月 26日出願)

3. 渡辺泰宏、一谷修司、権田幸祐、大内憲明、渡辺みか、「画像処理装置、病理診断支援シ

ステム、画像処理プログラム及び画像処理方法」、特願 2013-260769、コニカミノルタ株
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式会社 ＆ 国立大学法人東北大学 (2013年 12月 18日出願)

4. 高橋優、中野寧、岡田文徳、権田幸祐、大内憲明、渡辺みか、「染色方法」、特願 2013-260732、

コニカミノルタ株式会社 ＆ 国立大学法人東北大学 (2013年 12月 18日出願)

5. 岡田文徳、相宮拓司、権田幸祐、大内憲明、渡辺みか、「組織切片における生体物質の定

量法」、特願2013-199782、コニカミノルタ株式会社 ＆ 国立大学法人東北大学 (2013年9

月26日出願)

6. 渡辺泰宏、磯田武寿、権田幸祐、大内憲明、渡辺みか、「画像処理装置、病理診断支援シ

ステム、画像処理プログラム及び病理診断支援方法」、特願2013-139898、コニカミノル

タ株式会社 ＆ 国立大学法人東北大学 (2013年7月3日出願)

7. 郷田秀樹、高梨健作、星野秀樹、中野寧、権田幸祐、大内憲明、渡辺みか、「ＤＡＢと蛍

光の重ね合わせ染色方法に関する出願」、特願 2012-080782、コニカミノルタ株式会社 ＆

国立大学法人東北大学 (2012年 3月 30日出願)

8. 高梨健作、郷田秀樹、高野敬三、星野秀樹、中野寧、権田幸祐、大内憲明、渡辺みか、「有

機系封入剤に適した退色防止剤の構成」、特願 2012-080781、コニカミノルタ株式会社 ＆

国立大学法人東北大学 (2012年 3月 30日出願)

9. 角森昭教、岡田尚大、権田幸祐、大内憲明、渡辺みか、「細胞当たりの輝点ヒストグラム

を算出するための方法」、特願 2012-078722、コニカミノルタ株式会社 ＆ 国立大学法人

東北大学 (2012年 3月 30日出願)

10. 角森昭教、岡田尚大、権田幸祐、大内憲明、渡辺みか、「細胞当たりの平均輝点数の計測

方法」、特願 2012-078717、コニカミノルタ株式会社 ＆ 国立大学法人東北大学 (2012 年

3月 30日出願)

11. 星野秀樹、郷田秀樹、高梨健作、中野寧、権田幸祐、大内憲明、渡辺みか、「ＰＩＤ用ブ

ロッキング剤の構成」、特願 2012-074216、コニカミノルタ株式会社 ＆ 国立大学法人東

北大学 (2012年 3月 28日出願)

12. 岡田尚大、郷田秀樹、高梨健作、相宮拓司、中野寧、権田幸祐、大内憲明、渡辺みか、角

森昭教、石光義幸、「組織評価方法」、特願 2011-229315、コニカミノルタ株式会社 ＆ 国

立大学法人東北大学 (2011年 10月 19日出願)

13. 岡田尚大、郷田秀樹、中野寧、角森昭教、権田幸祐、武田元博、大内憲明、「病理診断情

報生成方法及び病理診断情報生成システム」、特願 2011-229314、コニカミノルタ株式会

社 ＆ 国立大学法人東北大学 (2011年 10月 19日出願)

14. 相宮拓司、角森昭教、郷田秀樹、中野寧、権田幸祐、大内憲明、渡辺みか、「生体物質発

現レベル評価システム」、特願 2011-197341、コニカミノルタ株式会社 ＆ 国立大学法人

東北大学 (2011年 9月 9日出願)

15. 古澤直子、相宮拓司、中野寧、権田幸祐、大内憲明、渡辺みか、「蛍光物質内包ナノ粒子

およびこれを用いた生体物質の検出方法」、特願 2011-197340、コニカミノルタ株式会社 ＆

国立大学法人東北大学 (2011年 9月 9日出願)

16. 高梨健作、岡田尚大、中野寧、権田幸祐、大内憲明、渡辺みか、「生体物質検出方法」、

特願 2011-197339、コニカミノルタ株式会社 ＆ 国立大学法人東北大学 (2011 年 9 月 9 日

出願)

17. 郷田秀樹、岡田尚大、中野寧、権田幸祐、大内憲明、渡辺みか、「組織染色方法」、特願

2011-197338、コニカミノルタ株式会社 ＆ 国立大学法人東北大学 (2011年 9月 9日出願)

18. 古澤直子、相宮拓司、中野寧、権田幸祐、大内憲明、中川智彦、「X 線吸収蛍光ナノ粒子」、

特願 2011-107307、コニカミノルタ株式会社 ＆ 国立大学法人東北大学 (2011年 5月 12日

出願)

19. 郷田秀樹、岡田尚大、中野寧、権田幸祐、武田元博、大内憲明、「免疫組織染色法, およ

びこれを用いた抗体医薬の有効性を判定する方法」、特願 2011-067448、コニカミノルタ
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株式会社 ＆ 国立大学法人東北大学 (2011年 3月 25日出願)

20. 岡田尚大、郷田秀樹、中野寧、権田幸祐、武田元博、大内憲明、「組織の自家蛍光と蛍光

物質内包ナノ粒子の蛍光を利用した免疫組織化学法」、特願 2011-059172、コニカミノル

タ株式会社 ＆ 国立大学法人東北大学 (2011年 3月 17日出願)

21. 高野敬三、星野秀、岡田尚大、中野寧、権田幸祐、武田元博、大内憲明、「免疫組織化学

染色方法及び反応試薬」、特願 2011-057345、コニカミノルタ株式会社 ＆ 国立大学法人

東北大学 (2011年 3月 16日出願)

22. 岡田尚大、郷田秀樹、高梨健作、相宮拓司、中野寧、権田幸祐、武田元博、大内憲明、「組

織評価方法」、特願2011-057343、コニカミノルタ株式会社 ＆ 国立大学法人東北大学 (2011

年 3月 16日出願)

23. 宮下穣、権田幸祐、大内憲明、武田元博、「抗体を成分として含む医薬品の有効性の判定

方法」、特願 2010-209322、国立大学法人東北大学 (2010年 9月 17日出願)

24. 権田幸祐、宮下穣、武田元博、大内憲明、「がん発症又はがん発症リスクの判定方法」、

特願 2010-196442、国立大学法人東北大学 (2010年 9月 2日出願)

25. 郷田秀樹、相宮拓司、岡田尚大、中野寧、権田幸祐、武田元博、大内憲明、「組織評価方

法及び組織評価方法」、特願 2010-193155、コニカミノルタエムジー株式会社 ＆ 国立大

学法人東北大学 (2010年 8月 31日出願)

26. 高梨健作、郷田秀樹、岡田尚大、中野寧、権田幸祐、武田元博、大内憲明、[生体物質検

出方法」、特願 2010-193154、コニカミノルタエムジー株式会社 ＆ 国立大学法人東北大

学 (2010年 8月 31日出願)

27. 郷田秀樹、相宮拓司、岡田尚大、中野寧、権田幸祐、武田元博、大内憲明、「組織染色方

法及び組織評価方法」、特願 2010-193153 国立大学法人東北大学 ＆ コニカミノルタ株式

会社 ＆ 国立大学法人東北大学 (2010年 8月 31日出願)

28. 相宮拓司、郷田秀樹、岡田尚大、中野寧、権田幸祐、武田元博、大内憲明、「生体物質検

出方法」、特願 2010-191621、コニカミノルタエムジー株式会社 ＆ 国立大学法人東北大

学 (2010年 8月 30日出願)

29. 高橋優、高梨健作、星野秀樹、権田幸祐、武田元博、大内憲明、「半導体ナノ粒子集積体」、

特願 2010-190352、コニカミノルタエムジー株式会社 ＆ 国立大学法人東北大学 (2010年

8月 27日出願)

30. 星野秀樹、高橋優、権田幸祐、武田元博、大内憲明、「半導体ナノ粒子集積体及び半導体

ナノ粒子集積体の製造方法」、特願 2010-190354、コニカミノルタエムジー株式会社 ＆ 国

立大学法人東北大学 (2010年 8月 27日出願)

31. 日景允、権田幸祐、武田元博、亀井尚、大内憲明、郷田秀樹、中野寧、「輸入リンパ管流

入部検出方法及び特定細胞同定方法」、特願2009－152781、国立大学法人東北大学 ＆ コ

ニカミノルタエムジー株式会社 (2009年6月26日出願)

【書類名】 特許願 【整理番号】 B31208JP01 【提出日】 平成25年 7月 3日 【あて先】 特

許庁長官 殿 【国際特許分類】 G01N 33/483

G06T 1/00

【発明者】

【住所又は居所】 東京都千代田区丸の内二丁目7番2号 コニカミノルタ株式会社 内

【氏名】 渡辺 泰宏

【発明者】
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【住所又は居所】東京都千代田区丸の内二丁目7番2号 コニカミノルタ株式会社内 【氏名】

磯田 武寿

【発明者】

【住所又は居所】 宮城県仙台市青葉区片平二丁目1番1号 国立大学法人東北大学 内

【氏名】 権田 幸祐

【発明者】

【住所又は居所】宮城県仙台市青葉区片平二丁目1番1号 国立大学法人東北大学内 【氏名】

大内 憲明

【発明者】

【住所又は居所】 宮城県仙台市青葉区片平二丁目1番1号 国立大学法人東北大学 内

【氏名】 渡邉 みか

【特許出願人】

【識別番号】 000001270

【氏名又は名称】 コニカミノルタ株式会社

【特許出願人】

【識別番号】 504157024

【氏名又は名称】 国立大学法人東北大学

【代理人】

【識別番号】 110001254 【氏名又は名称】 特許業務法人光陽国際特許事務所 【代表者】 荒

船 博司 【電話番号】 03-5251-5721

【連絡先】 担当は荒船博司

【国等の委託研究の成果に係る記載事項】平成25年度独立行政法人新エネルギー・産業技術

総合開発機構「がん超早期診断・治療機器の総合研究開発/超早期高精度診断システムの研究

開発:病理画像等認識技術の研究開発/病理画像等認識基礎技術の研究開発(1粒子蛍光ナノイメ

ージングによる超高精度がん組織診断技術)」委託研究、産業技術力強化法第19条の適用を受

ける特許出願

【手数料の表示】

【予納台帳番号】 435028

【納付金額】 15,000 円 【提出物件の目録】

【物件名】 明細書 1

【物件名】 特許請求の範囲 1

【物件名】 要約書 1

【物件名】 図面1  【書類名】明細書

【発明の名称】画像処理装置、病理診断支援システム、画像処理プログラム及び病

理診断支援方法

【技術分野】

 【0001】  本発明は、画像処理装置、病理診断支援システム、画像処理プログラ

ム及び病理診断支援方法に関する。
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【背景技術】

 【0002】  病理診断では、採取した組織を固定するために脱水し、パラフィンに

よるブロック化といった処理を行った後、2~8μmの厚さの薄片に切り、パラフィンを

取り除き、染色して顕微鏡観察を行う。病理医は、この顕微鏡像の中で、細胞の

核の大きさや形の変化、組織としてのパターンの変化等の形態学的な情報、染色

情報をもとに診断を行っている。例えば、特許文献1では、顕微鏡像において細胞

の核面積、核濃度等の形態学的特徴値と細胞悪性度を算出して、これら形態学的

特徴値及び細胞悪性度を細胞画像としてモニターで観察できるようにしている。

【書類名】 特許願 【整理番号】 B31799JP01 【提出日】 平成25年 9月26日 【あて

先】 特許庁長官 殿 【国際特許分類】 B82B 1/00

C09K 11/06

C09K 11/08

G01N 21/64

G01N 33/53

【発明者】

【住所又は居所】東京都千代田区丸の内二丁目7番2号 コニカミノルタ株式会社 内

【氏名】 岡田 文徳

【発明者】

【住所又は居所】東京都千代田区丸の内二丁目7番2号 コニカミノルタ株式会社内 

【氏名】 相宮 拓司

【発明者】

【住所又は居所】宮城県仙台市青葉区片平二丁目1番1号 国立大学法人東北大学 内

【氏名】 権田 幸祐

【発明者】

【住所又は居所】 宮城県仙台市青葉区片平二丁目1番1号 国立大学法人東北大学

内 【氏名】 大内 憲明

【発明者】

【住所又は居所】宮城県仙台市青葉区片平二丁目1番1号 国立大学法人東北大学 内

【氏名】 渡邉 みか

【特許出願人】

【識別番号】 000001270

【氏名又は名称】 コニカミノルタ株式会社

【特許出願人】

【識別番号】 504157024

【氏名又は名称】 国立大学法人東北大学

【代理人】

【識別番号】 11000107

競争的資金獲得状況

科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）
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基盤研究(C) 1990年4月－1992年3月

[乳癌肝転移に対する局所免疫療法ー肝動脈内IL-2 投与による治療成績向上

の試み、特にin vivo killer 誘導を目的として]

特定領域研究1992年4月－1993年3月

[抗原の相補的発現に基づく癌の診断と治療ー癌のHeterogeneity の克服]

基盤研究(C) 1992年4月－1994年3月

[癌遺伝子および癌関連抗原の発現に基づく乳癌進展の３次元的解析]

基盤研究(C) 1994年4月－1996年3月

[乳癌における乳管内進展病巣の生物学的特性と治療反応性の研究]

基盤研究(C) 1996年4月－1998年3月

[新しい画像処理による乳癌進展の解析と乳房温存療法への応用]

基盤研究(C) 1998年4月－2000年3月

[乳癌における血管新生とMRI 画像特性に関する研究]

基盤研究(C) 1999年4月－2001年3月

[コンベンショナル核医学_ PET による乳癌の放射線感受性_ 耐性に関する基礎研究]

基盤研究(C) 2001年4月－2003年3月

[CT およびMRI を用いた乳癌の三次元術前拡がり診断による手術システムの開発]

(挑戦的) 萌芽研究2002年4月－2004年3月

[病児保育の社会的意義と費用_ 質的向上に関する研究]

基盤研究(B) 2003年4月－2006年3月

[マーシャル諸島住民の甲状腺癌および肺癌発生に対する低線量被曝の関与]

(挑戦的) 萌芽研究2004年4月－2007年3月

[新規蛍光物質CdSe ナノクリスタルによる食道癌細胞の生体内イメージング]

基盤研究(A) 2004年7月－2007年3月

[早期の癌に対する標準的放射線治療方法確立のための研究]

特別推進研究2005年4月－2006年3月

[シリカコーティングAgI ナノビーズを用いた新規X 線造影剤の開発]

基盤研究(C) 2005年4月－2007年3月

[プロテオーム解析による放射線感受性規定因子の探求―感受性に基づいた食道癌の治

療]

基盤研究(C) 2005年4月－2007年3月

[乳癌の新たな分子機能診断に向けたDNA チップ開発]

基盤研究(C) 2006年4月－2008年3月

[個人の乳房構成に基づいた乳がん検診法の確立]

基盤研究(C) 2006年4月－2008年3月

[蛍光変調検出法によるがんの高感度センチネルリンパ節生検法]

基盤研究(B) 2007年4月－2010年3月

[多機能センシングナノビーズを用いた乳がん手術の開発]

基盤研究(C) 2007年4月－2010年3月

[CdSe ナノクリスタルを用いた食道癌組織の生体内リアルタイムイメージング]

基盤研究(B) 2008年4月－2011年3月

[１分子DDS イメージングによる腫瘍滞留性名の粒子の新規開発]

基盤研究(C) 2009年4月－2011年3月

[乳癌組織中エストロゲン濃度_ 合成能と乳癌罹患に関する症例対照研究]

基盤研究(C) 2009年4月－2012年3月

[マンモグラフィ精度管理ー診断精度の底上げを目指す基盤整備]

(挑戦的) 萌芽研究2010年4月－2011年3月

[蛍光ナビゲーション内視鏡による消化器癌手術システムの開発]



11

基盤研究(C) 2010年4月－2013年3月

[トリプルネガティブ乳癌の生物学的特性の解明と治療戦略の構築]

基盤研究(C) 2010年4月－2013年3月

[ナノスケール傾向粒子を新規センチネルリンパ節生検法の開発]

基盤研究(A) 2010年4月－2013年3月

[早期の癌に対する標準的放射線治療方法確立と適応決定に関する研究]

(挑戦的) 萌芽研究2011年4月－2014年3月

[多光子励起顕微鏡によるDDS 製剤体内動態の新規評価法の開発]

基盤研究(C) 2011年4月－2014年3月

[ヒトバソヒビンの新たな抗血管新生薬、血管新生マーカーの研究]

基盤研究(B) 2011年4月－2015年3月

[ストレス関連ホルモンと乳がん罹患_ 予後に関する分析疫学研究]

科学研究費補助金挑戦萌芽2011年4月－2012年3月

[多光子励起顕微鏡によるDDS製剤体内動態の新規評価法の開発]

基盤研究(A)2013年4月－2016年3月

[乳癌HER familyの高感度ナノ定量化による分子標的治療効果予測の基盤整備]

(挑戦的) 萌芽研究2014年4月－2015年3月

[金ナノ粒子を用いた腫瘍のCTイメージング]

JSPS A3フォーサイト事業（日中韓）2013年4月－2017年3月

[ナノバイオ材料を用いた高分解能イメージングによるがん生物学の主要分子機序の解

明]

JSPS 研究成果公開促進費2013年4月－2017年3月

[防災科学を推進する総合医学雑誌としての編集体制の構築と国際競争力の強化]

その他の競争資金獲得実績

厚生労働科学研究費補助金1999年4月－2003年3月

[50 歳未満の画像による乳がん検診の有効性に関する研究]

厚生労働科学研究費補助金2001年4月－2003年3月

[科学的根拠に基づく乳がん診療ガイドライン作成に関する研究]

特色ある大学教育支援プログラム2001年4月－2004年3月

[乳癌の遺伝子診療体系の確立に関する研究]

厚生労働科学研究費補助金2002年4月－2003年3月

[がん検診に関する効果的な推進手法の開発に関する検討]

厚生労働科学研究費補助金2002年4月－2005年3月

[ナノサイズ_ センシングカプセルの新規開発と医療応用]

厚生労働科学研究費補助金2002年4月－2005年3月

[知識発見型大規模診療情報自動解析(データマイニング) システムの開発と

各政策医療ネットワークへの応用に関する研究]

学際科学研究センタープログラム2002年4月－2005年3月

[フォトニック微粒子のセンシング機能とナノ医療]

２１世紀ＣＯＥプログラム2002年4月－2007年3月

[バイオナノテクノロジー基盤未来医工学工学]

科学技術振興調整費2004年4月－2009年3月

[医療工学技術者創成のための再教育プログラム]

厚生労働科学研究費補助金2005年4月－2007年3月

[乳がん検診の精度と効率に関する研究]

厚生労働科学研究費補助金2006年4月－2009年3月

[生体超微細１分子可視化技術によるナノＤＤＳとがん標的治療]
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厚生労働科学研究費補助金2006年4月－2011年3月

[乳がん検診における超音波検査の有効性を検証するための比較試験]

NEDO がん超早期診断治療機器の総合研究開発2010年4月－2014年3月

[１粒子蛍光ナノイメージングによる超高精度がん組織診断システムの研究開発]

厚生労働科学研究費補助金2011年4月－2013年3月

[乳がん検診における超音波検査の有効性を検証するための比較試験]

経産省 がん超早期診断・治療機器の総合研究開発2010年4月－2014年3月

[１粒子蛍光ナノイメージングによる超高精度がん組織診断システムの研究開発]

厚生労働科学研究費補助金2013年度

[乳がん検診における超音波検査の有効性を検証するための比較試験]

厚生労働省（AMED）革新的がん医療実用化研究事業2014年4月－2016年3月

[乳がん検診における超音波検査の有効性を検証するための比較試験]

厚生労働省（AMED）革新的がん医療実用化研究事業2015年4月－2016年3月

[乳がん検診における超音波検査の有効性を検証するための比較試験]

厚生労働省（AMED）革新的がん医療実用化研究事業2016年4月－2017年3月

[乳がん検診における超音波検査の有効性を検証するための比較試験]

＜教育活動に関する情報＞

担当授業科目（～2017 年2 月）

(全学教育)

[ 講義] 体と健康(1 セメスタ）2006年－2006年

[ 実習_ 少人数教育] 基礎ゼミ：がんを知る2006年－2006年

[ 講義] 体と健康(1 セメスタ）2007年－2007年

[ 実習_ 少人数教育] 基礎ゼミ：がんを知る2009年－2009年

[ 講義] 体と健康(1 セメスタ）2010年－2010年

[ 講義] 体と健康(1 セメスタ）2011年－2011年

(学部教育)

[ 実習] —医学部医学科—1900年－現在

[ 講義] 医_ 外科学II（移植_ 腫瘍_ 一般）2002年－2016年

[ 臨床医学修練] 医_ 臨床医学修練（３次）2002年－2016年

[ 講義] 医_ 外科学II（移植_ 腫瘍_ 一般）2003年－2016年

[臨床医学修練] 医_ 臨床医学修練（３次）2003年－2016年

(大学院教育)

[講義] 医_ 分子イメージング特論2007年－2008年

[講義] 医_ 分子イメージング特論2008年－2009年

[他大学及び他研究科の講義等] 東北大学グローバルCOE「新世紀世界の成長焦点に気づくナノ

医工学拠点」

2009年－2010年

[他大学及び他研究科の講義等] 東北大学REDEEM プロジェクト「医療工学技術者創成のため

の再教育システム」2009年－2010年

[講義] 医_ がん科学（保健学専攻_ 修士）2009年－2010年

[講義] 医_ 外科学概論2009年－2010年

[講義] 医_ 分子イメージング特別講義2009年－2010年

[講義] 医_ がん医科学セミナー2009年－2010年

[他大学及び他研究科の講義等] 東北大学REDEEM プロジェクト「医療工学技術者創成のため

の再教育システム」2010年－2011年
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[他大学及び他研究科の講義等] 東北大学グローバルCOE「新世紀世界の成長焦点に気づくナノ

医工学拠点」2010年－2011年

[講義] 医_ 外科学概論2010年－2011年

[講義] 医_ 分子イメージング特論2010年－2011年

[講義] 医_ がん科学（医科学専攻_ 修士）2010年－2011年

[最終講義]がんへの挑戦：病理に基づく手術、ナノバイオ、J-START 2017年2月10日

＜大学運営に関する情報＞

学内委員（～2017 年2 月）

[管理運営関連] 医_ 建築委員会委員 2001年4月－2003年3月

[全学] 百年史編集委員会委員 2001年4月－2003年3月

[管理運営関連] 医_ 医学部自己評価委員会委員 2001年10月－2005年3月

[管理運営関連] 医_ 医学系研究科自己評価委員会委員 2001年10月－2005年3月

[管理運営関連] 医_ 医学部自己評価委員会 学部専門委員会委員 2001年10月－2005年3月

[全学] 広報委員会委員 2002年4月－2004年3月

[全学] 情報基盤委員会委員 2002年4月－2004年3月

[全学] 情報公開委員会情報公開審査委員会委員 2002年4月－2004年3月

[管理運営関連] 病_ 将来計画委員会委員長 2002年4月－2004年3月

[管理運営関連] 医_ WHO 協力センター委員 2002年4月－2005年3月

[管理運営関連] 医病_ 定例会議副委員長 2002年11月－2004年11月

[全学] サイクロトロン_ ラジオアイソトープセンター運営委員会委員 2003年4月－現在

[管理運営関連] 医病_ 部局化に関する検討委員会委員長 2004年4月－2005年3月

[管理運営関連] 医病_ ＭＥ機器中央管理検討委員会委員長 2004年12月－現在

[管理運営関連] 医_ 医学系研究科将来構想検討委員会委員 2004年12月－現在

・新外来棟整備検討プロジェクト委員長として、東北大学病院の将来設計、運用、

企画立案等に従事 2005年4月－2006年3月

・医学部外科学教授として、医学部学生の教育指導に従事 2005年4月－2006年3月

・東北大学医工学研究科設置構想専門委員会委員 2006年4月－2007年3月

東北大学大学院医学系研究科腫瘍外科学分野教授として、1) 大学院生の研究指導、教育に従

事 29 医学部外科学教授として、医学部学生の教育指導に従事 3) 東北大学病院乳腺_ 内

分泌外科科長として、診療及び臨床研究に従事、ならびに東北大学病院研修医等の指導に従

事 4) 東北大学病院ME センター長として医療機器全般に関する管理

2006年4月－20011年3月

・新外来棟整備検討プロジェクト委員会委員長 （2005 年～2011年）

・東北大学医学部外科学教授として、医学部学生の教育指導に従事

・東北大学病院乳腺_ 内分泌外科科長として、診療及び臨床研究に従事、ならびに東北大学病

院研修医等の指導に従事 2006年4月－現在

・東北大学病院のME センター長として、医療機器全般に関する管理監督業務に従事

2006年4月－2007年3月

・新外来棟整備検討プロジェクト委員長として、東北大学病院の将来設計、運用、企画立案等

に従事 2006年4月－2011年3月

・東北大学病院の医療安全推進委員会委員として、病院における医療安全活動に従事

2004年4月－2007年3月

[管理運営関連] 医_ 医学部自己評価委員会委員長 2006年4月－2008年3月

[管理運営関連] 医_ 医学系研究科自己評価委員会委員長 2006年11月－2008年3月

・東北大学大学院医学系研究科腫瘍外科学分野教授として、大学院生の研究指導、教育等の運
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営に従事 2007年4月－現在

・医学部外科学教授として医学部学生の教育指導に従事 2007年4月－2008年3月

・東北大学病院の乳腺_ 内分泌外科科長として、診療、臨床研究及び運営に従事、ならびに東

北大学病院研修医等の指導及び運営に従事 2007年4月－2008年3月

・東北大学病院の新外来棟整備検討プロジェクト委員長として、将来設計、運営、企画立案等

に従事 2007年4月－2008年3月

・東北大学病院のME センター長として、医療機器全般に関する管理運営に従事

2007年4月－2008年3月

・東北大学病院医療安全推進委員会委員として、病院における医療安全管理運営に従事

2007年4月－2008年3月

・東北大学病院がんセンターの研究部会長として、がんセンター運営に従事

2007年4月－2008年3月

・病院_ 新外来棟整備検討プロジェクト委員会委員長 2007年4月－2008年3月

・病院_ 外来診療棟整備計画委員会委員長 2007年4月－2008年3月

医学系研究科_ 評価委員会委員長 2007年4月－2008年3月

医学系研究科_ 採用等小委員会委員長 2007年4月－2008年3月

[管理運営関連] 医_ 運営会議委員 2007年4月－現在

[管理運営関連] 医_ 医学系研究科運営委員会委員 2007年4月－現在

医学系研究科 評価室 室長 2008年4月－2009年3月

病院 外来棟整備検討委員会 委員長 2008年4月－2009年3月

[教育関連] 医_ 医学科運営委員会委員 2008年4月－2009年3月

[管理運営関連] 医_ 評価室委員長 2008年4月－現在

[管理運営関連] 医_ 人事制度委員会副委員長 2008年4月－現在

[大学院入試関連] 医_ 研究科委員会委員 2010年4月－2011年3月

1) がんセンター長として腫瘍評議会等を統括し大学病院におけるがん診療レベルを向上させ

ている。都道府県がん診療連携拠点として宮城県における病院機能向上に貢献。2) 乳腺内分泌

外科長として、乳癌、甲状腺癌を主体に診療_ 教育および臨床研究を推進している。この10 年

間で乳癌の外来患者数および手術件数が約２倍以上に達するなど経営面でも大きく変化

2011年4月－2012年3月

[管理運営関連] 医_ 寄附講座活動状況等評価小委員会副委員長 2011年4月－現在

＜社会活動に関する情報＞

行政機関・企業・ＮＰＯ等参加（～2017 年2 月）

[日本国内] 宮城県医師会（その他）乳がん検診精度管理委員会委員 2000年4月—現在

[日本国内] 仙台市医師会（その他） 乳がん検診委員会委員 2000年4月—現在

[日本国内] 大阪商工会議所（その他）バイオビジネスコンペJAPAN 審査員 2002年4月—現在

[日本国内] 日本遺伝子研究所（民間企業） 顧問 2005年4月—現在

[日本国内] 日本消化器がん検診学会（ＮＰＯ）精度管理委員会委員 2005年4月—2008年3月

[日本国内] 日本学術振興会（国） 科学研究費委員会専門委員会委員 2007年4月—現在

[日本国内] 文部科学省（国） 国立大学教育研究評価委員会専門委員 2007年4月—現在

[日本国内] 厚生労働省3（国） 厚生労働省医師国家試験委員会委員 2007年4月—現在

[日本国内] 宮城県3（地方公共団体） がん対策協議会委員 2007年4月—現在

[日本国内] 宮城県医師会2（その他） 代議員会代議員 2007年4月—現在

[日本国内] 日本医師会（その他） がん対策推進委員会委員 2007年4月—2008年3月

[日本国内] 大学評価学位授与機構（国）教育研究評価委員会専門委員会委員 2008年4月—現在

[日本国内] 独立行政法人科学技術振興機構（国）科学技術振興調整費研究評価委員会委員
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2008年4月—現在

[日本国内] 日本医師会（その他） がん対策推進委員会委員 2008年4月—現在

報道（～2017 年2 月）

[日本国内] 注目の抗体ガン治療法 米国で最先端の情報探る（資料提供 新聞 讀売新聞）

1986年8月2日

[日本国内] 若手研究者８人に 黒川がん基金（資料提供 新聞 河北新報）

1992年6月26日

[日本国内] 乳がん特有の抗原発見 東北大医学部第２外科グループ（資料提供 新聞 河北新

報） 1993年4月15日

[日本国内] 乳がんに対する乳房温存手術の現状と将来（出演_ 執筆 雑誌 仙台市医師会報）

1994年7月1日

[日本国内] 健康 Ｘ線撮影で乳がん早期発見（生活欄）（企画協力 新聞 産経新聞）

1995年7月10日

[日本国内] 社説：乳がん検診 命と乳房を守るために（企画協力 新聞 西日本新聞）

1999年2月10日

[日本国内] 乳がん Ｘ線で画像診断:宮城県 新検査事業を推進（資料提供 新聞 河北新報）

1999年2月24日

[日本国内] Editorial マンモグラフィによる乳がん検診に向けて（出演_ 執筆 雑誌 ラージ

ュ 第270 号（薬業時報社）） 1999年10月11日

[日本国内] みんなの健康：乳がん検診にもＸ線検査（資料提供 新聞 朝日新聞）

2000年7月2日

[日本国内] 乳がん検診におけるマンモグラフィ その現状と展望（出演_ 執筆 新聞 週刊

医学界新聞 第2397 号） 2000年7月24日

[日本国内] 特集「大内憲明東北大学教授に聞くーこれからの乳がん検診_

マンモグラフィ併用検診のすすめ方」（出演_ 執筆 その他 よぼう医学（東京都予防医学協

会誌）） 2000年9月15日

[日本国内] くらし：乳がん早期発見 積極。気軽に検診受けよう（資料提供新聞 河北新報）

2000年11月4日

[日本国内] マンモグラフィによる乳がん検診がなぜ必要か（出演_ 執筆 雑誌 ヘルスビュー

（北陸予防医学協会誌）No. 21） 2001年1月1日

[日本国内] 東北大と県内20 医療機関 患者情報ネット化（資料提供 新聞 河北新報）

2001年4月28日

[日本国内] インタビュー_ がん最新情報 東北大学教授大内憲明氏に聞く「マンモグラフィで

見つける早期の乳がん」（出演_ 執筆 雑誌 AFLAC Report No.101）

2001年5月1日

[日本国内] 医師会とがん検診 検診のquality を保には？（出演_ 執筆 雑誌 宮城県医師会

報 No.667） 2001年8月1日

[日本国内] 地域医療連携へIT 活用推進を 仙台でフェア 「みやぎメディカルモール」（資

料提供 新聞 河北新報） 2001年8月3日

[日本国内] 乳がん検診の実力診断 Ｘ線技術 合格施設、ネット公表（一面準トップ）（資料

提供 新聞 讀売新聞） 2001年8月19日

[日本国内] がん大賞に大内教授（その他 新聞 朝日新聞） 2001年9月1日

[日本国内] 2001 年から新設「朝日がん大賞」大内憲明氏が受賞（資料提供 雑誌 月刊 も

っといい日） 2001年9月1日

[日本国内] 朝日がん大賞は大内教授 日本対がん協会特別賞（その他 日本対がん協会報 第
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445 号） 2001年9月1日

[日本国内] がん大制圧へ1300 人集いｓ大会 長崎：東北大学大学院医学系研究科の大内憲明

教授に朝日がん大賞贈呈式（資料提供 新聞 朝日新聞） 2001年9月15日

[日本国内] ひと「第１回朝日がん大賞を受賞した東北大学大学院教授大内憲明さん」（出演_ 執

筆 新聞 朝日新聞） 2001年9月15日

[ 海外_ 国際] Cancer doctor bucked trend to save lives by Teruko Tanibe (HomoSapiens)

（企画協力 新聞 Herald Tribune） 2001年10月5日

[日本国内] データでわかる良い病院（企画協力 雑誌 サンデー毎日）

2001年12月23日

[日本国内] 乳がんの診断と治療は新しい時代へ（出演_ 執筆 その他 茅ケ崎医師会報 第61

号） 2002年1月1日

[日本国内] 大内教授が特別講演、今年度の全国大会（企画協力 その他 日本対がん協会報

第456 号） 2002年7月1日

[日本国内] がん制圧全国大会特集 記念講演（資料提供 新聞 山形新聞）

2002年9月22日

[日本国内] 力強く山形アピール、全国大会（企画協力 その他 日本対がん

協会報 第459 号） 2002年10月1日

[日本国内] 記念講演、がん制圧は質の高い検診から～マンモグラフィ検診と精度管理、東北大

学教授 大内憲明（出演_ 執筆 その他 日本対がん協会報第461 号）

2002年12月1日

[日本国内] くらし 乳房Ｘ線受診を 大内東北大教授に聞く（資料提供 新聞 河北新報）

2003年4月29日

[日本国内] 受診率向上が大きな課題、大内憲明教授が特別講演（出演_ 執筆 その他 健康か

ながわ 第424 号） 2003年7月15日

[日本国内] ナノテクキーパーソンインタビュー 東北大学教授 大内憲明

「ナノテクノロジーが取り持つ医学と工学の未（資料提供 新聞 週刊ナノテク）

2003年8月18日

[日本国内] 乳がん検診 市区町村は Ｘ線撮影導入５割止まり（１面トップ）（資料提供 新

聞 朝日新聞） 2003年9月5日

[日本国内] くらし 検診の改革 壁高く 人員_ 装置など足りず（資料提供 新聞 朝日新聞）

2003年10月23日

[日本国内] 乳がんＸ線検診「40 歳代から」厚労省研究班が指針（資料提供 新聞 朝日新聞）

2003年11月7日

[日本国内] 乳がん検診100 万人を突破、宮城県支部（企画協力 その他 日本対がん協会報

第464 号） 2003年12月1日

[日本国内] マンモ、40 歳代にも効果、大内教授が研究紹介（資料提供 その

他 日本対がん協会報 第477 号） 2004年2月1日

[日本国内] がん検診 受けやすい環境整備必要 東北大大学院教授 大内憲明さん（資料提供

新聞 北海道新聞） 2004年2月8日

[日本国内] 乳がん検診 Ｘ線併用、40 歳以上に 厚生労働省検討会 30 代、視触診のみ（第

１面）（資料提供 新聞 朝日新聞） 2004年2月27日

[日本国内] 乳がん、40 歳代もマンモ併用（資料提供 その他 日本対がん協会報 第478 号）

2004年3月1日

[日本国内] 30 歳代の乳がん検診廃止：視触診単独「意味ない」、厚労省検討会（資料提供 新

聞 朝日新聞） 2004年3月12日

[日本国内] 30 歳代乳がん検診 廃止を正式決定（資料提供 新聞 朝日新聞）
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2004年3月19日

[日本国内] 乳癌マンモグラフィ検診、「40 歳以上」の船出、40 歳以上を対象とすることの妥

当性（資料提供 雑誌 ASAHI Medical） 2004年7月1日

[日本国内] 乳房温存療法、第12 回日本乳癌学会総会（資料提供 新聞 MedicalTribune）

2004年7月1日

[日本国内] 9月はがん制圧月刊（資料提供 その他 日本対がん協会報第483号）

2004年8月1日

[日本国内] 論説「変わる乳がん検診」：マンモグラフィ受診率向上カギ（出演_ 執筆 新聞 朝

日新聞） 2004年10月23日

[日本国内] 30 歳代後半の乳がん検診：「超音波検診導入、検討を」厚労省研究班が見解（資

料提供 新聞 朝日新聞） 2004年10月30日

[日本国内] 医療のリスクマネージメント（出演_ 執筆 雑誌 宮城県医師会報 No.706）

2004年11月1日

[日本国内]転換期のがん検診（資料提供 その他 日本対がん協会報第487号）

2004年12月1日

[日本国内] 乳がん検診の新指針ーマンモグラフィ検診の推進をー（出演_ 執筆 雑誌 Human

Imaging No.47） 2005年1月1日

[ 日本国内] 変わる乳がんの診療（出演_ 執筆 その他 かけはし（市立酒田病院公報））

2005年3月1日

[日本国内]東北大学、蛍光ナノ粒子を用いた新しいガン診断法を開発。患者への負担を大幅軽

減（企画協力 新聞 日経ナノテクノロジーNewsNo.83） 2005年3月5日

[日本国内] 人「大内憲明氏」東北大学腫瘍外科学教授（出演_ 執筆 雑誌 週刊 日本医事新

報No.4230） 2005年5月21日

[日本国内] スペシャルフィーチャー インタビュー 多難な医工の融合に挑む 医工連携

プロジェクトに関する取組と課（企画協力 新聞 日経ナノテクノロジーNo.41）

2005年5月30日

[日本国内] 宮婦連_ 健康と医療を考える中央集会（資料提供 雑誌 ともしび（宮城県対がん

協会）第121 号） 2005年8月1日

[ 日本国内] ９月はがん制圧月間 がん講演会 大内憲明氏（企画協力 新聞 河北新報）

2005年9月1日

[日本国内] マンモグラフィの乳がん検診を全国初の導入：地域からの発想、豊かな地域づくり、

仙台市（企画協力 雑誌 厚生労働） 2006年4月1日

[日本国内] 質疑応答（企画協力 雑誌 週刊 日本医事新報No.4277）

2006年4月15日

[日本国内] マンモグラフィ併用でも乳がん「見落とし」４０代３割（資料提供 新聞 朝日新

聞） 2007年2月5日

[日本国内] 東北大学、がん腫瘍まで抗がん剤が運搬される様子をナノメーターレベルで観察に

成功（資料提供 その他 NIKKEI NET） 2007年2月5日

[日本国内] 抗がん剤 細胞内異動の様子とらえた（資料提供 新聞 讀売新聞）

2007年2月6日

[日本国内] 分子レベルで抗がん剤動き把握（資料提供 新聞 河北新報）

2007年2月8日

[日本国内] 抗がん剤動き把握分子レベルで画像化 東北大（資料提供 その他

河北新報ウェブサイト） 2007年2月8日

[日本国内] 東北大 抗がん剤の異動追跡、蛍光微粒子使い動画撮影（資料提供 新聞 日経産

業新聞） 2007年2月9日
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[日本国内] 東北大 抗がん剤の到達過程 ナノレベルでの観察に成功（資料提供

新聞 科学新聞） 2007年2月16日

[日本国内] 半導体ナノ粒子と結合し抗がん剤の動き観測（資料提供 新聞

東北大学生新聞） 2007年2月20日

[海外_ 国際] Delivery of anticancer agent to malignant tumor: observation at nanometer level（資料提

供 新聞 Tohoku University News） 2007年2月27日

[日本国内] 「Ｘ線＋超音波」有効か、乳がん検診、12 万人調査（資料提供

新聞 讀売新聞） 2007年4月14日

[日本国内] 40 代の乳がん検診 エコー検査の有効性を検証 厚労省（資料提供 新聞 朝日

新聞） 2007年5月24日

[日本国内] がんナビ「超音波による乳がん検診の有効性を問う多施設ランダム化試験がスター

ト、検診希望者の7 割が参加（資料提供 新聞 日経ＢＰ） 2007年7月20日

[日本国内] 検証：乳がん検診 視触診廃止論に徹底抗戦 なぜ、日医は視触診にこだわったの

か（企画協力 雑誌 医薬経済） 2007年9月15日

[日本国内] 乳癌検診にエコー導入か 日本での有効性に期待、課題は検査の標準化（企画協力

雑誌 日経メディカル） 2007年10月10日

[日本国内] 仙台でシンポジウム開催 講演や闘病体験 500 人が聞き入る（出演_ 執筆 新聞

朝日新聞） 2007年10月22日

[日本国内] 医療（がん検診の課題）：超音波 乳がん見える？ 国、有効性の検証開始（出演

_ 執筆 新聞 朝日新聞） 2007年11月25日

[日本国内] 第２回ピンクリボンスマイルウォークが開催された（出演_ 執筆 雑誌 ともしび

（宮城県対がん協会）第126 号） 2008年1月1日

[日本国内] 超音波装置搭載乳がん検診車「ほほえみ1 号」完成（出演_ 執筆 雑誌 ともしび

（宮城県対がん協会）第126 号） 2008年1月1日

[日本国内] 病院の実力 乳がん 積極的に検診参加を（出演_ 執筆 新聞 讀売新聞）

2008年1月6日

[日本国内] がん検診50%目標困難（出演_ 執筆 新聞 朝日新聞） 2008年1月6日

[日本国内] 乳がんの予防と治療を考える：いばらき乳がん県民フォーラム（出演_ 執筆 新聞

茨城新聞） 2008年2月28日

[日本国内] 健康づくりQ&A：乳がんの早期発見の方法や予防法は？（出演_執筆 雑誌 健康

づくり） 2008年4月1日

[日本国内] ドクターズファイル：医師が選ぶ「あなたの町の名医」300 人図鑑

（企画協力 雑誌 プレジデント） 2008年4月14日

[日本国内] 仙台市で全国がん制圧大会（出演_ 執筆 雑誌 日本対がん協会報）

2008年8月1日

[日本国内] がん克服へ知恵絞ろう「超音波の有効性調査」（出演_ 執筆 新聞

河北新報） 2008年9月23日

[日本国内] 超音波検査の有効性 検証したい（出演_ 執筆 新聞 朝日新聞）

2008年9月29日

[日本国内] シンポジウム「受診率50 ％達成のために」討論（企画協力 雑誌

日本対がん協会報） 2008年10月1日

[日本国内] 乳がんと闘う21 歳女性、映画化 早期検診訴え（出演_ 執筆 新

聞 朝日新聞） 2008年10月3日

[日本国内] ピンクリボン運動 闘病映画上映会 監督らがトーク（出演_ 執筆 新聞 河北新

報） 2008年10月3日

[日本国内] 東北大の大内教授 超音波検診の有効性を検証 12 万人調査協力
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を訴え（出演_ 執筆 新聞 朝日新聞） 2008年10月23日

[ 日本国内] 乳がん対策訴え 仙台ピンクリボンスマイルウォーク（出演_ 執筆 新聞 河北

新報） 2008年10月26日

[日本国内] 「杜の都」2600 人歩く 「検診を」願い込め（出演_ 執筆 新聞

朝日新聞） 2008年10月26日

[日本国内] 乳がん検診 大切なあなたに（出演_ 執筆 新聞 朝日新聞）

2008年11月19日

[日本国内] 40 歳代の女性を対象に超音波検査を検証 10 万人の参加 厚労働

呼びかけ（出演_ 執筆 新聞 朝日新聞） 2008年11月19日

[日本国内] がん制圧50 年さらなる挑戦へ「受診率50 ％達成のために」（出演 執筆 新聞 日

本対がん協会報 第540 号） 2008年12月1日

[日本国内] がん検診 受診者減った（出演_ 執筆 新聞 讀売新聞） 2009年3月3日

[日本国内] 乳がん 乳房温存率65 ％（出演_ 執筆 新聞 讀売新聞） 2009年4月5日

[日本国内] 乳がん検診 比較試験を全国で実施（出演_ 執筆 新聞 中日新聞）

2009年7月31日

[日本国内] 10 月31 日に会いましょう 乳がん早期発見 ピンクリボンフェスティバル ス

マイルウォーク開催（出演_ 執筆 新聞 河北ウィークリー（１面）） 2009年9月24日

[日本国内] 教えてプロフェッサー！乳がん プチ 講義（出演_ 執筆 新聞

河北ウィークリー（３面）） 2009年9月24日

[日本国内] がんで困ったときに開く本（特別協力）（企画協力 雑誌 週刊朝日MOOK）

2009年10月15日

[日本国内] 鳥越俊太郎 医療の現場！ シリーズ がんと闘う 乳がん 検査編（出演_ 執筆

テレビ ＢＳ朝日） 2009年10月17日

[日本国内] 鳥越俊太郎 医療の現場！ シリーズ がんと闘う 乳がん 治療闘病編（出演_

執筆 テレビ ＢＳ朝日） 2009年10月24日

[日本国内] 乳がんを予防するための最良の方法は「マンモグラフィ検診を受けること」（出演

_ 執筆 その他 リビング仙台） 2009年10月24日

[日本国内] スーパーJ チャンネルみやぎ「乳がんについて」（出演_ 執筆 テレビ 東日本放

送） 2009年10月27日

[日本国内] ナノ医療語る公開国際シンポ 岡崎で４日から（出演_ 執筆 新聞 中日新聞）

2009年10月30日

[日本国内] ニュース：ピンクリボンスマイルウォーク仙台（出演_ 執筆 テレビ 東日本放送）

2009年10月31日

[日本国内] 乳がん対策 歩いて訴え ピンクリボン、仙台で大会（出演_ 執筆 新聞

河北新報） 2009年11月1日

[日本国内] がん検診受診率、一層の向上をめざして～がん制圧全国大会シンポジウム～（その

他 その他 日本対がん協会報 第553 号） 2009年12月1日

[日本国内] ピンクリボンフェスティバルin 仙台（出演_ 執筆 その他 ともしび（宮城県対

がん協会）第130 号） 2010年1月1日

[日本国内]東北大学がん転移の仕組みをナノメートルレベルで可視化することに成功

（その他 NIKKEI NET） 2010年1月12日

日本国内]がん細胞の流動化現象発見 転移を効率的に進行か（出演_執筆 神戸新聞

WEB） 2010年1月18日

[日本国内] がん転移のたんぱく質を撮影（出演_ 執筆 テレビ ＮＨＫニュース（全国

版）） 2010年1月19日

[日本国内] がん転移のたんぱく質を撮影_ 3（出演_ 執筆 テレビ ＮＨＫニュース（BS））
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2010年1月19日

[日本国内] がん転移のたんぱく質を撮影_ 2（出演_ 執筆 テレビ NHKニュース(宮城版)）

2010年1月19日

[日本国内] がん細胞転移 動画で撮影（出演_ 執筆 新聞 讀売新聞） 2010年1月19日

[日本国内] がん転移の様子 マウス使い観察 東北大など（出演_ 執筆 新聞 日本経済新聞）

2010年1月19日

[日本国内] がん転移「足」くっきり 東北大グループ解析装置開発, 成功（出演_ 執筆 新聞

河北新報） 2010年1月19日

[日本国内] がん細胞の流動化発見 東北大など研究チーム 転移進行を促す？

（出演_ 執筆 新聞 東奥日報） 2010年1月19日

[日本国内] がん細胞の流動化現象発見転移を効率的に進行か（出演_ 執筆 新聞

岩手日報） 2010年1月19日

[日本国内] がん細胞の流動化現象発見転移を効率的に進行か_ 2（出演_ 執筆

新聞 7 山形新聞） 2010年1月19日

[日本国内] がん細胞の流動化現象発見転移を効率的に進行か_ 3（出演_ 執筆

新聞 福島民報） 2010年1月19日

[日本国内] がんの流動化発見 東北大チーム 診断, 新薬開発に有効（出演_

執筆 新聞 上毛新聞） 2010年1月19日

[日本国内] がん細胞の流動化現象発見転移を効率的に進行か_ 4（出演_ 執筆

新聞 茨城新聞） 2010年1月19日

[日本国内] がん細胞の流動化現象発見（出演_ 執筆 新聞 山梨日日新聞）

2010年1月19日

[日本国内] がん細胞 転移時に流動化現象 東北大チーム マウスで発見

新薬開発一助に（出演_ 執筆 新聞 新潟日報） 2010年1月19日

[日本国内] がん細胞の流動化現象発見転移を効率的に進行か_ ５（出演_ 執筆 新聞 東京新

聞） 2010年1月19日

[日本国内] がん細胞の流動化現象発見転移を効率的に進行か_ 6（出演_ 執筆

新聞 神奈川新聞） 2010年1月19日

[日本国内] がん細胞の流動化現象発見転移を効率的に進行か_ 7（出演_ 執筆

新聞 福井新聞） 2010年1月19日

[日本国内] がん細胞の流動化現象発見転移を効率的に進行か_ 12（出演_ 執筆 新聞 京都新

聞） 2010年1月19日

[日本国内] がん細胞の流動化現象発見転移を効率的に進行か_ 8（出演_ 執筆

新聞 大阪日日新聞） 2010年1月19日

[日本国内] ん細胞の流動化現象発見転移を効率的に進行か_ 9（出演_ 執筆

新聞 西日本新聞） 2010年1月19日

[日本国内] がん細胞の流動化現象発見_ 2（出演_ 執筆 新聞 神戸新聞）

2010年1月19日

[日本国内] がん細胞の流動化発見 東北大研究チーム（出演_ 執筆 新聞

静岡新聞） 2010年1月19日

[日本国内] がん細胞の流動化現象発見転移を効率的に進行か_ 10（出演_ 執筆 新聞 山陰中

央新報） 2010年1月19日

[日本国内] がん細胞の流動化現象発見転移を効率的に進行か_ 11（出演_ 執筆 新聞 山陽新

聞） 2010年1月19日

[日本国内] がん細胞の流動化現象発見転移を効率的に進行か13（出演_ 執筆

新聞 中日新聞） 2010年1月19日
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[日本国内] がん細胞の流動化現象発見2（出演_ 執筆 新聞 四国新聞）

2010年1月19日

[日本国内] がん細胞表面の流動化現象発見, 東北大教授らチーム2（出演_ 執筆 新聞 愛媛

新聞） 2010年1月19日

[日本国内] 癌細胞の流動化確認 東北大チーム 転移勧める働きか（出演_ 執筆 新聞

高知新聞） 2010年1月19日

[日本国内] がん細胞 流動化現象を発見 東北大究チーム 転移, 効率的に進行か（出演_ 執

筆 新聞 徳島新聞） 2010年1月19日

[日本国内] がん細胞表面の流動化現象確認 東北大教授ら 悪性度診断に一役（出演_ 執筆

新聞 南日本新聞） 2010年1月19日

[日本国内] がん細胞の流動化現象発見3（出演_ 執筆 新聞 長崎新聞）

2010年1月19日

[日本国内] がん細胞の流動化現象発見転移を効率的に進行か14（出演_ 執筆

新聞 下野新聞） 2010年1月19日

[日本国内] がん細胞の流動化現象発見転移を効率的に進行か15（出演_ 執筆

新聞 熊本日日新聞） 2010年1月19日

[日本国内] 効率的に転移進行か がん細胞流動化現象 東北大研究チーム発

見（出演_ 執筆 新聞 佐賀新聞） 2010年1月19日

[日本国内] がん細胞の流動化現象発見転移を効率的に進行か16（出演_ 執筆

新聞 岐阜新聞Web） 2010年1月19日

[日本国内] がん細胞転移, 動画の撮影装置開発（読売新聞）（出演_ 執筆 新聞 YohooJapan

web ニュース） 2010年1月19日

[日本国内] がん細胞転移, 動画の撮影装置開発（読売新聞）2（出演_ 執筆

新聞 infoseek 楽天web ニュース） 2010年1月19日

[日本国内] がん細胞の流動化現象発見転移を効率的に進行か17（出演_ 執筆

新聞 Japan press network 47NEWS (web)） 2010年1月19日

[日本国内] がん細胞の流動化現象発見 転移を効率的に進行か（出演_ 執筆

新聞 47NEWS） 2010年1月19日

[日本国内] 東北大学, がん転移の仕組みをナノメートルレベルで可視化するこ

とに成功（出演_ 執筆 新聞 がんニュース） 2010年1月19日

[日本国内] がん転移の現象を発見（出演_ 執筆 新聞 がんの最新治療）

2010年1月19日

[日本国内] ラジオニュース（出演_ 執筆 その他 NHK 第１放送） 2010年1月19日

[日本国内] がん細胞の流動化発見（出演_ 執筆 新聞 北日本新聞） 2010年1月19日

[日本国内] がん転移時 細胞が流動 東北大教授ら発見（出演_ 執筆 新聞 中国新聞）

2010年1月22日

[日本国内] がん転移時 細胞が流動 東北大教授ら発見２（出演_ 執筆 新聞 中国新聞）

2010年1月22日

[日本国内] Cancer metastasis mechanism at nanometer level（出演_ 執筆 新聞NanoWiki）

2010年2月5日

[日本国内] 乳がんマンモ検診の限界 米政府と学会が出した勧告の波紋（出演_ 執筆 雑誌

朝日新聞週刊 アエラ） 2010年2月8日

[日本国内] “がんの謎”解明へ前進（出演_ 執筆 新聞 伊豆新聞） 2010年2月13日

[日本国内] 乳がん検診 日本どうする 米の勧告「40 歳代女性にマンモ推奨しない」

（出演_ 執筆 雑誌 朝日新聞） 2010年2月18日

[日本国内] 今日の人物：“旬”な人物を紹介！（出演_ 執筆 雑誌 ジャパン
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ナレッジ） 2010年3月16日

[日本国内] 東北大学の新世紀 ナノスケールでがんに迫る！_ 1（出演_ 執筆 テレビ

東日本放送） 2010年6月7日

[日本国内] 東北大学の新世紀 ナノスケールでがんに迫る！2（出演_ 執筆 テレビ CNN ）

2010年6月11日

[日本国内] 東北大学の新世紀 ナノスケールでがんに迫る！3（出演_ 執筆 テレビ BS 朝

日） 2010年6月

[日本国内] 東北大学の新世紀 ナノスケールでがんに迫る！4（出演_ 執筆 テレビ CNN ）

2010年6月

[日本国内] 乳がんチャンネル「この人のために」（出演_ 執筆 テレビ がんの魅せ技（ネッ

ト手術動画配信）） 2010年6月25日

[日本国内] がん医療の現場vol.3 乳がんの再発リスクと闘う。（出演_ 執筆 テレビ フジテ

レビニュースJAPAN） 2010年7月7日

[日本国内] 体重増で乳がんリスク増加 閉経後なりやすく 東北大調査（出演_ 執筆 新聞

日経） 2010年9月24日

[日本国内] 「県立３病院黒字化を」来春独法化 県が中期目標案策定（出演_執筆

新聞 河北新報） 2010年9月29日

[日本国内] 乳がんラジオ波手術に要注意（一面見出し）（出演_ 執筆 新聞

朝日新聞） 2010年10月3日

[日本国内] 乳房を切らないラジオ波治療 学会「がん残る恐れ」（出演_ 執筆

新聞 朝日新聞） 2010年10月3日

[日本国内] ピンクリボンウォーク、仙台で大会（出演_ 執筆 新聞 河北新報）

2010年10月31日

[日本国内] 乳がんの早期発見 ピンクリボンフェスティバルin 仙台（出演_執筆

新聞 朝日新聞） 2010年11月1日

[日本国内] あさイチ「乳がん検診 最新情報」（出演_ 執筆 テレビ NHK）

2010年11月22日

[日本国内] 「米国ほどの不利益なし」日本の乳がん検診（出演_ 執筆 その他

日本対がん協会報 第565 号） 2010年12月1日

[日本国内] あさイチ「ちゃんと知りたい 乳がん検診」（出演_ 執筆 テレビNHK）

2010年12月20日

[日本国内] 乳がんかもといわれたら：スペシャルインタビュー「乳がん診療実態から読み解け

ること」（出演_ 執筆 雑誌 日経ＢＰムック） 2011年5月16日

[日本国内] 乳がんのこと、心のケアのこと、もっと知りたいあなたへ（その他 新聞 河北新

報） 2011年7月

[日本国内] 検診、手術、心のケア 乳がん専門家が講演（その他 雑誌 河北ウィークリーせ

んだい） 2011年8月

[日本国内] 乳がんのこと、心のケアのこと、もっと知りたいあなたへ（出演_執筆 新聞 河

北新報） 2011年8月

[日本国内] 東北大学、血管内皮増殖因子受容体のわずかな発現量の差が持続的な血管新生を誘

導するメカニズムを（出演_ 執筆 新聞 日経プレスリリース

日経経済新聞 電子版） 2011年9月29日

[日本国内] 東北大、動脈硬化性疾患の治療に向けた血管新生の誘導メカニズムを発見2（出演_

執筆 新聞 Goo ニュースweb） 2011年9月30日

[日本国内] 東北大、動脈硬化性疾患の治療に向けた血管新生の誘導メカニズムを発見3（出演_

執筆 新聞 Yahoo ニュース） 2011年9月30日
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[日本国内] 東北大、動脈硬化性疾患の治療に向けた血管新生の誘導メカニズムを発見4（出演_

執筆 新聞 Goo ビジネスＥＸ web） 2011年9月30日

[日本国内] 東北大、動脈硬化性疾患の治療に向けた血管新生の誘導メカニズムを発見5（出演_

執筆 新聞 マイコミジャーナル エンタープライズweb） 2011年9月30日

[日本国内] 東北大、動脈硬化性疾患の治療に向けた血管新生の誘導メカニズムを発見6（出演_

執筆 新聞 コブスニュース マイコミジャーナルコブスオンライン）

2011年9月30日

[日本国内] 東北大、動脈硬化性疾患の治療に向けた血管新生の誘導メカニズムを発見7（出演_

執筆 新聞 メディアジャムweb） 2011年9月30日

[日本国内]ピンクリボン：乳がん検診大切さ訴え（出演_ 執筆 新聞 河北新報）

2011年10月2日

[日本国内]ピンクリボン：乳がん月間 仙台の街彩る（出演_ 執筆 新聞 朝日新聞）

2010年10月2日

[日本国内]血管の新生1分子まで観察（出演_ 執筆 新聞 日経産業） 2010年10月10日

[日本国内]東北大、血管新生の仕組み解明－たんぱく質量、場所ごとに変更

2010年10月18日

[日本国内] スーパーJ チャンネルみやぎ「乳がん早期発見の大切さ」（出演_執筆

テレビ 東日本放送） 2011年10月26日

[日本国内] 第19 回日本乳癌学会 死亡率低下に向け多様な取組み（出演_ 執筆

雑誌 Medical Tribune, 44(43)） 2011年10月27日

[日本国内] ピンクリボンスマイルウオーク 乳がん早期発見 1600 人歩いて訴え

（出演_ 執筆 新聞 朝日新聞） 2011年10月30日

[日本国内] ピンクリボフェス「乳がん早期発見を」 仙台でウオーク（出演_執筆

新聞 河北新報） 2011年10月30日

[日本国内]第19回日本乳癌学会 2009年度班研究課題最終報告、2010年度班研究課題中間報告

（その他 Medical Tribune,44(44)） 2011年11月3日

[日本国内]セミナー「乳がん 共にたたかい共に活きる」開催（出演_執筆 仙台リビン

グ） 2011年11月5日

[日本国内]正しい情報で予防・治療 乳がんを知るセミナー 12月3日仙台 東北大教授らが講

演（出演_執筆 新聞 河北新報） 2011年11月22日

[日本国内]第21回日本乳癌検診学会学術総会（その他 Rad Fan ONLINE）

2011年11月22日

[日本国内]血管新生を誘導するメカニズム発見（その他_雑誌 まなびの杜No.58）

2011年12月26日

[日本国内]次期部局長選出 東北大（出演_執筆 河北新報） 2012年2月21日

[日本国内]後期研修医、いまだ大学に戻らず（その他 m3.com） 2012年4月19日

[日本国内]被災3県医大が医学部新設けん制する要望書（その他 CBnews）

2012年4月20日

[日本国内]がん検診の有効性検証へ、まずは子宮頸がん－厚労省検討会が初会合

（その他 Yahoo!News Headlines） 2012年5月28日

[日本国内]がん検診の有効性検証へ、まずは子宮頸がん－厚労省検討会が初会合

（その他 Career Brain News） 2012年5月28日

[日本国内]5/28に開催された厚労省「がん検診のあり方に関する検討会」に関して

（その他 m3News） 2012年5月28日

[日本国内]生命科学の先端研究拠点 東北ART 大内憲明研究科長から 次世代医療発展の基

礎気鋭の若者つどう場に（出演_執筆 科学新聞） 2012年6月22日



24

[日本国内]【この人に聞く】科学的根拠に基づくがん検診の実施が重要 大内憲明氏（がん検

診のあり方に関する検討会 座長）（その他_雑誌 週間社会保障6/25号） 2012年6月25日

[日本国内]日本対がん協会から（出演_執筆 新聞 朝日新聞） 2012年7月17日

[日本国内]朝日がん大賞 静岡県立静岡がんセンターに がんよろず相談10年の活動を評価

（その他 対がん協会報 第588号） 2012年9月1日

[日本国内]子宮頸がん検診にHPV検査導入案 厚生労働省がん検診検討会で議論

（その他 対がん協会報 第588号） 2012年9月1日

[日本国内]マンモグラフィ併用 早期発見期待 死亡率低下へ 国が有効性確認研究

（出演_執筆 新聞 読売新聞） 2012年10月2日

[日本国内]徳島ピンクリボン2012集会開催記念「がんとうまく付き合う方法」

（出演_執筆 新聞 徳島新聞） 2012年10月8日

[日本国内]乳がんの再発リスクを高精度診断（出演_執筆 新聞 化学工業日報）

2015年9月28日

[日本国内]マンモ+エコーで乳がん発見率1.5倍（出演_執筆 新聞 朝日新聞）

2015年11月5日

[日本国内]マンモグラフィと超音波検査併用で 乳がん発見率1.5倍に拡大 （出演_執筆

新聞 夕刊信濃毎日新聞） 2015年11月5日

[ 日本国内]乳がん発見率 マンモグラフィ併用 超音波検査で 1.5倍（出演_執筆 新聞

夕刊東京新聞） 2015年 11月 5日

[日本国内]マンモグラフィと超音波検査で乳がん発見率向上（NKH NEWS WEB）

2015年11月5日

[日本国内]マンモ+超音波 乳がん発見1.5倍（夕刊大分合同新聞） 2015年11月5日

[日本国内]マンモ+超音波検査 乳がん発見率1.5倍に（夕刊中日新聞） 2015年11月5日

[日本国内]乳がん超音波検査併用で発見増 7万人調査 マンモ単独の1.5倍 2015年11月6日

[日本国内]マンモ+エコー40代発見率1.5倍（産経新聞） 2015年11月6日

[日本国内]乳がん検査に超音波 マンモと併用で発見率1.5倍（毎日新聞） 2015年11月6日

[日本国内]マンモグラフィ+超音波検査 乳がん発見1.5倍に（琉球新聞） 2015年11月6日

[日本国内]マンモグラフィと超音波検査併用40代乳がん発見率1.5倍（宮崎日新聞）

2015年11月6日

[日本国内]40代マンモに超音波併用 乳がん発見率1.5倍（佐賀新聞） 2015年11月6日

[日本国内]超音波で発見率1.5番 乳がん検診、マンモに併用（山口新聞）

2015年11月6日

[日本国内]マンモグラフィと超音波検査併用 40代乳がん発見率1.5倍に（四国新聞）

2015年11月6日

[日本国内]マンモに超音波併用 乳がん発見率1.5倍（室蘭新聞） 2015年11月6日

[日本国内]乳がん発見率超音波で向上 マンモグラィ併用で1.5倍（神戸新聞）

2015年11月6日

[日本国内]乳がん発見率超音波で1.5倍 マンモと併用、死亡率低下を追跡へ（長崎新聞）

2015年11月6日

[日本国内]マンモに超音波併用 乳がん発見率1.5倍（南日本新聞） 2015年11月6日

[日本国内]エコー併用で乳がん発見率が上昇（じほう） 2015年11月11日

[日本国内]マンモ+超音波の有用性を証明 国の乳がん検診の在り方にも影響

（Medical Tribune） 2015年11月12日

[日本国内]日本人の乳癌検診、マンモ＋超音波で感度上昇(日経メディカル)

2015年11月24日

[日本国内]「マンモグラフィ検査+超音波検査」でがん発見率は1.5倍に（対がん協会報）
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2015年12月1日

[日本国内]マンモグラフィ推奨年齢 日本40歳以上2年に1回 超音波併用も

（夕刊読売新聞） 2015年12月17日

[日本国内]乳がん治療・支援の最前線 効果的な超音波併用（東京新聞）

2016年1月11日

[日本国内]マンモグラフィ検診の課題、克服なるか 40代の検査精度高める研究

（山口新聞） 2016年1月18日

[日本国内]マンモグラフィ検診40代精度向上なるか（デーリー東北） 2016年1月18日

[日本国内]乳がんマンモ検診 40代の検査精度向上に光 超音波併用で発見率向上

（秋田さきがけ） 2016年1月21日

[日本国内]精度落ちる40代の検査 課題の克服なるか？（奈良新聞） 2016年1月21日

[日本国内]マンモの課題克服なるか 40代の精度高める研究（伊勢新聞） 2016年1月21日

[日本国内]乳がん発見へ有望研究 超音波併用で精度向上（高知新聞） 2016年1月22日

[日本国内]乳がん検診マンモグラフィ 40代の精度向上へ光 超音波併用発見率1.5倍（新潟新

聞） 2016年1月25日

[日本国内]マンモの課題克服へ 40代の精度高める研究（神奈川新聞） 2016年1月25日

[日本国内]40代の検査精度が課題 克服狙い超音波併用(上毛新聞) 2016年1月25日

[日本国内]マンモの課題克服なるか 40代の検査精度改善へ（東奥新聞） 2016年1月25日

[日本国内]40代の乳がん検診 超音波併用併用で精度向上（長崎新聞） 2016年1月25日

[日本国内]マンモグラフィ40代検査 精度向上へ研究着々（宮崎日日新聞） 2016年1月26日

[日本国内]マンモの課題克服なるか 40代の精度高める研究（佐賀新聞） 2016年1月26日

[日本国内]マンモの課題、克服なるか 40代の精度高める研究 乳がん検診超音波検査を追加

（山陰中央新報） 2016年1月28日

[日本国内]乳がんマンモグラフィ検診 超音波併用で精度向上へ（茨城新聞） 2016年1月28日

[日本国内]超音波で克服なるか マンモ検診、精度に課題（四国新聞） 2016年1月29日

[日本国内]マンモの課題克服なるか 乳がん検診40代で精度やや低下（山陽新聞）

2016年1月31日

[日本国内]マンモ検診精度向上へ（愛媛新聞） 2016年2月2日

[日本国内]40代の精度克服なるか（北海道新聞） 2016年2月4日

[日本国内]マンモグラフィ課題克服を（熊本日日新聞） 2016年2月5日

[日本国内]乳がん超音波で早期発見（沖縄タイムズ） 2016年2月8日

[日本国内]課題克服へ大規模研究（室蘭民報） 2016年2月10日

[日本国内]マンモの課題克服なるか 40代の精度高める研究（中部経済新聞）

2016年2月12日

[日本国内]マンモグラフィ推奨年連 日本40歳以上2年に1回（夕刊読売新聞）

2016年2月17日

[日本国内]課題克服なるか 40代精度上げる超音波の併用も（埼玉新聞）

2016年2月17日

[日本国内]「J-START」試験が与えるインパクトとは（日経メディカル）

2016年3月15日

[日本国内]マンモの課題克服手応え 40代の乳がん検診精度向上狙い 超音波追加し検証（西

日本新聞） 2016年3月19日

[日本国内]乳がん判別困難伝えず マンモグラフィ 自治体の７割（読売新聞）

2016年6月12日

[日本国内]乳がん検診 マンモ、高濃度乳腺が弱点（河北新報（共同））

2016年7月6日
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[日本国内]乳房タイプ知らせる施設も 学会、対応を検討へ（神奈川新聞） 2016年7月10日

[日本国内]乳房タイプ マンモ向かない人に通知（琉球新報） 2016年7月12日

[日本国内]「乳腺濃度は重要情報」乳がん検診でタイプ理解 高濃度マンモ精度に影響

（愛媛新聞） 2016年7月12日

[日本国内]あなたの乳房タイプは？ 乳腺濃度の対応検討へ（埼玉新聞） 2016年7月13日

[日本国内]乳房タイプ知らせる施設も 学会、対応を検討へ（山陰中央新報） 2016年7月14日

[日本国内]あなたの乳房タイプは？マンモ受診者へ告知も 検査の弱点を考慮

（東奥日報） 2016年7月25日

[日本国内]乳がん見つけにくい乳房タイプも 通知する医療機関も/学会、対応検討へ

（京都新聞） 2016年7月26日

[日本国内]乳房タイプ知らせる施設も マンモ検査の弱点考慮 学会、対応を検討へ

（佐賀新聞） 2016年7月26日

[日本国内]乳がん 見落とし防ぐ 超音波検査整備を議論 高濃度乳腺（読売新聞）

2016年10月18日

[日本国内]「がんへの挑戦」、東北大腫瘍外科教授の大内氏、最終講義（m3.com）

2017年2月12日

[日本国内]自治体が通知 超音波併用も マンモグラフィに向かない高濃度乳房

2017年2月19日

学外の社会活動（～2017 年2 月）

[日本国内] 河北新報_ 艮稜財団共催 健康の医学教室講演（講演会_ セミナー）

2007年7月－2007年7月

[日本国内] 朝日新聞社等共催 ピンクリボン（その他） 2007年10月－2007年10月

[日本国内] いばらぎ乳がん県民フォーラム（講演会_ セミナー） 2008年1月－2008年1月

外部機関における活動（～2017 年2 月）

米国国立がん研究所_ 国際乳がん検診ネットワーク理事（日本代表）

1997年04月－現在

国立大学病院広報問題検討小委員会作業部会委員 2001年04月－2003年03月

UICC 国内委員会委員 2003年04月－現在

業績リスト

Ⅰ. 著書・編書

英文（～2017年2月）
1. Kasai M, Ohi R and Ohuchi N. Reversibility and aggravation of portal hypertension in biliary atresia

patients. In: M Kasai (ed), Biliary Atresia and Its Related Disorders. Excepta Medica, Amsterdam, pp.
291-296, 1983.

2. Schlom J, ThorA, Ohuchi N, Horan Hand P, Wunderlich D, Muraro R, Colcher D, Page DL, Szpak
CAand Johnston WW. Translation of tumor-associated and protooncogene products in mammary
carcinoma cell populations. In: J Gest (ed), Breast Diseases, IV International Congress on Serology,
Paris, Imprimerie Louis-Jean, 1986, pp. 181-185.

3. ThorA, Ohuchi N, Szpa CA, Johnston WW and Schlom J. Monoclonal antibodies and
immunopathology: application to human carcinomas. In: BC Gosh, L Gosh (eds), Tumor Markers
and Tumor-associatedAntigens. McGraw Hill Pub 1987, pp. 238-268.
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4. ThorA, Ohuchi N, Horan Hand P, Weeks MO, Johnston,WW, Szpak CAand Schlom J.
Tumor-associated antigens and oncogene products defined by monoclonal antibodies. In: DJ Ruiter,
GJ Flueren, SO Warnar, (eds),Applications of MonoclonalAntibodies in Tumor Pathology, Martinus
Nijhoff Pub 1987, pp. 283-296.

5. Colcher D, Simpson JF, Ohuchi N, Carrasquillo JA, Reynolds JC, Larson SM and Schlom J.
Potential use of monoclonal antibody B72.3 for the diagnosis and management of gastrointestinal
malignancies. In: K Sugahara (ed), New Trends of Gastroenterology 1987. The Second International
Symposium of the Japanese Society of Gastroenterology, 1987. pp. 153-165.

6. Horan Hand P, Weeks MO, Colcher D, ThorA, Ohuchi N, Muraro R, Wunderlich D, Vilasi V and
Schlom J. Colon carcinoma populations as defined by monoclonal antibodies. In: MP Moyer, GH
Poste (eds), Colon Cancer Cells,Academic Press Inc, New York, 1989, pp. 397-428.

7. ThorA, Simpson JF, Ohuchi N, Horan Hand P, Szpak CA, Johnston WW and Schlom J.
Monoclonal antibodies and human carcinomas: diagnostic and experimental applications. In: R
Delellis (ed),Advances in Immunohistochemistry.

8. Ohuchi N,Akimoto M, Mori S, Kufe D and Schlom J. Complementation of monoclonal antibodies
DF3 and B72.3 in the reactivity to breast carcinoma. In: R Ceriani (ed), Breast Cancer
Immunodiagnosis and Therapy. Plenum Press, New York, 1989, pp. 171-181.

9. Ohuchi N, Merino M, Carter D, Simpson JF, Kennedy S, Kufe D and Schlom J. Differential
expression of DF3 antigen between papillary carcinoma and benign papillary lesions of the breast.
In: R Ceriani (ed), Breast Cancer Immunodiagnosis and Therapy. Plenum Press, New York, 1989, pp.
183-192.

10. Masuda M, Nishihira T, Hirayama K, Ohuchi N, Takano R, Sato Y, Itoh K, Mizugaki M, Ishida N
and Mori S.An immunohistochemical analysis for cancer of the esophagus using monoclonal
antibodies specific for modified nucleosides. In: MK Ferguson,AG Little and DB Skinner (ed),
Diseases of the Esophagus, Futura Publishing Company Inc, New York, 1990, pp. 11-16.

11. Schlom J, Colcher D, Millenic DE, Horan Hand P, Greiner JW, Kuroki M, ThorA, MolinoloAand
Ohuchi N. TAG-72 as a tumor marker. In: S Sell (ed), Serological Cancer Markers, The Human
Press, Totowa, NJ. 387-416. 1992

12. Ohuchi N, Ishida T, Ohnuki, Takeda M.Advances in diagnosis of breast cancer: mammography for
screening and mri for breast-conserving surgery. R. Ros, T Kakizoe (eds, ) “Innovative achievements
in cancer imaging”. The 33rd International Symposium of the Princess Takamatsu Cancer Research
Fund. pp. 30-34, 2003.

13. Ichihara S, Endo T, Niwa T, Morita T, Ohuchi N. Ductal caicinoma in situ of the breast: Ductal
carcinoma in situ of the breast: The pathological reason for the diversity of its clinical imaging. E.
Ueno, T. Shiina, M. Kubota, K. Sawai (eds.) Research and Develpoment in Breast Ultrasound,
Springer-Verlag, Tokyo, pp. 104-113, 2005.

14. Suzuki T, Ohuchi N, Sasano H, et al. Intratumoral production of sex steroids in human breast and
prostate cancer. Endocrine-Related Cancer (In press)

15. Ohuchi N, Guidelines revision for breast cancer screening in Japan and cancer registry. JACR
Monograph No. 10, pp. 9-15, 2005

16. Ohuchi N (ed.), Japanese guidelines for quality assurance in mammography screening. Researches
on Quality and Efficacy Improvement of Breast Cancer Screening, Grant-in-aid for Cancer Research
supported by the Ministry of Health, Labour and Welfare, Japan, March 2005

17. Sakurai Y, Takeda M, Kobayashi Y, Ohuchi N. Generation of nanosized silver-iodide beads for
medical application. In: M Esashi, K Ishi, N Ohuchi, N Osumi, M Sato, T Yamaguchi, (eds), Future
Medical Engineering Based on Bionanotechnology. Proceedings of the Final Symposium of the
Tohoku University 21st Century Center of Excellence Programme. Imperial College Press, pp.
505-508, 2006.

18. Cong Liman, Kobayashi Y, Takeda M, Ohuchi N. Development of silica coated silver iodide
nano-particles in different sizes for novel x-ray contrast media. In: M Esashi, K Ishi, N Ohuchi, N
Osumi, M Sato, T Yamaguchi, (eds), Future Medical Engineering Based on Bionanotechnology.
Proceedings of the Final Symposium of the Tohoku University 21st Century Center of Excellence
Programme. Imperial College Press, pp. 311-315, 2006.
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19. Ito M, Moriya T, Kasajima A, Ishida T, Ohuchi N. Lymphatic vessel invasion in primary breast
cancer using lymphatic endothelium marker, d2-40 and podoplanin. In: M Esashi, K Ishi, N Ohuchi,
N Osumi, M Sato, T Yamaguchi, (eds), Future Medical Engineering Based on Bionanotechnology.
Proceedings of the Final Symposium of the Tohoku University 21st Century Center of Excellence
Programme. Imperial College Press, pp. 341-348, 2006.

20. Kawai M, Higuchi H, Watanabe TM, Tada H, Ohuchi N. In vivo visualization of metastasis of
human breast cancer cells labeled with Quantum dots in mice. In: M Esashi, K Ishi, N Ohuchi, N
Osumi, M Sato, T Yamaguchi, (eds), Future Medical Engineering Based on Bionanotechnology.
Proceedings of the Final Symposium of the Tohoku University 21st Century Center of Excellence
Programme. Imperial College Press, pp. 369-376, 2006.

21. Li S, Higuchi H, Ohuchi N. Effects of Trastuzumab and paclitaxel in HER2-overexpressing breast
cancer. In: M Esashi, K Ishi, N Ohuchi, N Osumi, M Sato, T Yamaguchi, (eds), Future Medical
Engineering Based on Bionanotechnology. Proceedings of the Final Symposium of the Tohoku
University 21st Century Center of Excellence Programme. Imperial College Press, pp. 395-400,
2006.

22. Nakajima M, Takeda M, Kobayashi M, Ohuchi N. Nano-sized fluorescent particles as new tracers
for sentinel node detection: an experimental model for decision of appropriate size and wavelength.
In: M Esashi, K Ishi, N Ohuchi, N Osumi, M Sato, T Yamaguchi, (eds), Future Medical Engineering
Based on Bionanotechnology. Proceedings of the Final Symposium of the Tohoku University 21st
Century Center of Excellence Programme. Imperial College Press, pp. 465-472, 2006.

23. Oguma M, Moriya T, Fukushige S, Ishida T, Horii A, Ohuchi N. Fluorescence in situ hybridization
analysis of breast cancer: positive association between loss of 17p13 and her2 overexpression. In: M
Esashi, K Ishi, N Ohuchi, N Osumi, M Sato, T Yamaguchi, (eds), Future Medical Engineering Based
on Bionanotechnology. Proceedings of the Final Symposium of the Tohoku University 21st Century
Center of Excellence Programme. Imperial College Press, pp. 489-494, 2006.

24. Tada H, Higuchi H, Watanabe T, Ohuchi N. In vivo breast cancer cell imaging using quantum dot
conjugated with anti-her2 antibody. In: M Esashi, K Ishi, N Ohuchi, N Osumi, M Sato, T Yamaguchi,
(eds), Future Medical Engineering Based on Bionanotechnology. Proceedings of the Final
Symposium of the Tohoku University 21st Century Center of Excellence Programme. Imperial
College Press, pp. 515-520, 2006.

25. Usami S, Moriya T, Ishida T, Ohuchi N. Pathological problems regarding core needle biopsy for
non-palpable tumors of the breast. In: M Esashi, K Ishi, N Ohuchi, N Osumi, M Sato, T Yamaguchi,
(eds), Future Medical Engineering Based on Bionanotechnology. Proceedings of the Final
Symposium of the Tohoku University 21st Century Center of Excellence Programme. Imperial
College Press, pp. 541-549, 2006.

26. Ohuchi N, Nakajima M, Tada H, Ishida T, Takeda M, Higuchi H. Nano-sensing capsules for
medical application: nano-particles for sentinel navigation and quantum dots conjugation with
anti-her2 antibody for molecular imaging of cancer. In: M Esashi, K Ishi, N Ohuchi, N Osumi, M
Sato, T Yamaguchi, (eds), Future Medical Engineering Based on Bionanotechnology. Proceedings of
the Final Symposium of the Tohoku University 21st Century Center of Excellence Programme.
Imperial College Press, pp. 245-259, 2006.
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28. Ishida T, Takeda M, Suzuki A, Amari M, Moriya T, Ohuchi N. Significance of irradiation in
breast-conserving treatment: comparison of local recurrence rates in irradiated and nonirradiated
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29. Ohuchi N, Kawai M, SakuraiY, Higuchi H, Kobayashi Y, Gonda K, Takeda M, Development of
bio-imaging with Functional nano-objects. In: Yamaguchi T (editor), Nano-Biomedical Engineering
2009, Proceedings of the Tohoku University Global Centre of Excellence Programme, Imperial
College Press, pp. 361-372, 2009. (total 465 pages)

30. Cong L, Takeda M, Watanabe M, Kobayashi Y, Kobayashi M, Ohuchi N, Sentinel lymph node
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Nano-Biomedical Engineering 2009, Proceedings of the Tohoku University Global Centre of
Excellence Programme, Imperial College Press, pp. 421-426, 2009. (total 465 pages)

31. Hamanaka Y, Kawai M,Gonda K, Takeda M, Ohuchi N,In vivo real-time tracking of single particle
in tumors of mice. In: Yamaguchi T (editor), Nano-Biomedical Engineering 2009, Proceedings of the
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32. Ohuchi N, Gonda K, Tada H, Amari M, Takeda M. Nanomedicine in cancer: development of
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著書・編書

和文（～2017年2月）

1. 久道茂、有末太郎、大内憲明、金子昌弘、伊藤良彌、渡辺泱、小菅浩文、最上博。諸臓器がん

の集団検診の間に存する共通の問題点に関する研究、厚生省がん研究助成金による研究報

告。平成４年度、国立がんセンター, 1992, pp. 418-423

2. 久道茂、有末太郎、大内憲明、伊藤良彌、黒石哲生、渡辺泱、最上博。諸臓器がんの集団検

診の間に存する共通の問題点に関する研究、厚生省がん研究助成金による研究報告。平成５

年度、国立がんセンター, 1993, pp. 224-229
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3. 鈴木昭彦、大内憲明、金村政輝、里見進。乳癌患者血清における腫瘍関連抗原TPA の発現と

その有用性に関する検討。遠藤啓吾（TRA-M 研究会）編、TPAの臨床応用 (ISBN

4-915525-23-6 C3047)、自然科学社、東京、pp. 20-22,1996.

4. 大内憲明、遠藤登喜子、辻一郎、松本徹、森本忠興、福田護。マンモグラフィ導入による乳が

ん検診の精度管理の確立に関する研究（7-8）厚生省がん研究助成金による研究報告。平成７

年度、国立がんセンター, 1996, pp. 282-287.

5. 大内憲明、遠藤登喜子、辻一郎、松本徹、森本忠興、福田護。マンモグラフィ導入による乳が

ん検診の精度管理の確立に関する研究（7-8）厚生省がん研究助成金による研究報告。平成８

年度、国立がんセンター, 1997, PP. 101-106.

6. 大内憲明。乳管小葉区域切除術、「乳癌の手術（改訂第２版）」（霞富士雄、植野映編）。南江堂、

東京、1998、pp. 186-193.

7. 大内憲明、dochectomy、「乳腺外科の要点と盲点」（霞富士雄編）。文光堂、pp. 262-264, 1998

8. 大内憲明。人間ドックで行う乳房の検査、（久道茂 編）「人間ドックの新知識」。日本評論社、

123-127、1998

9. 大内憲明、遠藤登喜子、辻一郎、東田善治、福田護、森本忠興。マンモグラフィ導入による乳

がん検診の精度管理の確立に関する研究（9-6）厚生省がん研究助成金による研究報告。平成

９年度、国立がんセンター, pp. 279-283, 1998.

10. 富永祐民、阿部力哉、木戸長一郎、小池昭彦、寺田央、永井宏、山田達哉、大内憲明、黒石哲

生。画像診断による乳がん検診モデル事業実施結果報告書。厚生省「画像診断による乳がん

検診モデル事業実施検討委員会」発行、平成 10（1998）年８月

11. 大内憲明、森本忠興、大貫幸二、飯沼武、黒石哲生、安斎千恵、永井宏。乳がん検診の有効

性評価に関する研究。がん検診の有効性評価に関する研究班報告書（総括委員長、久道茂）。
pp.173-216,

日本公衆衛生協会、東京、1998.

12. 大内憲明、佐藤信二、辻一郎、久道茂、樋渡信夫、深尾彰、藤村重文。成人病検診管理指導

協議会のあり方に関する調査研究。（久道茂編）「平成９年度厚生省老人保健健康増進等事業

報告書」、日本公衆衛生協会、1998.

13. 大内憲明、遠藤登喜子、東田善治、堀田勝平、舘野之男、飯沼武、黒石哲生、辻一郎、今村恵

子、福田護、森本忠興。マンモグラフィを導入した乳がん検診の実施体制についての調査研

究。（大内憲明編）「平成９年度厚生省老人保健福祉に関する調査研究事業報告書」、日本公

衆衛生協会、1998.

14. 大貫幸二、大内憲明。乳がん検診の有効性（久道茂編）「がん検診」。日本評論社、1999.
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PreventiveMedicine, April 8-10, 1986, Florence, Italy.). [International Symposium on Monoclonals

and DNA Probesin Diagnostic and Preventive Medicine, April 8-10, 1986, Florence, Italy.,

(1986), ?]Thor A Ohuchi N Szpak CA Johnston WW Schlom J.
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3rdInternational Workshop on Monoclonal Antibodies and Breast Cancer. Nov. 17-19, 1988, San

Francisco,CA, USA.). [The 3rd International Workshop on Monoclonal Antibodies and Breast Cancer.
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2005年 9月 14-16日

第 43回日本癌治療学会、名古屋

① 石田孝宣、大内憲明、他。マンモグラフィ検診は乳癌の治療をかえることができるか？第

43回日本癌治療学会、名古屋、2005年 10月 25-27日（ワークショップ）

② 大内憲明、最新画像診断により乳癌治療はどうなる、第 43回日本癌治療学会、名古屋、2005

年 10月 25-27日（ワークショップ座長）

第 15回日本乳癌検診学会、京都

① 大内憲明、精度及び効率からみた乳がん検診。第 15回日本乳癌検診学会、京都、2005年

11月 4-5日、特別講演

② 中島護雄、石田孝宣、武田元博、鈴木昭彦、甘利正和、宇佐美伸、桜井遊、河合賢朗、大

内憲明。65歳以上マンモグラフィ併用検診においてマンモグラフィ撮影使用基準前後での

比較。第 15回日本乳癌検診学会、京都、2005年 11月 4-5 日（パネルディスカッション）

③ 森本忠興、福田護、大内憲明、他。マンモグラフィ精度管理中央委員会の現状。第 15回日

本乳癌検診学会、京都、2005年 11月 4-5 日、（特別企画）

④ 大内憲明、日本女性の乳癌死を減少させることは可能か。第 15回日本乳癌検診学会、京都、

2005年 11月 4-5日、（シンポジウム 司会）

⑤ 鈴木昭彦、石田孝宣、武田元博、甘利正和、渋谷大助、大内憲明。デジタルマンモグラフ

ィによる検診ー要精検率の変化。第 15回日本乳癌検診学会、京都、2005年 11月 4-5 日（ワ

ークショップ）

⑥ 福田護、沢井清司、大内憲明、他。自治体アンケートによる乳癌検診の現状—2002年、2004

年、2005年の比較。第 15回日本乳癌検診学会、京都、2005年 11月 4-5日、（パネルディ

スカッション）

⑦ 大渡久美子、鈴木昭彦、大内憲明、他。実践トレーニングされた検査技師による 30歳代の

超音波乳癌検診。第 15回日本乳癌検診学会、京都、2005年 11月 4-5日、（パネルディスカ

ッション）

⑧ 小田原紀子、鈴木昭彦、大内憲明、他。精密検査後の集団検診受診率に関する検討。第 15

回日本乳癌検診学会、京都、2005年 11月 4-5日

第 106回日本外科学会総会、東京

① 中島護雄、大内憲明、他。蛍光ビーズを用いたセンチネルリンパ節生検法の検討。第 106

回日本外科学会総会、2006年 3月 29-31日、東京

② 甘利正和、大内憲明、他。当科における同時性、異字性両側乳癌の検討。第 106回日本外

科学会総会、2006年 3月 29-31日、東京

③ 宇佐美伸、大内憲明、他。乳腺針生検における予後因子検索の精度。第 106回日本外科学

会総会、2006年 3月 29-31日、東京

④ 石田孝宣、大内憲明、他。乳癌の温存乳房内再発：予後のマーカーとなるか？第 106回日

本外科学会総会、2006年 3月 29-31日、東京

⑤ 武田元博、大内憲明、他。ガドリニウムナノ粒子を用いた新規MRI造影剤の基礎的検討。

第 106回日本外科学会総会、2006年 3月 29-31日、東京

⑥ 鈴木昭彦、大内憲明、他。診療科別の乳がん検診の現状。第 106回日本外科学会総会、2006

年 3月 29-31日、東京

⑦ 櫻井遊、大内憲明、他。新規ナノサイズヨウ化銀ビーズを用いた造影効果とＸ線センチネ

ルリンパ節生検の検討。第 106回日本外科学会総会、2006年 3月 29-31日、東京

⑧ 大内憲明。乳腺診断・座長。第 106回日本外科学会総会、2006年 3月 29-31日、東京

ナノ学会第４回大会、京都

河合賢朗、樋口秀男、渡辺朋信、多田寛、大内憲明。抗EGFR抗体標識量子ドットを用いたヒ
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ト乳癌細胞のマウス in vivoイメージング。ナノ学会第４回大会、2006年 5月 19-21日、京都

第 14回日本乳癌学会総会、金沢

① 森本忠興、大内憲明。乳癌検診の現状と問題点。第 14回日本乳癌学会学術総会、金沢、

2006年７月 7-8日（シンポジウム座長）

② 渡辺亨、大内憲明、他。乳癌診療ガイドラインの検証。第 14回日本乳癌学会総会、2006

年７月 7-8日、金沢（シンポジウム）

③ 大貫幸二、大内憲明、他。シミュレーション分析によるマンモグラフィ単独検診の救命効

果と経済効率。第 14回日本乳癌学会総会、2006年７月 7-8日、金沢（シンポジウム）

④ 鈴木昭彦、大内憲明、他。検診を繰り返し受診中に発見された非早期乳癌の検討。第 14

回日本乳癌学会総会、2006年７月 7-8日、金沢

⑤ 多田寛、大内憲明、他。Quantum dot を用いたHER2発現乳癌担癌マウス腫瘍内での蛍光

単粒子イメージング。第 14回日本乳癌学会総会、2006年７月 7-8日、金沢

⑥ 笠島敦子、大内憲明、他。浸潤性乳癌手術例に対する脈管侵襲評価方法に関する検討。第

14回日本乳癌学会総会、2006年７月 7-8日、金沢

⑦ 河合賢朗、大内憲明、他。Intracystic papillary carcinoma 12 例の検討。第 14回日本乳癌学会

総会、2006年７月 7-8日、金沢

⑧ 宇佐美伸、大内憲明、他。乳腺初期浸潤癌におけるリンパ節転移能の獲得：臨床病理学的

検討。第 14回日本乳癌学会総会、2006年７月 7-8日、金沢

⑨ 森谷卓也、大内憲明、他。HER2過剰発現に対する免疫組織学的検査法：抗体の種類によ

る特性の検討。第 14回日本乳癌学会総会、2006年７月 7-8日、金沢

⑩ 中島護雄、大内憲明、他。多剤耐性再発乳癌に対するVinorelbine の使用経験。第 14 回日

本乳癌学会総会、2006年７月 7-8日、金沢

⑪ 櫻井遊、大内憲明、他。新規ナノサイズヨウ化銀ビーズを用いた造影効果と体内動態の検

討。第 14回日本乳癌学会総会、2006年７月 7-8日、金沢

⑫ 甘利正和、大内憲明、他。当科における粘液癌 16症例の検討。第 14回日本乳癌学会総会、

2006年７月 7-8日、金沢

⑬ 大内憲明、乳癌検診の現状と問題点。第 14回日本乳癌学会総会、2006年７月 7-8、金沢

（シンポジウム座長）

第 61回日本体力医学会大会、神戸

樋口秀男、大内憲明。顕微鏡技術を用いたタンパク質・細胞・マウスの単一分子イメージング。

第 61回日本体力医学

会大会、神戸国際会議場 シンポジウム「バイオイメージング技術の体力科学研究への応用、

09/24-26、2006

第 65回日本癌学会学術総会、横浜

① 元博、中島護雄、小林芳男、小林正樹、桜井遊、亀井尚、叢莉曼、甘利正和、粕谷厚生、

石田孝宣、鈴木昭彦、大内憲明。機能性ナノ粒子を用いたセンチネルリンパ節イメージン

グ。第 65回日本癌学会学術総会、2006年 9月 28-30日、横浜（シンポジウム）

② 樋口秀男、多田寛、渡辺朋信、大内憲明。機能性ナノ粒子を用いたがん細胞の単一ナノイ

メージング。第 65回日本癌学会学術総会、2006年 9月 28-30日、横浜（シンポジウム）

③ 大内憲明、森山紀之。がん領域における分子イメージングの現状と今後の展望。第 65 回

日本癌学会学術総会、2006年 9月 28-30日、横浜（シンポジウム座長）

④ 渡辺剛、加藤俊介、高橋信、中田英之、石田孝宣、大内憲明、石岡千加史。p53 新規標的

遺伝子 heat shock protein の同定とその転写制御の解析。第 65回日本癌学会学術総会、2006

年 9月 28-30日、横浜

⑤ 三木康宏、鈴木貴、山口ゆり、森谷卓也、林慎一、大内憲明、笹野公伸。ヒト乳癌アロマ

ターゼの腫瘍内局在と発現機序の検討。第 65 回日本癌学会学術総会、2006 年 9 月 28-30
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日、横浜

第 65回日本公衆衛生学会、富山

大内憲明。がん検診のあるべき方向性（特別研修プログラム）。第 65 回日本公衆衛生学会、

10/26-27、富山

第 65回日本臨床外科学会、広島

大内憲明。 乳房温存療法の最適化に向けて：LTF 術式開発から 12 年（招待講演１）。第 65

回日本臨床外科学会、11/09-11、広島、

第 16回日本乳癌検診学会総会、仙台

① 大内憲明。マンモグラフィ検診の評価と今後の展望（会長講演）。第 16回日本乳癌検診学

会総会、仙台、11/17-18、2006

② 鈴木昭彦、栗山進一、大貫幸二、武田元博、石田孝宣、西野善一、辻一郎、大内憲明。マ

ンモグラフィ併用乳がん検診の生存率向上効果に関する研究。第 16 回日本乳癌検診学会

総会、仙台、11/17-18、2006（シンポジウム）

③ 河合賢朗、鈴木昭彦、石田孝宣、武田元博、甘利正和、白石千子、宇佐美伸、多田寛、渋

谷大助、大内憲明。

地域がん登録を用いた乳癌検診感度。第 16回日本乳癌検診学会総会、仙台、11/17-18、2006

（パネルディスカッション）

④ 山田隆之、鈴木昭彦、内山菜智子、縄野繁、大内憲明。デジタルマンモグラフィにおける

液晶モニタの診断能の検証。第 16回日本乳癌検診学会総会、仙台、11/17-18、2006（ワー

クショップ）

⑤ 多田寛、石田孝宣、武田元博、大貫幸二、鈴木昭彦、甘利正和、大内憲明。仙台市医師会

型マンモグラフィ併用乳癌検診における精度管理。第16回日本乳癌検診学会総会、仙台、

11/17-18、2006

⑥ 山田隆之、鈴木昭彦、宇佐美伸、斎藤美穂子、石橋忠司、大内憲明。外科切除標本におけ

る phase contrast mammography, CR, スクリーンマンモグラフィの比較。第 16回日本乳癌検

診学会総会、仙台、11/17-18、2006

⑦ 栗山進一、大貫幸二、鈴木昭彦、市村みゆき、森久保寛、東野英利子、辻一郎、大内憲明。

シミュレーション分析による 40 歳代超音波乳がん検診の救命効果及び公立の検討。第 16

回日本乳癌検診学会総会、仙台、11/17-18、2006（ワークショップ）

⑧ 鷲尾尚子、鈴木昭彦、河合賢朗、小田桐千恵、小野博美、渋谷大助、大内憲明。平成 17

年度の乳腺超音波検診の実績。第 16回日本乳癌検診学会総会、仙台、11/17-18、2006

日本放射線腫瘍学会第 19回学術大会、仙台

大内憲明、北原規。他科の医師が放射線治療に期待するもの（シンポジウム、座長）。日本放

射線腫瘍学会第 19回学術大会、11/23-25/2006、仙台

4/11-13、第 107回日本外科学会定期学術総会、大阪

① 大内憲明、ワークショップ「乳癌に対するminimally invasive surgery」、座長、第107回日

本外科学会定期学術総会、大阪 2007/04/11-13、

② 宇佐美伸、石田孝宣、大内憲明。乳癌のリンパ節転移は浸潤計何mmから生ずるか？第

107回日本外科学会定期学術総会、大阪 2007/04/11-13

③ 河合賢朗、石田孝宣、大内憲明。年代別乳癌検診感度の検討。第 107回日本外科学会定期

学術総会、大阪 2007/04/11-13

④ 多田寛、鈴木昭彦、武田元博、石田孝宣、大内憲明。仙台市医師会マンモグラフィ併用乳

癌検診での２次読影で救済された癌症例の検討。第 107回日本外科学会定期学術総会、大

阪 2007/04/11-13

⑤ 岡村佳世子、石田孝宣、大内憲明。乳房温存術において術中迅速病理診断は有用か？（全

周性断端検索 100例の検討）。第 107回日本外科学会定期学術総会、大阪 2007/04/11-13
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⑥ 小宮裕文、石田孝宣、大内憲明。126例の非触知乳癌のまとめ。第 107回日本外科学会定

期学術総会、大阪 2007/04/11-13

⑦ 甘利正和、石田孝宣、大内憲明。進行・再発乳癌におけるカペシタビンの治療効果の検討。

第 107回日本外科学会定期学術総会、大阪 2007/04/11-13

⑧ 桜井遊、武田元博、大内憲明。Ｘ線造影剤として開発したナノサイズヨウ化銀ビーズ体内

動態の検討。第 107回日本外科学会定期学術総会、大阪 2007/04/11-13

⑨ 小野寺浩、宮崎修吉、大内憲明、里見進。切除可能食道癌に対する根治的化学放射線療法

とSalvage 手術。第 107回日本外科学会定期学術総会、大阪 2007/04/11-13

ナノ学会第 5回大会、筑波

① 大内憲明, 武田元博, 多田寛, 櫻井遊, 河合賢朗,樋口秀男。ナノ科学・バイオ技術の医療分

野への展開。ナノ学会第 5回大会、筑波、05/21-23/2007 （特別講演）

② 河合賢朗、樋口秀男、大内憲明。マウス腫瘍新生血管における透過性の in vivo imaging。

ナノ学会第 5回大会、筑波、05/21-23/2007

第 19回日本内分泌外科学会総会、名古屋

渡辺通雄、藤盛啓成、中野知之、峰岸道人、中島範昭、土井秀之、大内憲明、里見進。骨転移

を伴い急速増悪した甲状腺低分化癌の一例。第 19 回日本内分泌外科学会総会、名古屋、

05/31-06/01/2007

第 153回東北外科集談会、仙台

玉城研太郎、宇佐美伸、石田孝宣、武田元博、鈴木昭彦、甘利正和、桜井遊、渡部剛、深町佳

世子、大内憲明。ステレオガイド下マンモトームを再施行して悪性の診断が得られた乳癌の一

例。第 153回東北外科集談会、06/16/2007、仙台

第 15回日本乳癌学会総会、横浜

① 大内憲明、多田寛、河合賢朗、武田元博、石田孝宣、樋口秀男。生体超微細１分子可視化

によるナノＤＤＳと乳癌標的治療。第 15 回日本乳癌学会総会、06/29-30/2007、横浜（会

長指定シンポジウム）

② 大貫幸二、遠藤登喜子、大内憲明、森谷卓也、光山昌珠。デジタルマンモトー厶とアナロ

グマンモトー厶の大規模比較読影実験。第 15 回日本乳癌学会総会、06/29-30/2007、横浜

（パネルディスカッション）

③ 玉城研太郎、鈴木昭彦、石田孝宣、武田元博、甘利正和、宇佐美伸、多田寛、大内憲明。

乳癌 Stage IV 症例の治療戦略とその効果。第 15 回日本乳癌学会総会、06/29-30/2007、横

浜（シンポジウム）

④ 深町佳世子、石田孝宣、武田元博、甘利正和、鈴木昭彦、桜井遊、渡部剛、大内憲明。乳

房温存手術における術中迅速病理診断—全周性断端検索の有用性。第 15 回日本乳癌学会

総会、06/29-30/2007、横浜

⑤ 鈴木昭彦、石田孝宣、武田元博、甘利正和、宇佐美伸、多田寛、大内憲明。超音波併用マ

ンモグラフィ検診に向けた検診精度シミュレーション。第 15 回日本乳癌学会総会、

06/29-30/2007、横浜

⑥ 古妻嘉一、遠藤登喜子、森本忠興、岩瀬拓士、大貫幸二、角田博子、東野英利子、大内憲

明。マンモグラフィ読影講習会の教育効果と精度管理。第 15 回日本乳癌学会総会、

06/29-30/2007、横浜

⑦ 河合賢朗、武田元博、石田孝宣、鈴木昭彦、甘利正和、桜井遊、原田成美、渡部剛、大内

憲明。蛍光ナノ粒子を用いたTrastuzumab のReceptor recycling effect に関する検討。第 15

回日本乳癌学会総会、06/29-30/2007、横浜

⑧ 石田孝宣、大内憲明、武田元博、野口眞三郎、福島雅典、高塚雄一、増田慎三、西村令喜、

天野吾郎。アントラサイクリン、タキサン不応性転移性乳癌に対するトラスツズマブとカ

ペシタビン併用療法の安全性評価。第 15回日本乳癌学会総会、06/29-30/2007、横浜
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⑨ 森谷卓也、平川久、石田孝宣、木村道夫、田澤篤、君島伊造、大内憲明、笹野公伸。基底

細胞型乳癌に関する臨床病理学的検討、第 15回日本乳癌学会総会、06/29-30/2007、横浜

⑩ 甘利正和、石田孝宣、武田元博、鈴木昭彦、大内憲明。若年者乳癌の臨床病理学的検討。

第 15回日本乳癌学会総会、06/29-30/2007、横浜

⑪ 桜井遊、武田元博、小林芳男、甘利正和、叢莉蔓、大内憲明。ナノサイズヨウ化銀ビーズ

による腫瘍・センチネルリンパ節造影効果の検討。第 15回日本乳癌学会総会、横浜、

2007年 6月 29-30日

⑫ 渡部剛、高橋信、石田孝宣、石岡千加史、大内憲明。乳癌予後規定因子としての

alphaB-crystallin の有用性。第 15回日本乳癌学会総会、06/29-30/2007、横浜

⑬ 沢井清司、大内憲明。 ワークショップ：若年者検診をどうするか 第 15回日本乳癌学

会学術総会、横浜、2007年 6月 29-30日（ワークショップ座長）

⑭ 大内憲明。 モーニングセミナー:進行再発乳癌の極意 第 15 回日本乳癌学会学術総会、

横浜、2007年 6月 29-30日（モーニングセミナー座長）

第 154回東北外科集談会、青森市

大内憲明。日本外科学会生涯教育セミナー「乳癌のガイドライン」

第 154回東北外科集談会、青森市、2007年 9月 15日

第 66回日本癌学会学術総会、横浜、66th Annual Meeting of the Japanese CancerAssociation

① Ohuchi N, Miki Y. In the front of breast cancer research: towards steady decrease of cancer mortality.

Symposium on Specific Tuomrs. 66th Annual Meeting of the Japanese Cancer Association, 第 66回日本

癌学会学術総会、2007年 10月 3-5日、横浜

② Ohuchi N, Basic research for novel diagnosis of breast cancer: Nano-DDS and molecular imaging of

single particle in vivo. 66th Annual Meeting of the Japanese Cancer Association, 第 66回日本癌学会学

術総会、2007年 10月 3-5 日、横浜

③ Watanabe G, Kato S, Ishida T, Ohuchi N, Ishioka C. aB-crystallin, a novel p53-target gene product,

interacts with p53 and is required for p53-dependent apoptosis. 66th Annual Meeting of the Japanese

CancerAssociation, 第 66回日本癌学会学術総会、2007年 10月 3-5日、横浜

④ Sakurai Y, Takeda M, Liman C, Kobayashi Y, Kasuya A, Amari M, Suzuki A, Ishida T, Moriya T,

Ohuchi N. In vivo distribution of silver iodide beads in cancerous lesions. 66th Annual Meeting of the

Japanese CancerAssociation, 第 66回日本癌学会学術総会、2007年 10月 3-5日、横浜

⑤ Higuchi H, Ohuchi N. Nano-imaging of single quantum dots in living cells and mice tumor. 66th

Annual Meeting of the Japanese Cancer Association, 第 66回日本癌学会学術総会、2007年 10月 3-5

日、横浜

⑥ Kawai M, Higuchi H, Ohuchi N. In vivo imaging of vascular permeability using nanocrystals in

mice tumor. 66th Annual Meeting of the Japanese Cancer Association, 第 66回日本癌学会学術総会、

2007年 10月 3-5日、横浜

日本乳癌学会東北地方会

① 東北大学大学院医学系研究科腫瘍外科学分野教授として、大学院生の研究指導、教育に従

事

② 医学部外科学教授として、医学部学生の教育指導に従事

③ 東北大学病院乳腺・内分泌外科科長として、診療及び臨床研究に従事、ならびに東北大学

病院研修医等の指導に従事

④ 東北大学病院MEセンター長として、医療機器全般に関する管理監督業務に従事

⑤ 新外来棟整備検討プロジェクト委員長として、東北大学病院の将来設計、運用、企画立案

等に従事

⑥ 医療安全推進委員会委員として、東北大学病院における医療安全活動に従事

第 40回日本甲状腺外科学会学術集会、東京
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① 中島範昭、藤盛啓成、中野知之、峯岸道人、渡辺通雄、大内憲明、里見進。当科における

甲状腺分化癌局所遺残症例の検討。第 40 回日本甲状腺外科学会学術集会、東京、2007、

10月 18-19日、

② 峯岸道人、渡辺通雄、中野知之、中島範昭、土井秀之、藤盛啓成、大内憲明、里見進。巨

大頚部・腋窩リンパ節に転移を認めた甲状腺微小癌の一例

第 45回日本癌治療学会総会、京都

大内憲明。がん先端医療の現在地・分子イメージング、教育シンポジウム、第 45 回日本癌治

療学会総会、京都、2007年 10月 24-26日

日本乳癌画像研究会、東京

原田成美、山田隆之、石田孝宣、鈴木昭彦、甘利正和、森谷卓也、大内憲明。乳房温存療法に

おけるCT スキンマーカーを用いたMDCT 下マッピングの有用性。日本乳癌画像研究会、2008

年 2月 23日、東京

第 6回日本乳癌学会東北地方会、仙台

木島穣二、石田孝宣、武田元博、鈴木昭彦、甘利正和、河合賢朗、玉城研太朗、笹野公伸、大

内憲明。組織型から見たガイドライン間における治療方針の違い。第 6回日本乳癌学会東北地

方会、2008年 3月 1日、仙台

ナノ学会第６回大会、福岡

① 権田幸祐，渡邉朋信，武田元博，大内憲明，樋口秀男。量子ドットを用いた腫瘍細胞の

膜伸縮運動の in vivoイメージング。ナノ学会第６回大会、福岡、2008年 05/07-09

② 叢 莉蔓、小林芳男、武田元博、櫻井遊、甘利正和、大内憲明。シリカコーティング蛍

光ナノビーズによるセンチネルリンパ節生検と分子画像診断。ナノ学会第６回大会、福

岡、2008/05/07-09

③ 武田元博、小林芳男、小林正樹、桜井遊、権田幸祐、樋口秀男、大内憲明。ナノヨウ化

銀ビーズによるCT 造影法の外科応用に関する基礎的検討。ナノ学会第６回大会、福岡、
2008/05/07-09

④ 河合賢朗、武田元博、石田孝宣、大内憲明。蛍光ナノ粒子を用いた担がんマウスにおけ

る腫瘍間質ナノドラッグデリバリーシステムの解析。ナノ学会第６回大会、福岡、
2008/05/07-09

⑤ 日景充、亀井尚、武田元博、小林正樹、大内憲明。新規ナノ粒子をトレーサーとした鏡

視下手術の基礎的検討。ナノ学会第６回大会、福岡、2008/05/07-09

第 108回日本外科学会定期学術集会、長崎

① 大内憲明。非浸潤性乳管癌（DCIS）の組織及び生物学的特性に基づく治療の適正化。第 108

回日本外科学会定期学術集会、長崎、2008/05/15-17（シンポジウム、基調講演）

② 伊藤正裕、森谷卓也、石田孝宣、宇佐美伸、笠島敦子、笹野公伸、大内憲明。乳癌におけ

るリンパ管侵襲の病理学的評価の重要性。第 108回日本外科学会定期学術集会、長崎、
2008/05/15-17

③ 河合賢朗、樋口秀男、武田元博、石田孝宣、鈴木昭彦、甘利正和、宇佐美伸、桜井遊、渡

部剛、大内憲明。腫瘍間質におけるナノスケールでの分子挙動解析によるDDSの解明。第

108回日本外科学会定期学術集会、長崎、2008/05/15-17

④ 渡部 剛、石田孝宣、武田元博、鈴木昭彦、甘利正和、桜井遊、伊藤正裕、原田成美、河

合賢朗、渋谷大助、大内憲明。検診MMG導入による非浸潤癌増加と、非浸潤癌の画像特

性の検討。第 108回日本外科学会定期学術集会、長崎、2008/05/15-17

⑤ 鈴木昭彦、石田孝宣、武田元博、甘利正和、大内憲明。乳腺針生検の診断精度の検討。第

108回日本外科学会定期学術集会、長崎、2008/05/15-17

第 20回日本内分泌外科学会総会、仙台

① 大内憲明。乳がん内分泌療法：target-specific therapy up-date。第 20回日本内分泌外科学会総

会、仙台、2008/06/12-13、（シンポジウム）
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② 大内憲明。（司会）乳癌内分泌療法内分泌療法の効果予測因子の手術／生検検体を用いた検

索の実際。第 20回日本内分泌外科学会総会、仙台、2008/06/12-13、（シンポジウム）

③ 大内憲明。（司会）ハーセプチンが変えた乳癌薬物療法。第 20回日本内分泌外科学会総会、

仙台、2008/06/12-13、（教育セミナー）

④ 中島範昭、藤盛啓成、渡辺通雄、峯岸道人、中野知之、土井秀之、大内憲明、里見進。当

科における縦隔甲状腺腫症例の検討。第 20回日本内分泌外科学会総会、仙台、2008/06/12-13

⑤ 岩根 尊、関口悟、川岸直樹、赤松順寛、渡辺通雄、中島範昭、藤盛啓成、大内憲明、里

見進。重症心不全を合併した褐色細胞腫の一例。第 20回日本内分泌外科学会総会、仙台、
2008/06/12-13

⑥ 渡辺通雄、藤盛啓成、中野知之、峯岸道人、中島範昭、大内憲明、土井秀之、里見進。再

発を繰り返す副甲状腺癌の一例。第 20回日本内分泌外科学会総会、仙台、2008/06/12-13

第 155回東北外科集談会、仙台

宮下 穣、石田孝宣、武田元博、鈴木昭彦、甘利正和、河合賢朗、大内憲明。乳癌術前化学療

法における画像上効果判定と病理学的効果判定の比較。第 155回東北外科集談会、2008/06/14、

仙台

第 60回日本細胞生物学会、横浜

権田幸祐，渡邉朋信，武田元博, 大内憲明，樋口秀男。量子ドットを用いた腫瘍細胞の in vivo

イメージング。第 60 回日本細胞生物学会 ワークショップ「癌浸潤転移における細胞運動の

メカニズム」、横浜)、2008年 7月 1日

第 19回日本在宅医療学会、千葉

石田孝宣、大内憲明。外来化学療法における継続/中止の分岐点：乳がんの現状と課題。第 19

回日本在宅医療学会、2008年 7月 27日 千葉

第 13回日本産婦人科乳癌学会、徳島

大内憲明。超音波による乳がん検診の有効性を検証するための比較試験、第 13 回日本産婦人

科乳癌学会、徳島、09/14/2008（特別講演）

第 16回日本がん検診診断学会、東京

大内憲明。超音波による乳がん検診：EBM 創成のための大規模比較試験、第 16回日本がん検

診診断学会、東京、09/19/2008（特別講演）

第 16回日本乳癌学会学術総会、大阪

① 大内憲明、福田護。事業評価からみた乳癌検診の現状と今後の課題（パネルディスカッシ

ョン・司会）、第 16回日本乳癌学会学術総会、大阪、2008/09/26-27

② 紅林淳一、大内憲明。 Translating Research into Practice (JBCS-IABCR Joint Symposium,

Chairman (Moderator)), 第 16回日本乳癌学会学術総会、大阪、2008/09/26-27

③ 大内憲明。乳癌予後予測検査MammaPrint による個別化医療の実現（ランチョンセミナー・

司会）、第 16回日本乳癌学会学術総会、大阪、2008/09/26-27

④ 石田孝宣、大内憲明（ワークショップ）。がん戦略研究（J-START）：乳がん検診における

超音波検査の有効性を検証するための比較試験。第 16 回日本乳癌学会学術総会、大阪、

2008年 9月 26-27日

⑤ 宮下 穣、鈴木昭彦、石田孝宣、武田元博、甘利正和、桜井遊、伊藤正裕、河合賢朗、大

内憲明。マンモグラフィ検診繰り返し受診者から発見された乳癌の検討。第 16 回日本乳

癌学会学術総会、大阪、2008年 9月 26-27日

⑥ 鈴木昭彦、石田孝宣、武田元博、甘利正和、桜井遊、河合賢朗、渋谷大助、大内憲明。

ソフトコピー診断による乳癌検診の実際。第 16回日本乳癌学会学術総会、大阪、2008年

9月 26-27日
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⑦ 桜井 遊、鈴木昭彦、石田孝宣、武田元博、甘利正和、渡部剛、渋谷大助、大内憲明。

ソフトコピー診断の問題点：石灰化症例のカテゴリー判定に関する検討。第 16回日本乳

癌学会学術総会、大阪、2008年 9月 26-27日

⑧ 濱中洋平、石田孝宣、甘利正和、鈴木昭彦、武田元博、大内憲明。トラスツズマブ投与

の有無による乳癌脳転移の検討。第 16回日本乳癌学会学術総会、大阪、2008年 9月 26-27

日

⑨ 原田成美、石田孝宣、山田隆之、大内憲明。乳房温存療法におけるＣＴスキンマーカー

を用いたＭＤＣＴ下マッピングの有用性。第 16回日本乳癌学会学術総会、大阪、2008年

9月 26-27日

⑩ 森谷卓也、渡辺みか、小塚祐司、鹿股直樹、石田孝宣、大内憲明、紅林淳一、園尾博司。

トリプルネガティブ(TN)乳癌の病理組織学的特性に関する検討。第 16回日本乳癌学会学

術総会、大阪、2008年 9月 26-27日

⑪ 増子さつき、高橋信、石田孝宣、大内憲明、森谷卓也、笹野公伸、野水整、角川陽一郎、

石岡千加史。Multiple RT-PCR法を用いた乳癌予後予測遺伝子診断の研究。第 16回日本乳

癌学会学術総会、大阪、2008年 9月 26-27日

⑫ 河合賢朗、武田元博、石田孝宣、鈴木昭彦、甘利正和、大内憲明。蛍光ナノ粒子による

腫瘍間質ドラッグデリバリーシステムの生体内１分子イメージング。第 16回日本乳癌学

会学術総会、大阪、2008年 9月 26-27日

⑬ 玉城研太郎、笹野公伸、石田孝宣、大内憲明、森谷卓也。新しい血管新生抑制因子(Vasohibin)

の乳腺疾患における検討と乳癌標的治療への展望。第16回日本乳癌学会学術総会、大阪、

2008年 9月 26-27日

⑭ 小塚祐司、森谷卓也、秋山太、黒住昌史、Tse Gray, Tan Puray Hoon、鹿股直樹、大内憲明、

紅林淳一、園尾博司。乳癌の組織型分布：アジアにおける国際比較。第 16回日本乳癌学

会学術総会、大阪、2008年 9月 26-27日

⑮ 渡部 剛、石田孝宣、武田元博、鈴木昭彦、甘利正和、大内憲明。非浸潤癌 60症例に対

するMMG,US,MRIの感度と病理所見の対比。第 16回日本乳癌学会学術総会、大阪、2008

年 9月 26-27日

⑯ 甘利正和、石田孝宣、武田元博、鈴木昭彦、大内憲明。浸潤性小葉癌における乳房温存

療法の問題点。第 16回日本乳癌学会学術総会、大阪、2008年 9月 26-27日 7

⑰ 薮内伸一、鈴木幸正、遠藤公人、桃野哲、武田元博、大内憲明。乳腺原発腺様嚢胞癌の

一例。第 16回日本乳癌学会学術総会、大阪、2008年 9月 26-27日

⑱ 大内憲明。事業評価からみた乳癌検診の現状と今後の課題（パネルディスカッション・

司会）、第 16回日本乳癌学会学術総会、大阪、2008/09/26-27

⑲ Noriaki Ohuchi. Translating Research into Practice (JBCS-IABCR Joint Symposium, Chairman
(Moderator)), 第 16回日本乳癌学会学術総会、大阪、2008/09/26-27

⑳ 大内憲明。乳癌予後予測検査MammaPrint による個別化医療の実現（ランチョンセミナ

ー・司会）、第 16回日本乳癌学会学術総会、大阪、2008/09/26-27

第 41回甲状腺外科学会、東京

峯岸道人、中野知之、中島範昭、渡辺道雄、丸岡伸、藤盛啓成、大内憲明、里見進。甲状腺分

化癌骨転移症例の検討。第 41回甲状腺外科学会、東京、10/17/2008

第 67回日本癌学会学術総会、名古屋

① 岡きま子、鈴木貴、赤平純一、三木康宏、小野寺好明、小野克彦、長崎修治、森美紀、石

田孝宣、大内憲明、笹野公伸。乳癌における NUD2 の発現に関する免疫組織化学的検討。

第 67回日本癌学会学術総会、2008年 10月 28-30日、名古屋

② 小野川徹、鈴木貴、片寄友、力山敏樹、阿部高明、石田孝宣、森川孝則、岡上能斗竜、前

田晋平、大内憲明、笹野公伸、江川新一、海野倫明。新規乳癌独立予後因子としての有機

アニオントランスポーターLST-2/SLCO1B3 の癌細胞特異的発現とその腫瘍生物学的意義。
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第 67回日本癌学会学術総会、2008年 10月 28-30日、名古屋

第 46回日本癌治療学会総会、名古屋

大内憲明。がん対策のための戦略研究とがん検診のあり方、シンポジウム「がん検診のあり方

を考える、第 46回日本癌治療学会総会、10/30-11/01、名古屋

第 125回バイオメカニクス研究会 (日本生体医工学会専門別研究会)、東北大

権田幸祐、武田元博、樋口秀男、大内憲明。In vivoナノイメージングで観えてきた癌転移の仕

組み。

第 125回バイオメカニクス研究会 (日本生体医工学会専門別研究会)、(東北大) 2008年 10月 28

日

バイオマテリアル学会シンポジウム 2008、東京大学

大内憲明、権田幸祐、武田元博。機能性量子ドットによる生体内単分子イメージングと抗がん

剤ナノDDS」、バイオマテリアル学会シンポジウム 2008、2008年 11月 17-18日、東京大学)

第 51回日本甲状腺学会、宇都宮

中島範昭、藤盛啓成、峰岸道人、渡辺道雄、大友浩志、土井秀之、大橋俊則、大内憲明、里見

進。マーシャル諸島共和国首都マジュロ環礁におけるヨード摂取状況の現状、第 51 回日本甲

状腺学会、宇都宮、11/22/2008

第 18回日本乳癌検診学会総会、名古屋

① 佐々木政子、鈴木昭彦、河合賢朗、高橋久子、斎藤純子、渋谷大助、大内憲明。当センタ

ーにおける似出張検診と労働環境、（パネルディスカッション）、第 18 回日本乳癌検診学

会総会、名古屋、12/05-06/2008

② 玉城研太郎、石田和之、河合賢朗、石田孝宣、鈴木昭彦、森谷卓也、玉城信光、大内憲明。

乳房超音波と病理。第 18回日本乳癌検診学会総会、名古屋、12/05-06/2008

③ 宮下 穣、鈴木昭彦、石田孝宣、武田元博、甘利正和、桜井遊、河合賢朗、原田成美、玉

城研太朗、大内憲明。検診繰り返し受診者から発見された乳癌の検討。第 18 回日本乳癌

検診学会総会、名古屋、12/05-06/2008

④ 鈴木昭彦、石田孝宣、武田元博、甘利正和、櫻井 遊、河合賢朗、大内憲明。乳癌診療シ

ステムの精度向上に向けて、（パネルディスカッション）、第 18回日本乳癌検診学会総会、

名古屋、12/05-06/2008

⑤ 大内憲明。乳がん検診従事者の労働環境、（パネルディスカッション司会）、第 18 回日本

乳癌検診学会総会、名古屋、12/05-06/2008

第 70回日本臨床外科学会、東京

大内憲明。外科医のための最新病理学・乳腺部門（特別企画司会）、第 70回日本臨床外科学会、

東京 11/27-29/2008

第 31回日本分子生物学会・第 81回日本生化学会合同大会、神戸

権田幸祐，渡邉朋信，武田元博，樋口秀男, 大内憲明。In vivoイメージングで観えてきた癌転

移の仕組み、第 31回日本分子生物学会・第 81回日本生化学会合同大会、神戸、2008年 12月

9-12日、神戸

2009年生体運動合同班会議、東京大学

権田幸祐、渡邉朊信、武田元博、大内憲明、樋口秀男。がん細胞の膜のダイナミックスは転移

の進行にともない劇的に変化する。2009年生体運動合同班会議、東京大学、2009/01/09-10

第 6回日本乳癌学会東北地方会、仙台

① 原田成美、石田孝宣、鈴木昭彦、甘利正和、大内憲明、山田隆之。MDCT 下に切除範囲を

決定した乳房温存療法の治療成績。第 6回日本乳癌学会東北地方会、2009年 3月 7日、仙

台
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② 櫻井 遊、石田孝宣、甘利正和、鈴木昭彦、武田元博、大内憲明。アンスラサイクリン系、

タキサン系薬剤無効症例に対するビノレルビン治療成績の検討。第 6回日本乳癌学会東北

地方会、2009年 3月 7日、仙台

第 22回東北甲状腺談話会、盛岡

中島範昭、渡辺通雄、峰岸道人、中野知之、藤盛啓成、大内憲明。巨大な嚢胞を形成した甲状

腺乳頭癌の 3例。第 22回東北甲状腺談話会、2009年 3月 21日、盛岡

第 109回日本外科学会定期学術集会、福岡

① 大内憲明、光山昌珠。乳がん術前化学療法と手術療法。シンポジウム・司会、第 109 回日

本外科学会定期学術集会、2009年 4月 2-4日、福岡

② 甘利正和、石田孝宣、大内憲明。カペシタビンは進行・再発乳癌治療の第一選択薬となり

うるか？第 109回日本外科学会定期学術集会、2009年 4月 2-4日、福岡・ポスター

③ 河合賢朗、石田孝宣、大内憲明。超音波検査による 30歳代乳癌検診の試み。第109回日本

外科学会定期学術集会、2009年 4月 2-4日、福岡・ポスター

④ 鈴木昭彦、石田孝宣、大内憲明。マンモグラフィソフトコピー診断による乳がん検診の実

際。第 109回日本外科学会定期学術集会、2009年 4月 2-4 日、福岡・ポスター

⑤ 櫻井 遊、武田元博、大内憲明。乳がん検診におけるソフトコピー診断の現状と問題点。

第 109回日本外科学会定期学術集会、2009年 4月 2-4日、福岡・口演

⑥ 日景 充、亀井 尚、武田元博、権田幸祐、大内憲明。ナノ粒子を用いたセンチネルリン

パ節生検の基礎的検討。第 109回日本外科学会定期学術集会、2009年 4月 2-4日、福岡

⑦ 玉城研太郎、石田孝宣、大内憲明。乳がん Stage 別予後:時代の変遷とともに乳がん生存率

は改善したか？第 109回日本外科学会定期学術集会、2009年 4月 2-4日、福岡

⑧ 原田成美、石田孝宣、大内憲明。乳癌手術におけるＣＴスキンマーカーを用いた術式・切

除範囲決定のシミュレーション。第 109回日本外科学会定期学術集会、2009年 4月 2-4日、

福岡

第 25回DDS学会

権田幸祐，渡邉朋信，河合賢朗、武田元博，樋口秀男, 大内憲明。In vivoナノイメージングで

解き明かすがん転移とDDS の仕組み。第 25 回DDS 学会。2009 年 7 月 3-4 日、ワークショッ

プ「分子イメージング」

第 7回ナノ学会、東京

① 権田幸祐，渡邉朋信，武田元博，樋口秀男, 大内憲明。生体ナノ計測で解き明かすがん転

移メカニズム。第 7回ナノ学会、2009年 5月 9-11日、東京

② 日景充、武田元博、亀井尚、権田幸祐, 大内憲明。ナノ粒子をトレーサーとした鏡視下手

術の基礎的検討。第 7回ナノ学会、2009年 5月 9-11日、東京

第 21回日本内分泌外科学会、岡山市

① 峯岸道人、高橋淑朗、中野知之、中島範昭、渡辺通雄、藤盛啓成、大内憲明、里見進。脂

肪変性を伴った副甲状腺腺種。第 21回日本内分泌外科学会、2009年 5月 29-30日、岡山

市

② 中野知之、土井秀之、手島仁、峰岸道人、中島範昭、渡辺通雄、藤盛啓成、大内憲明、里

見進。副甲状腺癌由来の細胞株の樹立のその生物学的特徴の検討。第 21回日本内分泌外科

学会、2009年 5月 29-30日、岡山市、

第 8回国際バイオEXPO、特別講演、東京ビッグサイト

大内憲明。がん治療に向けたナノバイオ研究最前線、第 8回国際バイオEXPO、特別講演、東

京ビッグサイト、2009年 7月 1-3日

第 17回日本乳癌学会学術総会、東京

① 河合賢朗、南優子、辻一郎、大内憲明。女性ホルモン剤使用と乳癌罹患に関するコホート

研究。第 17回日本乳癌学会学術総会、東京、2009年 7月 3-4日
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② 玉城研太郎、石田孝宣、石田和之、宮下穣、玉城信光、笹野公伸、甘利正和、大内憲明。

乳房超音波所見と病理増の対比。第 17回日本乳癌学会学術総会、東京、2009年 7月 3-4

日

③ 甘利正和、石田孝宣、武田元博、鈴木昭彦、大内憲明。転移再発乳癌治療における経口抗

がん剤（カペシタビン）の位置付け。第 17回日本乳癌学会学術総会、東京、2009年 7月

3-4 日

④ 宮下 穣、石田孝宣、玉城研太郎、大内憲明。トリプルネガティブ乳癌に対する臨床病理

学的検討。第 17回日本乳癌学会学術総会、東京、2009年 7月 3-4日

⑤ 原田成美、石田孝宣、山田隆之、大内憲明。術前化学療法施行例での腋窩リンパ節評価に

おけるMDCT の有用性。第 17回日本乳癌学会学術総会、東京、2009年 7月 3-4 日

⑥ 櫻井 遊、石田孝宣、武田元博、鈴木昭彦、甘利正和、大内憲明。進行・再発乳癌に対す

るビノレルビン治療への効果：アンスラサイクリンおよびタキサン系薬剤の無効例。第 17

回日本乳癌学会学術総会、東京、2009年 7月 3-4

⑦ 深町佳世子、武田元博、石田孝宣、河合賢朗、櫻井 遊、甘利正和、鈴木昭彦、大内憲明。

術後難治性リンパ瘻を発症したリンパ脈管筋腫症（LAM）合併乳癌の一例。第17回日本

乳癌学会学術総会、東京、2009年 7月 3-4日

⑧ 大内憲明。班研究報告・司会。第 17回日本乳癌学会学術総会、東京、2009年 7月 3-4日

⑨ 大内憲明。モーニングセミナー「乳がん早期発見のコツ」・司会。第 17回日本乳癌学会学

術総会、東京、2009年 7月 3-4 日

第 41回日本臨床分子形態学会、神戸市

鈴木貴、高木清司、三木康宏、森谷卓也、大内憲明、笹野公伸。乳癌における性ホルモン局所

合成。第 41回日本臨床分子形態学会、2009年 9月 4-5 日、神戸市

第 68回日本癌学会学術総会、横浜市

① 権田幸祐、武田元博、樋口秀男、大内憲明。転移性がん細胞の膜ダイナミックスの in vivo

イメージング。第 68回日本癌学会学術総会、横浜市、2009年 10月 1-3 日

② 日景 充、武田元博、亀井尚、権田幸祐、濱中洋平、大内憲明。ナノサイズ粒子をトレー

サーとした鏡視下蛍光センチネルリンパ節生検の開発。第 68回日本癌学会学術総会、横浜

市、2009年 10月 1-3日

③ 濱中洋平、権田幸祐、武田元博、白石貢一、横山昌幸、大内憲明。高分子ミセル生体内１

分子イメージングによるＤＤＳ動態評価。第 68回日本癌学会学術総会、横浜市、2009年

10月 1-3日

④ 武田元博、河野雅弘、甘利正和、中島護雄、石田孝宣、大内憲明。末梢リンパ球ヘマトポ

ルフィリン染色によるがん診断。第 68回日本癌学会学術総会、横浜市、2009年 10月 1-3

日

⑤ 丸尾陽平、玉城研太郎、森谷卓也、高橋弥生、伊藤靖史、平川久、玉城信光、石田孝宣、

大内憲明、笹野公伸。ヒト乳癌におけるVasohibin-1 発現の検討。第 68回日本癌学会学術

総会、横浜市、2009年 10月 1-3 日

⑥ 大内憲明。生体イメージング・司会。第 68回日本癌学会学術総会、横浜市、2009年 10月

1-3 日

第 42回日本外科学会学術集会、名古屋

① 中島範昭、藤盛啓成、渡辺通雄、峯岸道人、中野知之、高橋淑朗、大内憲明、里見進。当

科における高齢者甲状腺乳頭癌手術症例の検討。第 42回日本外科学会学術集会、2009年

10月 15-16日、名古屋

② 渡辺道雄、藤盛啓成、高橋淑朗、中野知之、峯岸道人、中島範昭、武田裕、大内憲明、里

見進。甲状腺切除後に再発を繰り返した頚部炎症性腫瘤の一例。第 42回日本外科学会学術

集会、2009年 10月 15-16日、名古屋

第 23回日本乳腺甲状腺超音波診断会議（JABTS）特別講演、東京
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大内憲明。超音波学の発展と J-START(大規模臨床試験)。第 23 回日本乳腺甲状腺超音

波診断会議（JABTS）特別講演、2009年 10月 10-11日、東京

第 19回日本乳癌検診学会総会、札幌（特別企画:鼎談）

① 大内憲明。乳癌検診の過去、現在、未来：現在から将来への展望。第 19回日本乳癌検診学

会総会、札幌、2009年 11月 5-6 日（特別企画:鼎談）

② 大内憲明。超音波による乳がん検診:導入への課題とインフラ整備。第 19回日本乳癌検診

学会総会、札幌、2009年 11月 5-6日（イブニングセミナー）

③ 玉城研太朗、石田孝宣、大内憲明、宮下穣、笹野公伸、玉城研信光。乳腺針生検と摘出標

本の比較。第 19回日本乳癌検診学会総会、札幌、2009年 11月 5-6 日

④ 宮下穣、石田孝宣、石田和之、武田元博、甘利正和、中島護雄、玉城研太朗、大内憲明。

乳腺組織診における良悪性鑑別困難症例に対する検討。第 19回日本乳癌検診学会総会、札

幌、2009年 11月 5-6日

⑤ 河合賢朗、石田孝宣、鈴木昭彦、大貫幸二、渋谷大助、大内憲明。第 19回日本乳癌検診学

会総会、札幌、2009年 11月 5-6 日（パネルディスカッション）

⑥ 大内憲明。パネルディスカッション：超音波併用乳癌検診の確立に向けて。第 19回日本乳

癌検診学会総会、札幌、2009年 11月 5-6 日（司会）

⑦ 鈴木昭彦、石田孝宣、武田元博、甘利正和、中島護雄、河合賢朗、渋谷大助、大内憲明。

デジタルマンモグラフィハードコピー診断をソフトコピー診断に移行する際の影響調査。

第 19回日本乳癌検診学会総会、札幌、2009年 11月 5-6 日

第 371回東北医学会特別シンポジウム、仙台（艮陵会館）

大内憲明。大規模臨床試験の更なる発展に向けて：がん対策のための戦略研究。第 371回東北

医学会特別シンポジウム、仙台（艮陵会館）、2009年11月 20日

第 4回低侵襲医療機器実現化フォーラム、東京（東京慈恵医大）

大内憲明。ナノ・バイオテクノロジーによる乳がんの１分子イメージング・DDSと大規模臨床

試験。第 4 回低侵襲医療機器実現化フォーラム、主催：（財）医療機器センター研究開発部、

2009年 11月 24日、東京（東京慈恵医大）

平成 21年度群馬県医学会がん対策講演会（特別講演）、前橋

大内憲明。がん検診の有効性評価とがん対策のための戦略研究。平成 21 年度群馬県医学会が

ん対策講演会（特別講演）、前橋、2009年 12月 12日

第 16回日本産婦人科乳癌学会、東京（特別講演）

大内憲明。超音波による乳がん検診：導入への課題と道のり。第 16回日本産婦人科乳癌学会、

2010年 3月 7日、東京（特別講演）

東京医科大学茨城医療センター地域がん拠点病院研修会、土浦（特別講演）

大内憲明。乳がん検診の現状と今後。東京医科大学茨城医療センター地域がん拠点病院研修会、

2010年 3月 24日、土浦（特別講演）

第 110回日本外科学会学術集会、名古屋

① 大内憲明、舟橋啓臣。特別企画ビデオセッション「乳腺・内分泌」、第 110回日本外科学会

学術集会、名古屋、2010年 4月 8-10日（司会）

② 大内憲明。わかりやすい術後ホルモン療法。第110回日本外科学会学術集会、名古屋、2010

年 4月 8-10日（ランチョンセミナー司会）

③ 日景充、亀井尚、武田元博、大内憲明。ナノスケール蛍光粒子を用いた革新的センチネル

リンパ節イメージング。第 110回日本外科学会学術集会、名古屋、2010年 4月 8-10日

④ 宮下穣。トリプルネガティブ乳癌における予後予測因子の検討。第 110回日本外科学会学

術集会、名古屋、2010年 4月 8-10日

⑤ 河合賢朗。複数回のステレオガイド下マンモトー厶生検にて診断された乳癌症例の検討。

第 110回日本外科学会学術集会、名古屋、2010年 4月 8-10日



109

⑥ 深町佳世子。マイクロＸ線ＣＴによる腫瘍断層構造計測の試み。第 110回日本外科学会学

術集会、名古屋、2010年 4月 8-10日

⑦ 甘利正和、若年者乳癌の臨床病理学的検討。第110回日本外科学会学術集会、名古屋、2010

年 4月 8-10日

⑧ 濱中洋平、In vivoイメージングによる蛍光標識高分子ミセルの腫瘍内動態解析。第 110回

日本外科学会学術集会、名古屋、2010年 4月 8-10日

⑨ 玉城研太朗、血管新生に対するネガティブフィードバックレギュレーター：Vasohibin-1 の

乳腺疾患における発現の検討。第 110回日本外科学会学術集会、名古屋、2010年 4月 8-10

日

⑩ 岡きま子、ヒト乳癌におけるNudix-type motif 2 (NUDT2)の発現意義に関する検討。第 110

回日本外科学会学術集会、名古屋、2010年 4月 8-10日

ナノ学会第８回大会、岡崎

① 権田幸祐, 渡邉朋信, 武田元博, 大内憲明, 樋口秀男。転移性がん細胞の膜ダイナミックス

の in vivoナノイメージング。ナノ学会第 8回大会, 2010年 5月 13-15日, 岡崎

② 日景允, 権田幸祐, 武田元博, 亀井尚, 小林正樹, 熊坂増高, 濱中洋平, 濱田庸, 中川智彦,

宮田剛, 大内憲明。量子ドットを用いたリンパネットワークの微細構造イメージング。ナ

ノ学会第 8回大会, 2010年 5月 13－15日, 岡崎

③ 根城均, 武田元博，大内憲明。2次元高分解能分光による癌検出法の開発。ナノ学会第 8

回大会, 2010年 5月 13－15日, 岡崎

第 24回日本乳腺甲状腺超音波診断会議、仙台

04/17 1200- ランチョンセミナー座長・東野GE 04/18 は、鈴木・河合：石田君へ

第 21回日本内分泌外科学会総会、岡山

第 159回東北外科集談会、仙台

江幡明子、超音波ガイド下VAB system(VACORATM)使用症例の検討

第 18回日本乳癌学会総会、札幌

① PS3-02 大内憲明。乳がんナノテクノロジー研究の現状と今後の展望。第 18回日本乳癌学

会総会、札幌、2010年 6月 24-25日（Presidential Symposium）

② WS5-02 宮下穣、石田孝宣、甘利正和、中島護雄、河合賢朗、玉城研太朗、笹野公伸、大

内憲明。内分泌感受性別に見たHER2陽性乳癌の臨床病理額的検討。第 18回日本乳癌学会

総会、札幌、2010年 6月 24-25日

③ O-145 中島護雄、石田孝宣、武田元博、甘利正和、河合賢朗、岡きま子、玉城研太朗、大

内憲明。乳癌死亡患者の終末期医療についての検討。第 18回日本乳癌学会総会、札幌、2010

年 6月 24-25日

④ O-180 玉城研太朗、石田孝宣、宮下穣、甘利正和、大内憲明、笹野公伸、玉城信光。乳腺

針生検と摘出標本との比較：ホルモン受容体、組織型、核異型度は針生検でどこまで評価

できるか？第 18回日本乳癌学会総会、札幌、2010年 6月 24-25日

⑤ O-298 濱中洋平、権田幸祐、武田元博、白石貢一、横山昌幸、大内憲明。抗がん剤内包高

分子ミセルの腫瘍内 in vivoイメージング。第 18回日本乳癌学会総会、札幌、2010年 6月

24-25日

⑥ A-0009 深町佳世子、武田元博、中島護雄、甘利正和、石田孝宣、大内憲明。マイクロＸ

線ＣＴを用いた腫瘍組織の構造解析。第 18回日本乳癌学会総会、札幌、2010年 6月 24-25

日

⑦ A-0123 甘利正和、石田孝宣、武田元博、中島護雄、河合賢朗、大内憲明。術前化学療法

を施行した若年者乳癌の臨床病理学的検討。第 18回日本乳癌学会総会、札幌、2010年 6

月 24-25日
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⑧ A-0817 河合賢朗、石田孝宣、鈴木昭彦、玉城研太朗、大内憲明。検診受診率向上への取

組み:郵便並びに電話連絡を用いた繰返し検診。第 18回日本乳癌学会総会、札幌、2010年

6月 24-25日

⑨ 大内憲明。転移・再発乳癌に対する化学療法：今日までのエビデンスと明日からの実地臨

床。第 18回日本乳癌学会総会、札幌、2010年 6月 24-25日（司会）

⑩ 大内憲明, 権田幸祐, 河合賢朗, 多田寛, 武田元博。in vivoナノイメージングによる乳癌研

究：1分子可視化で判ってきたこと。第 18回日本乳癌学会学術総会, 2010年 6月 24－25

日, 札幌

第 47回日本外科代謝栄養学会、横浜、

宮田剛、小野寺浩、市川宏文、亀井尚、星田徹、菊池寛、中野徹、殿塚規雄、手島仁、藤田基

生、日景允、加藤貴志、後藤均、関口悟、川岸直樹、渡辺道雄、石田孝宣、佐藤成、大内憲明、

里見進。医学部学生実習における術後回復チェックリストの効用。第 47 回日本外科代謝栄養

学会、横浜、2010年 7月 9日

第 69回日本癌学会、大阪

叢莉蔓, 武田元博, 権田幸祐, 渡辺みか, 濵中洋平, 小林芳男, 熊坂増高, 小林正樹, 大内憲明。

動物モデルにおけるシリカコーティング蛍光性ナノ粒子を用いたセンチネルリンパ節のイメ

ージング。第 69回日本癌学会学術総会, 2010年 9月 22－24日, 大阪

シンポジウム 19 わが国のがん対策「がん対策のための戦略研究・J-START」

第 38回日本放射線技術学会秋季学術大会教育講演、仙台

第 38回日本放射線技術学会秋季学術大会教育講演「J-START の現状と今後の展開」、仙台、2010

年 10月 14-16日

第 43回日本甲状腺外科学会、倉敷・園尾（欠）

第 23回日本内視鏡外科学会総会、横浜

亀井尚、日景允、武田元博、中野徹、権田幸祐、濱中洋平、濱田庸、中川智彦、大内憲明、宮

田剛、里見進。蛍光内視鏡下手術の開発。第 23回日本内視鏡外科学会総会、横浜、2010年 10

月 20日

第 69回日本公衆衛生学会総会、シンポジウム「エビデンス形成とがん対策」東京

1345-1530 第 69回日本公衆衛生学会総会、シンポジウム「エビデンス形成とがん対策」

東京国際フォーラム、2010年 10月 27日

日本癌治療学会、京都

2010年 10月 28-30日 10/30 0900-1100 パネルディスカッション？

第 58回日本ウイルス学会学術集会、徳島

鈴木康弘, Chandora Nath Roy, 権田幸祐, 大内憲明。Novel Live cell imaging revealed the

involvement of intracellular organelles transporting systems in viral envelop induced cell fusion. 第 58回

日本ウイルス学会学術集会, 2010年 11月 7－9日, 徳島

第 53回日本甲状腺学会学術集会、長崎

中島範昭、渡辺道雄、峯岸道人、中野知之、藤盛啓成、大内憲明、里見進、赤田徹弥、高橋悟

朗、渋谷拓見、齋木佳克。敗血症に伴って発症した急性化膿性甲状腺炎の一例。第 53 回日本

甲状腺学会学術集会、長崎、11/12

第 19回日本婦人科がん検診学会特別講演「乳がん検診の現状と展望」、大阪

第 19回日本婦人科がん検診学会特別講演「乳がん検診の現状と展望」、大阪、2010年 11月 13-14

日

第 20回日本乳癌検診学会総会、福岡

① 11/19 特別講演・司会、特別企画「40歳代MMG検診の利益と不利益—米国のガイドラ

イン改定を受けて」司会・シンポジスト「USPSTF推奨グレード改定の経緯について」
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② 11/20 ランチョンセミナー Current status and issues of BC screening for pre-menopausal
women

③ 石田孝宣、河合賢朗、玉城研太朗、成川洋子、大内憲明。J-START からみえてきたもの。

第 20回日本乳癌検診学会総会、福岡、2010年 11月 19日

④ 玉城研太朗、石田孝宣、宮下穣、大内憲明、笹野公伸、玉城信光。乳房超音波検診の精度

管理。第 20回日本乳癌検診学会総会、福岡、2010年 11月 19日

⑤ 河合賢朗、石田孝宣、大貫幸二、西野善一、鈴木昭彦、渋谷大助、大内憲明。地域がん登

録を用いた検診モダリティ別乳がん生存率の検討。第 20回日本乳癌検診学会総会、福岡、

2010年 11月 20日

4th Nanomedicine International Symposium、岡崎・上岡

第 33回日本分子生物学会年会・第 83回日本生化学会大会合同大会、神戸

Chandora Nath Roy, Junji Imamura, Kohsuke Gonda, Hiroyuki Gatanaga, Noriaki Ohuchi, Yasuhiro

Suzuki. CXCR4-CXCL12 multimerizes on the cellular surface: evidences from nano imaging of cell

surface binding. 第 33回日本分子生物学会年会・第 83回日本生化学会大会合同大会, 2010年 12

月 7－10日, 神戸

生体運動研究合同班会議、大阪

濱田庸, 権田幸祐, 武田元博, 大内憲明。In vivoイメージングによる血管新生メカニズムの定量

的解析。2011年生体運動研究合同班会議, 2011年 1月 7－9日, 大阪

第７回ナノバイオ国際シンポジウム，基調講演、東京

大内憲明。高精度蛍光ナノ計測による新世代がん診断法の開発。第７回ナノバイオ国際シンポ

ジウム，基調講演, 2011年 2月 16日, 東京

第 8回日本乳癌学会東北地方会、仙台

高木まゆ、石田孝宣、玉城研太朗、甘利正和、武田元博、大内憲明。若年者乳がんの臨床病理

学検討。第 7回日本乳癌学会東北地方会、仙台、2011年 3月 5日

第 111回日本外科学会学術集会（紙上開催）

① 玉城研太朗、石田孝宣、甘利正和、宮下穣、大内憲明、笹野公伸、玉城信光。Vasohibin-1

の乳腺疾患における発現の検討と血管新生マーカーの研究 / Vasohibin-1 expression in breast

disorders.

② 河合賢朗、石田孝宣、鈴木昭彦、大貫幸二、渋谷大助、大内憲明。若年女性に対する超音

波検査による乳癌検診の試み。Pilot Study of Ultrasound Breast Screening for WomenAged 30 to

39.

③ 宮下穣、権田幸祐、武田元博、渡辺みか、石田孝宣、笹野公伸、大内憲明。蛍光ナノ粒子

を用いた定量的免疫組織化学法による乳癌HER2蛋白診断法の開発。Quantitative analysis of

HER2 protein in breast cancer tissue using single particle quantum dot imaging.

④ 多田寛、石田孝宣、武田元博、甘利正和、河合賢朗、玉城研太朗、深町佳世子、佐藤章子、

根本紀子、高木まゆ、大内憲明。進行再発乳癌における高用量トレミフェンの治療成績 /

Clinical usefulness of high-dose toremifene in patients with recurrent or advanced breast cancer.

ナノ学会第 9回大会、札幌

中川智彦, 権田幸祐, 武田元博, 小林芳男, 野沢卓也, 亀井尚, 叢莉蔓, 大内憲明。QD/SiO2 コア

-シェル粒子のシリカシェル厚変化が生体イメージングの耐光性へ及ぼす効果。ナノ学会第 9

回大会, 2011年 6月 2－4日, 札幌 (総発表 175題目中、38題の口頭発表に選抜)
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① 濱田庸, 権田幸祐, 武田元博, 山家智之, 佐藤成, 大内憲明。血管新生における血管内皮増

殖因子受容体分布の生体分子イメージング。ナノ学会第 9回大会, 2011年 6月 2－4日, 札

幌

第 23回日本内分泌外科学会総会、東京

中野知之、高橋淑郎、中島範昭、渡辺道雄、藤盛啓成、大内憲明、里見進。当科における甲状

腺髄様癌手術症例の検討。第 23回日本内分泌外科学会総会、東京、2011年 7月 7日 7-8日

第 19回日本乳癌学会学術総会、仙台

① 玉城研太朗、石田孝宣、宮下穣、武田元博、甘利正和、多田寛、河合賢朗、大内憲明。乳

腺画像診断の未来像 －生物学的現象を背景とした画像診断法の確立―。第 19 回日本乳

癌学会学術総会、仙台、2011年 9月 2日

② 河合賢朗、石田孝宣、大貫幸二、鈴木昭彦、渋谷大助、大内憲明。40歳台マンモグラフィ

検診の利益と不利益。第 19回日本乳癌学会学術総会、仙台、2011年 9月 2日

③ 甘利正和、石田孝宣、大内憲明。閉経後転移・再発乳癌に対するAI（Steroidal, Non-steroidal）

逐次投与の検討。第 19回日本乳癌学会学術総会、仙台、2011年 9月 2日

④ 多田寛、石田孝宣、甘利正和、鈴木昭彦、渡部剛、河合賢朗、玉城研太朗、大内憲明。乳

房温存療法におけるLTFを用いた一期的乳房形成。第 19回日本乳癌学会学術総会、仙台、

2011年 9月 3日

18th International Symposium、仙台

① Ohuchi N, Hamada Y, Nakagawa T, Gonda K. Development of Fluorescent Nano-Particle and
Nano-Imaging System forAdvanced Nanomedicine. 18th International Symposium of Tohoku
University Global COE Programme Global Nano-Biomedical Engineering Education and Research
Network Centre, Nano-Biomedical Engineering in the EastAsian-Pacific Rim Region. 仙台、March
5-6, 2012

② Nakagawa T, Gonda K, Cong L, Kamei T, Kobayashi Y, Inose H, Nagase R, Ohuchi N. CT Imaging
of Tumor by Silica-CoatedAu Nanoparticle. 18th International Symposium of Tohoku University
Global COE Programme Global Nano-Biomedical Engineering Education and Research Network
Centre, Nano-Biomedical Engineering in the EastAsian-Pacific Rim Region. 仙台、March 5-6, 2012

③ Niizuma N, Gonda K, Tada H, Nemoto N, Kamei T, Ohuchi N. Change of the HER3 Expression
Pattern between Primary Breast Cancer and Corresponding Lymph Node Metastases. 18th
International Symposium of Tohoku University Global COE Programme Global Nano-Biomedical
Engineering Education and Research Network Centre, Nano-Biomedical Engineering in the East
Asian-Pacific Rim Region. 仙台、March 5-6, 2012

第２回全体会議・公開シンポジウム、京都

① 権田 幸祐、中川智彦、濱田庸、大内憲明。定量的 in vivoイメージング法の開発とマウス

個体内分子メカニズム解析への応用。文部科学省 科学研究費補助金 新学術領域研究

“ナノメディシン分子科学”第２回全体会議・公開シンポジウム、京都、2012年 3月 7日

② 中川智彦、権田幸祐、叢莉蔓、亀井尚、大内憲明、小林芳男、野沢卓也。シリカコーティ

ング金粒子によるがんCT イメージング。新学術領域研究 “ナノメディシン分子科学”第

２回全体会議・公開シンポジウム、京都、2012年 3月 8－9日

5th International Symposium on Nanomedicine、名古屋

① Nakagawa T, GondaK, Kobayashi Y, Cong L, Kamei T, Inose H, Nagasu R, Ohuchi N. CT Imaging
of Tumor with Silica-CoatedAu Nanoparticle. 5th International Symposium on Nanomedicine.名

古屋、2012年 3/15－17日

② Hamada Y, Gonda K, Kawamura Ｋ，SatoA, Satomi S, Ohuchi N. New in vivo Molecular Imaging

Technique for Clarification ofAngiogenesis Mechanism(血管新生機構解明の為の新規生体分子

イメージング技術) 5th International Symposium on Nanomedicine. 名古屋、2012年 3月 15

－17日
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第 112回日本外科学会定期学術集会、千葉

甘利正和、石田孝宣、鈴木昭彦、多田寛、渡部剛、大内憲明。閉経後転移・再発乳癌に対する

AI（第三世代３剤）逐次投与の効果。第 112回日本外科学会定期学術集会、4/12－14、千葉 2012

第 154回日本循環器学会東北地方会、盛岡

河村圭一郎、芹澤玄、佐藤成、大内憲明、里見進、伊藤健太、下川宏明。間歇性跛行を有する

末梢動脈疾患患者に対する低出力体外衝撃波治療。第 154 回日本循環器学会東北地方会、6/2、

盛岡 2012

第 163回東北外科集談会、仙台

佐藤章子、石田孝宣、甘利正和、鈴木昭彦、多田寛、渡部剛、大内憲明。進行再発乳癌におけ

るエリブリンの使用経験。

第 163回東北外科集談会、6/4、仙台 2012

第 38回日本急性肝不全研究会、金沢

川岸直樹、福島大造、武田郁央、宮城重人、佐藤和重、関口悟、佐藤成、大内憲明。小児急性

肝不全に対する生体肝移植の経験。第 38回日本急性肝不全研究会、 6/4、 金沢 2012

第 24回日本内分泌外科学会総会、名古屋

中島範昭、中野知之、高橋淑郎、田頭真実、藤盛啓成、渡辺道雄、大内憲明。骨転移を来した

微小浸潤型甲状腺濾胞癌の 3例。第 24回日本内分泌外科学会総会、6/8、名古屋 2012

第 163回東北外科集談会、仙台

① 原康之、宮城重人、川岸直樹、関口悟、佐藤和重、大内憲明、里見進。肝細胞癌に対する

生体肝移植と肝切除の比較検討。第 163回東北外科集談会、6/9 、仙台

② 中村崇宣、谷山裕亮、亀井尚、宮田剛、笹野公伸、大内憲明。診断に難渋したVerrucous

carcinoma の一例。第 163回東北外科集談会、6/9 、仙台 2012

第 30回日本肝移植研究会、福岡

①川岸直樹、福島大造、武田郁央、宮城重人、佐藤和重、関口悟、佐藤成、大内憲明。東北大

学病院における脳死肝移植の現状。第 30回日本肝移植研究会、6/14、福岡

②武田郁央、関口悟、川岸直樹、佐藤和重、宮城重人、佐藤成、大内憲明。 小児肝肺症候群

に対する生体肝移植の経験。第 30回日本肝移植研究会、6/14、福岡 2012

ナノ学会 第 10回大会、大阪

① N.S.Venkataramanan、根城均、水関博志、川添良幸、権田幸祐、多田寛、大内憲明。抗がん

剤の効果的ドラッグデリバリーへ向けた第一原理計算。ナノ学会 第 10回大会

(The 10th annual meeting of Society of Nano Science and Technology)、6/14－16、大阪 2012

② 中川智彦、権田幸祐、叢莉蔓、亀井尚、叢 莉蔓、久保田洋介、大内憲明。金ナノ粒子を

用いた腫瘍のCT イメージング。ナノ学会 第 10回大会(The 10th annual meeting of Society of

Nano Science and Technology)、6/14－16、大阪 2012

第 66回日本食道学会学術集会、軽井沢

① 山田誠人、中野徹、佐藤千晃、中川敦寛、宮田剛、佐藤成、冨永悌二、大内憲明。パルス

ウォータージェットメスで食道ESDを行うための条件と組織物性値の検討。第 66回日本

食道学会学術集会、6/21、軽井沢 2012

② 佐藤千晃、亀井尚、中村崇宣、三田村篤、藤田基生、手島仁、桂一憲、谷山裕亮、阿部薫

夫、中野徹、宮田剛、佐藤成、大内憲明。食道癌化学放射線療法後の遺残、再発に対する

salvage ESD。第 66回日本食道学会学術集会、6/21、軽井沢 2012

③ 佐藤千晃、中野徹、山田誠人、中川敦寛、亀井尚、宮田剛、佐藤成、冨永悌二、大内憲明、

里見進。内視鏡用レーザー誘発パルスウォータージェットメスによる全身麻酔下ブタ食道

ESD。第 66回日本食道学会学術集会、6/22、軽井沢2012
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④ 中野徹、宮田剛、小野寺浩、市川宏文、亀井尚、谷山裕亮、手島仁、三田村篤、中村崇宣、

佐藤成、大内憲明、里見進。バレット粘膜を伴う食道腺癌の手術症例の検討。第 66回日本

食道学会学術集会、6/22、軽井沢 2012

⑤ 岡本宏史、藤島史喜、宮田剛、小野寺浩、市川宏文、亀井尚、中野徹、谷山裕亮、洞口正

志、大内憲明。根治的CRT 後サルベージ手術標本における臨床病理学的・免疫組織学的検

討。第 66回日本食道学会学術集会、6/22、軽井沢 2012

第 20回日本乳癌学会学術総会、熊本

① 甘利正和、石田孝宣、鈴木昭彦、多田寛、渡部剛、大内憲明。luminalA閉経後転移、再発

乳癌に対する内分泌療法の効果。第 20回日本乳癌学会学術総会、6/28、熊本 2012

② 根本紀子、多田寛、石田孝宣、甘利正和、大内憲明、渡辺みか、笹野公伸、権田幸祐。蛍

光ナノ粒子を用いたHER3の蛍光免疫染色による高感度定量化の検討。第 20回日本乳癌学

会学術総会、6/30、熊本 2012

③ 河合賢朗、南優子、西野善一、深町佳世子、大内憲明、角川陽一郎。Reproductive factor と

内分泌受容体別乳がん罹患の症例対照研究。第 20回日本乳癌学会学術総会、6/30、熊本 2012

第 67回日本消化器外科学会総会、富山

① 中野徹、宮田剛、小野寺浩、市川宏文、亀井尚、谷山裕亮、手島仁、三田村篤、中村崇宣、

佐藤成、大内憲明、里見進、藤島史喜。Siewert type2 食道胃接合部癌手術症例の検討。第

67回日本消化器外科学会総会、7/19、富山 2012

② 亀井尚、宮田剛、中野徹、阿部薫夫、桂一憲、谷山裕亮、藤田基生、手島仁、三田村篤、

中村崇宣、佐藤成、大内憲明。成績からみた食道癌サルベージ手術の適応と合理的術式。

第 67回日本消化器外科学会総会、7/20、富山 2012

③ 岡本宏史、藤島史喜、土田憲、後藤均、橋本宗敬、赤松大二朗、清水拓也、佐藤成、大内

憲明。腹部大動脈瘤の手術中に偶然発見された空腸異所性膵 IPMN様病変の 1切除例。第

67回日本消化器外科学会総会、7/20、富山 2012

第 22回東北血管外科地方会、仙台

赤松大二朗、佐藤成、後藤均、橋本宗敬、清水拓也、深山紀幸、土田憲、大内憲明。内腸骨動

脈瘤ー下大静脈瘻に対するEVAR施行中に心停止した一例。第22回東北血管外科地方会、9/15、

仙台 2012

第 164回東北外科集談会、仙台

① 中西渉、原康之、福島大造、山谷英之、中西史、武田郁央、宮城重人、佐藤和重、川岸直

樹、関口悟、大内憲明。

当科における膵腎同時移植の現況。第 164回東北外科集談会、9/15、仙台 2012

② 中野知之、高橋淑郎、田頭真実、中島範昭、藤盛啓成、大内憲明。甲状腺内に原発病変を

認めなかった甲状腺乳頭癌リンパ節転移の 1例。第 164回東北外科集談会、9/15、仙台 2012

③ 江幡明子、甘利正和、石田孝宣、鈴木昭彦、多田寛、渡部剛、大内憲明。マンモトーム生

検で非浸潤性乳管癌と診断された症例の石灰化と癌病変の広がりの検討。第 164回東北外

科集談会、9/15、仙台 2012

第 71回日本癌学会学術総会、札幌

① 渡部 剛、石田孝宣、古田昭彦、高橋徹、大内憲明。免疫染色による p53機能不全群は乳

癌、特に ER+HER2-サブタイプにおいても予後不良因子となる。第 71 回日本癌学会学術

総会、札幌、9/19、2012

② 伊藤 想一、宮下浩輝、鈴木康弘、小林美穂、大内憲明、佐藤靖史。内因性 Vasohibin-1

は癌細胞の血管内侵入に対する血管内皮の抵抗性を維持し、転移を抑制する。 第 71 回

日本癌学会学術総会、札幌、9/20、2012

③ 柴原 裕紀子、三木康宏、端秀子、小野寺好明、大内憲明、笹野公伸。乳癌におけるアロ

マターゼ阻害剤の投与に従うmicroRNA の変動および let-7f によるCYP19Ａ１遺伝子の制

御について。第 71回日本癌学会学術総会、札幌、9/20、2012
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④ Keely M McNamara、Miki Yasuhiro、Niramol Chanplakorn、Sansanee Wongwaisayawan、Pimpin

Incharoen、Nakamura Yasuhiro、Suzuki Takashi、Miyasita Minoru、Tamaki Kentaro、Ishida Takanori、

Ohuchi Noriaki、Sasano Hironobu.

Activation of androgenic pathways results in lower tumor cell proliferation in triple negative breast

cancer. 71stAnnual meeting of the Japanese cancerAssociation, Saporo, 9/20,2012

⑤ 齋藤 涼子、三木康宏、飯田慎也、端秀子、髙木清司、小野克彦、大内憲明、鈴木貴、笹

野公伸。 ＥＲ陽性乳癌におけるＡhR を介したAromatase 発現誘導。第 71 回日本癌学会

学術総会、札幌、9/20,2012

10/4 第 45回日本甲状腺外科学会、横浜

中島範昭、中野知之、藤盛啓成、石田和之、村上圭吾、高橋淑郎、田頭真実、大内憲明。当科

におえる甲状腺低分化癌手術症例の病理学的特徴と予後の検討。第45回日本甲状腺外科学会、

10/4、横浜 2012

10/12 第 16回日本内分泌病理学会、仙台

中野知之、高橋淑郎、田頭真実、中島範昭、笠島敦子、藤盛啓成、大内憲明、笹野公伸。Ｓpontaneous

regression が疑われた甲状腺乳頭癌リンパ節転移の 1 例。第 16 回日本内分泌病理学会、10/12、

仙台 2012

10/13 第 20回日本消化器関連学会週間、消化器外科学会、神戸

武田郁央、川岸直樹、関口悟、佐藤和重、宮城重人、中西史、山谷英之、佐藤成、大内憲明。

劇症肝炎に対する生体肝移植の経験。第 20回日本消化器関連学会週間、消化器外科学会、10/13、

神戸 2012

10/26 第 50回日本癌治療学会学術総会、横浜

甘利 正和、石田 孝宣、鈴木 昭彦、多田 寛、渡部 剛、大内 憲明。nab-paclitaxel の治

療効果および他剤との比較検討。第 50回日本癌治療学会学術総会、10/26、横浜 2012

11/9－10 第 22回日本乳癌検診学会学術総会、沖縄

① 多田寛，河合賢朗，石橋忠司，山田隆之，鈴木昭彦，甘利正和，渡部剛，石田孝宣，角森

昭教，大内憲明。

マンモグラフィ描出困難な症例の臨床病理学的特徴の解析。第 23 回日本乳癌検診学会学

術総会、11/9－10、沖縄 2012

② 河合 賢朗、角川陽一郎、南優子、大内憲明。疫学的にみた乳がんハイリスクグループ。

第 22回日本乳癌検診学会学術総会、11/9、沖縄 2012

11/26-27日本バイオマテリアル学会シンポジウム 2012、仙台

権田幸祐、中野寧、大内憲明。高精度蛍光ナノイメージングで拓くがん医学・医療研究の新展

開。日本バイオマテリアル学会シンポジウム 2012 "S12 バイオマテリアルとイメージング”。

2012年 11月 27日、仙台 2012

11/29 第 55回日本甲状腺学会、福岡

中野知之、高橋淑郎、田頭真実、中島範昭、笠島敦子、藤盛啓成、大内憲明、笹野公伸。穿刺

吸引細胞診で鑑別困難と診断された症例の検討。第 55回日本甲状腺学会、11/29、福岡 2012

11/29 第 74回日本臨床外科学会、東京

原 康之、福島大造、中西史、武田郁央、関口悟、佐藤成、大内憲明。食道静脈瘤破裂から救

命し生体肝移植し得た症候性原発性胆汁性肝硬変(PBC）の 1例。第 74回日本臨床外科学会、

11/29、東京 2012

11/29-12/1 6th ISNM,Matsue

① Gonda K, Nakagawa T, Tada H, Amari M, Nakano Y, Ohuchi N. Development of imaging

technology for advanced cancer diagnosis. 6th International Symposium on Nanomedicine.

November 29-December 1, 2012, Matsue. (招待講演)
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② Satoh K, Gonda K, Tada H, Takahashi Y, Watanabe M, Amari M, Ishida T, Ohuchi N. Quantitative

diagnosis of the histone modification levels in breast cancer tissue using quantum dots. 6th

International Symposium on Nanomedicine. November 29-December 1, 2012, Matsue. (ポスター講

演)

③ Cong L, Gonda K, Tada H, Hamanaka Y, Amari M, Ohuchi N. Imaging of sentinel lymph node in an

animal model with silica-coated fluorescent nanoparticles. 6th International Symposium on

Nanomedicine. November 29-December 1, 2012, Matsue. (ポスター講演)

12/6－7 第 39回日本肝臓学会東部会、東京

① 川岸直樹、佐藤成、大内憲明。当院における脳死肝移植の現状。第 39回日本肝臓学会東部

会、12/6、東京 2012

② 原康之、川岸直樹、中西史、山谷英之、武田郁央、宮城重人、佐藤和重、関口悟、佐藤成、

大内憲明。

肝移植後 fibrosing cholestatic hepatitis（FCH）に関する検討。第 39 回日本肝臓学会東部会、

12/7、東京 2012

第 194回例会日本消化器病学会 東北支部

中西 史、関口 悟、川岸 直樹、佐藤 和重、宮城 重人、武田 郁央、阿佐美 健吾、神

保 琢也、原 康之、中西 渉、佐藤 成、大内 憲明。東北大学におけるアルコール性肝硬

変に対する肝移植。2/9、仙台 2013

第 113回日本外科学会定期学術集会、福岡

① 宮田剛、石橋生哉、海堀昌樹、谷口英喜、深柄和彦、若林秀隆、鷲澤尚宏、亀井尚、中野

徹、阿部薫夫、桂一憲、谷山裕亮、手島仁、佐藤成、大内憲明。外科手術後回復促進のた

めの本質的戦略。第113回日本外科学会定期学術集会、4/11、福岡 2013

② 多田 寛、権田幸祐、宮下譲、渡辺みか、甘利正和、鈴木昭彦、石田孝宣、大内憲明。

蛍光ナノイメージングを用いた病理組織診断による分子標的治療の新たな展開。第 113回

日本外科学会定期学術集会、4/11、福岡 2013

③ 岡本宏史、藤島史喜、宮田剛、亀井尚、中野徹、桂一憲、阿部薫夫、谷山裕亮、手島仁、

佐藤成、

大内憲明、笹野公伸。治療前生検組織でのMurine double minute 2 発現を用いた食道扁平上

皮癌に対する根治的化学放射線療法の感受性予測と治療戦略の検討。第 113回日本外科学

会定期学術集会、4/11、福岡 2013

④ 渡部 剛、石田孝宣、甘利正和、鈴木昭彦、多田寛、江幡明子、高橋信、石岡千加史、古

田昭彦、渡辺みか、

大内憲明。p53 変異を予測可能とする免疫染色の組み合わせと予後因子としての有用性。

第 113回日本外科学会定期学術集会、4/12、福岡 2013

⑤ 江幡 明子、鈴木貴、高木清司、三木康宏、小野寺好明、中村保宏、藤島史喜、石田和之、

渡辺みか、玉城健太朗、石田孝宣、大内憲明、笹野公伸。非浸潤性乳癌組織におけるエス

トロゲン導入遺伝子の発現。第 113回日本外科学会定期学術集会、4/12、福岡 2013

⑥ 佐藤千穂、関口敦、事崎由佳、野内類、竹内光、瀧靖之、河合賢朗、多田寛、石田孝宣、

川島隆太、大内憲明。乳癌患者における術後認知機能障害の神経基盤の検討。第 113回日

本外科学会定期学術集会、4/12、福岡 2013

⑦ 亀井 尚、宮田剛、中野徹、阿部薫夫、桂一憲、谷山裕亮、手島仁、三田村篤、中村崇宣、

佐藤成、大内憲明。 胸腔鏡下食道切除術の標準化のための工夫。 第 113回日本外科学

会定期学術集会、4/13、福岡 2013

⑧ 宮城重人、中西渉、原康之、阿佐見健吾、神保琢也、山谷英之、中西史、武田郁央、佐藤

和重、関口悟、川岸直樹、大内憲明、里見進。肝移植後致命的合併症である肝動脈閉塞症

の現状と対策‐特に解剖学的再建が不能となった症例への対応。第 113回日本外科学会定
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期学術集会、4/13、福岡 2013

⑨ 谷山裕亮、宮田剛、亀井尚、中野徹、阿部薫夫、桂一憲、手島仁、三田村篤、中村崇宣、

佐藤成、大内憲明。胸部食道癌 T4 症例に対しての放射線化学療法および salvage 手術の成績。

第 113回日本外科学会定期学術集会、4/13、福岡 2013

第 25回日本内分泌外科学会、山形

高橋淑郎、田頭真実、中野知之、中島範昭、藤盛啓成、大内憲明。術前穿刺吸引細胞診で悪性

または悪性疑い

とされ、永久標本にて良性と診断された３例の検討。第 25回日本内分泌外科学会、5/24、山形

2013

第 41回日本血管外科学会総会、大阪

深山 紀幸、佐藤成、後藤均、橋本宗敬、赤松大二朗、清水拓也、土田憲、高瀬圭、清治和将、

大田英揮、大内憲明。

EVAR後Type II endoleak に対する治療戦略 当科におけるEndoleakの傾向および治療成績。第

41回日本血管外科学会総会、大阪、5/30,2013

第 11回ナノ学会、東京工業大学 百年記念館

河村 圭一郎、権田幸祐、佐藤成、濱田庸、中川智彦、久保田洋介、大内憲明。金ナノ粒子を

用いた後肢動脈虚血モデルマウス血管新生の CT イメージング。第 11 回ナノ学会、6/8、

東京 2013

第 165回東北外科集談学会、仙台

太田依璃子（医学部 6 年）、宮城重人、関口悟、中西渉、原康之、阿佐美健吾、神保琢也、山

谷英之、中西史、武田郁央、佐藤和重、川岸直樹、大内憲明。膵腎同時移植後の消化管出

血に対しソマトスタチンアナログが奏功した一例。第 165回東北外科集談学会、6/8、仙台

2013

第 25回日本肝胆膵外科学会学術集会、宇都宮 2013

① 川岸直樹、中西史、武田郁央、宮城重人、佐藤和重、佐藤成、大内憲明。当院における脳

死肝移植患者の長期成績。第 25回日本肝胆膵外科学会学術集会、6/12、宇都宮

② 中西史、宮城重人、 川岸直樹、 大内憲明。原発性胆汁性肝硬変に対する生体肝移植の

長期成績に関する検討。

第 25回日本肝胆膵外科学会学術集会、6/12、宇都宮

③ 宮城重人、川岸直樹、中西渉、原康之、中西史、武田郁央、佐藤和重、関口悟、大内憲明、

里見進。肝移植後致命的合併症である肝動脈閉塞症の対策と危険因子の検証。第 25 回日

本肝胆膵外科学会学術集会、6/12、宇都宮

第 67回日本食道学会学術集会、大阪 2013

① 谷山裕亮、宮田剛、亀井尚、阿部薫夫、桂一憲、手島仁、佐藤千晃、伊藤想一、高屋快、

中川智彦、洞口正志、佐藤成、大内憲明。食道扁平上皮癌におけるNACの現状とNACRT

への展望。 第 67回日本食道学会学術集会、6/13、大阪

② 岡本宏史、藤島史喜、宮田剛、亀井尚、中野徹、桂一憲、阿部薫夫、谷山裕亮、手島仁、

佐藤成、大内憲明、 笹野公伸。治療前生検組織におけるMDM2・Ki-67陽性率を用いた

根治的CRT の感受性・予後予測。

第 67回日本食道学会学術集会、6/14、大阪

③ 小澤洋平、藤島史喜、岡本宏史、谷山裕亮、宮田剛、亀井尚、佐藤成、大内憲明、笹野公

伸。類基底細胞癌、腺癌、扁平上皮癌成分が同一病変内に観察された表在食道癌の 1切除

例。 第 67回日本食道学会学術集会、6/14、大阪

④ 中川智彦、宮田剛、亀井尚、中野徹、阿部薫夫、桂一憲、谷山裕亮、手島仁、直島君也、

洞口正志、高屋快、大内憲明。食道切除を要したアカラシア再発症例の 1 例。第 67 回日

本食道学会学術集会、6/14、大阪
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第 21回日本乳癌学会学術総会、浜松 2013

① 鈴木 昭彦、石田孝宣、甘利正和、多田寛、渡部剛、濱中洋平、江幡明子、藤井里圭、大

内憲明。 マンモグラフィ検診における視触診の意義に関する検討。 第 21 回日本乳癌

学会学術総会、6/26、浜松

② 佐藤 章子、石田孝宣、甘利正和、鈴木昭彦、多田寛、渡部剛、大内憲明。HER2陰性Luminal

タイプ乳がんにおける病理組織学的再発予測因子の検討。 第21回日本乳癌学会学術総会、

6/26、浜松

③ 高木 まゆ、石田孝宣、甘利正和、玉城研太朗、雷哲明、平川久、三木康弘、笹野公伸、

大内憲明。 浸潤性乳管癌と浸潤性小葉癌のホルモン代謝における病理学的検討比較。

第21回日本乳癌学会学術総会、6/26、浜松

④ 宮下 穣、天野吾郎、内村文昭、矢島美穂子、石田孝宣、大内憲明。 術前診断DCIS症例

におけるセンチネルリンパ節生検の省略基準 −自験例の後方視的解析から−。 第21回日

本乳癌学会学術総会、6/26、浜松

⑤ 根本 紀子、石田孝宣、甘利正和、鈴木昭彦、多田寛、笹野公伸、大内憲明。 浸潤性微

小乳頭癌（IMPCa）49例における乳管内進展（ISC）の検討。 第21回日本乳癌学会学術

総会、6/27、浜松

⑥ 中川 紗紀、甘利正和、石田孝宣、鈴木昭彦、多田寛、渡部剛、江幡明子、大内憲明。

閉経後進行・再発乳癌におけるフルベストラントに関する検討。 第21回日本乳癌学会学

術総会、6/27、浜松

⑦ 渡部 剛、石田孝宣、高橋信、鈴木昭彦、甘利正和、多田寛、渡辺みか、古田昭彦、石岡

千加史、大内憲明。

p53変異を予測可能とする免疫染色の組み合わせと、サブタイプとの関連性。 第21回日

本乳癌学会学術総会、6/28、浜松

⑧ 藤井 里圭、花村徹、丹羽俊文、石田孝宣、大内憲明、林 慎一。 アンドロゲン受容体

依存性増殖を示すアロマターゼ阻害剤耐性モデル乳癌細胞株。 第21回日本乳癌学会学術

総会、6/28、浜松

第 8回小児肝移植懇話会、熊本 2013

川岸直樹、西村隆一、神保琢也、阿佐美健吾、中西史、武田郁央、宮城重人、佐藤和重、佐藤 

成、大内憲明。東日本大震災２日前に移植した劇症肝炎の１例。第 8回小児肝移植懇話会、

7/3、熊本

第 31回日本肝移植研究会、熊本 2013

① 川岸直樹、神保拓也、阿佐美健吾、中西史、武田郁夫、宮城重人、佐藤和重、佐藤成、大

内憲明。ステロイド抵抗性急性拒絶反応に対する当科における治療戦略。第 31 回日本肝

移植研究会、7/4、熊本

② 中西史、川岸直樹、佐藤和重、宮城重人、武田郁央、阿佐美健吾、神保琢也、原康之、中

西渉、佐藤成、大内憲明。東北大学におけるアルコール性肝硬変に対する生体肝移植の適

応と移植後再飲酒の検討。第 31回日本肝移植研究会、7/4、熊本

③ 村上圭吾、川岸直樹、石田和之、中西史、宮城重人、武田郁央、佐藤和重、藤島史喜、大

内憲明。C型肝硬変に対する生体肝移植後 1か月以内にFibrosing cholestatic hepatitis を発症

した 1例。第 31回日本肝移植研究会、7/5、熊本

第 68回日本消化器外科学会総会、宮崎 2013

① 川岸直樹、西村隆一、神保琢也、阿佐美健吾、中西渉、中西史、武田郁央、宮城重人、佐

藤和重、佐藤成、大内憲明。生体肝移植ドナーの長期における安全性の検討。第 68 回日

本消化器外科学会総会、7/18、宮崎

② 中西史、中野徹、山田誠人、佐藤千晃、中川敦寛、川岸直樹、佐藤成、大内憲明。ピエゾ

駆動方式パルスウォータージェットメスを用いた肝切除（ブタ生存実験における検討）。
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第 68回日本消化器外科学会総会、7/18、宮崎

③ 小澤洋平、藤島史喜、岡本宏史、手島仁、宮田剛、亀井尚、佐藤成、大内憲明、笹野公伸。

Long-segment Barrett esophagus を背景とした多発Barrett 食道癌と食道胃接合部腺癌が重複

した 1切除例。第 68回日本消化器外科学会総会、7/19、宮崎

第 116回宮城肝癌治療研究会、仙台 2013

西村隆一、宮城重人、中西史、三浦佑一、中西渉、阿佐美健吾、神保琢也、武田郁夫、佐藤和

重、川岸直樹、佐藤成、

大内憲明。嚢胞性腫瘤を伴った肝腫瘍の１例。第 116回宮城肝癌治療研究会、7/24、仙台

第 12回日本組織移植学会総会・学術集会、埼玉市 2013

吉田諭、山形洋平、村山和隆、渡邉君子、猪村武弘、五十嵐康宏、稲垣明子、大橋一夫、大内

憲明、里見進、後藤

昌史。肝細胞移植に必要な細胞分離用酵素成分の考察。第 12 回日本組織移植学会総会・学術

集会、8/3、埼玉市

第 49回日本移植学会総会、京都 2013

① 村上圭吾、川岸直樹、中西史、武田郁央、宮城重人、佐藤和重、関口悟、藤島史喜、大内

憲明。C型肝硬変に対する生体肝移植術施行後 28病日にFibrosing cholestatic hepatitis と診

断した 1例。第 49回日本移植学会総会、9/6、京都

② 中西史、川岸直樹、関口悟、佐藤和重、宮城重人、武田郁央、佐藤成、大内憲明。アルコ

ール性肝硬変に対する肝移植後再飲酒の検討：東日本大震災の影響。第 49 回日本移植学

会総会、9/6、京都

③ 宮城重人、川岸直樹、中西渉、中西史、武田郁央、佐藤和重、大内憲明。肝細胞癌に対す

る生体肝移植と肝切除の比較検討。第 49回日本移植学会総会、9/7、京都

④ 米田海、赤松順寛、原康之、柏舘俊明、宮城重人、川岸直樹、大内憲明。心停止下摘出肝

グラフトに対する、常温酸素化バッファーによる短時間冷保存前灌流（SOWP）およびプ

ロスタグランジンE1添加の効果。第 49回日本移植学会総会、9/7、京都

⑤ 吉田諭、山形洋平、村山和隆、渡邉君子、猪村武弘、五十嵐康宏、稲垣明子、藤盛啓成、

大橋一夫、大内憲明、里見進、後藤昌史。細胞分離のCollagenase H至適化において対象組

織が発現するコラーゲン IIIの意義。

第 49回日本移植学会総会、9/7、京都

⑥ 宮澤恒持、宮城重人、米田海、村上圭吾、藤尾淳、柏舘俊明、中西渉、原康之、中西史、

山谷英之、川岸直樹、大内憲明。心停止ドナーからの肝移植におけるフリーラジカルスカ

ベンジャーであるエダラボンの効果。

第 49回日本移植学会総会、9/7、京都

第 166回東北外科集談会、青森市 2013

高橋淑郎、藤盛啓成、中島範昭、佐藤真実、大内憲明。甲状腺硝子化索状腫瘍の一例。

第 166回東北外科集談会、9/14、青森市

第 46回日本甲状腺外科学会、名古屋 2013

① 中島範昭、高橋淑郎、藤盛啓成、中野知之、佐藤真実、丸岡伸（放射線治療科）、大内憲

明。高危険度甲状腺分化癌における放射性ヨードアブレーションの予後改善効果の検討。

第 46回日本甲状腺外科学会、9/27、名古屋

② 高橋 淑郎、藤盛啓成、中島範昭、佐藤真実、大内憲明。 原発性副甲状腺機能亢進症術

後偽痛風の検討。 第 46回日本甲状腺外科学会、9/27、名古屋

第 72回日本癌学会学術総会、横浜 2013

① 中川智彦、権田幸介、亀井尚、久保田洋介、叢莉蔓、中川寧、大内憲明。金ナノ粒子を用

いた腫瘍のＣＴイメージング。第 72回日本癌学会学術総会、10/3、横浜

② Keely M McNamura, Alif M Nurani, Yoda T, Miki Y, Nishimura R, Arima N, Suzuki T, Miyashita



120

M, Tamaki K, Ishida T, Ohuchi N, Sasano H. Clinicopathological significance of Androgen Receptor

status in recurrent triple negative breast carcinoma patients. 第 72回日本癌学会学術総会、10/4、

横浜

③ 櫻井美奈子、三木康宏、柴原裕紀子、鈴木貴、大内憲明、笹野公伸。RNA結合蛋白Musashi-1

と強調的に乳癌進展に寄与するLin28Ｂの新規治療標的としての可能性。 第 72回日本癌

学会学術総会、10/4、横浜

④ Monica S.M.Chan, Shi-Fan Chen, Saulo JA Felizola, Lin Wang, Nemoto N, Tamaki K, Ishida T,

Ohuchi N, Sasano H. Changes of tumor infiltrating lymphocytes subtypes and neoangiogenesis in

neoadjuvant chemotherapy of breast cancer. 第 72回日本癌学会学術総会、10/4、横浜

⑤ 内田恵子、柴原裕紀子、三木康宏、端秀子、岩渕英里奈、根本紀子、石田孝宣、大内憲明、

笹野公伸。乳癌の転移リンパ節におけるER、PR、HER2、Ki-67発現と術前化学療法の関

与について。 第 72回日本癌学会学術総会、10/4、横浜

⑥ 藤井里圭、花村徹、丹羽俊文、笹野公伸、石田孝宣、大内憲明、林真一。アンドロゲン受

容体シグナルを主要増殖因子とするアロマターゼ阻害剤耐性モデル乳癌細胞。第 72 回日

本癌学会学術総会、10/4、横浜

⑦ 依田智美、Keely McNamara、三木康宏、高木清司、鈴木貴、石田孝宣、大内憲明、笹野公

伸。MolecularApocrine 乳癌における 17βHSD5のアンドロゲンによる発現調節。第 72回日

本癌学会学術総会、10/5、横浜

第 21回 JDDW2013（日本消化器関連学会週間 2013）、東京

宮城重人、中西史、原康之、中西渉、柏舘俊明、神保琢也、阿佐美健吾、武田郁央、佐藤和重、

川岸直樹、大内憲明。

腹腔鏡下肝ブロック生検が診断に有用であった 3 例。第 21 回 JDDW2013（日本消化器関連学

会週間）、10/10、東京

第 54回日本脈管学会、東京 2013

深山紀幸、後藤均、橋本宗敬、赤松大二朗、清水拓也、芹澤玄、濱田庸、土田憲、田島悠太、

大内憲明。 腹部大動

脈瘤に対するEVAR後の瘤径変化。 第 54回日本脈管学会、東京、10/10

第 51回日本癌治療学会学術集会、京都 2013

江幡 明子、石田孝宣、高木清司、三木康宏、平川久、角川陽一郎、天野吾郎、森奈緒子、中

村保宏、渡辺みか、甘利正和、

笹野公伸、鈴木貴、大内憲明。 閉経後非浸潤性乳管癌(DCIS)におけるレトロゾールの臨床病

理学的効果。 第 51回日本癌

治療学会学術集会、10/26、京都

第 56回日本甲状腺学会学術集会、和歌山 2013

① 中島範昭、高橋淑郎、藤盛啓成、佐藤真実、大内憲明。 甲状腺分化癌全摘術後アブレー

ション後に遠隔再発をきたした症例の検討。第 56 回日本甲状腺学会学術集会、11/16、和

歌山

② 高橋 淑郎、藤盛啓成、中島範昭、佐藤真実、大内憲明。 甲状腺癌に対する 131-I 放射

性ヨード大量内用療法後に急性リンパ性白血病(ALL)を発症した一例。 第 56回日本甲状

腺学会学術集会、11/16、和歌山

第 75回日本臨床外科学会、名古屋 2013

藤尾 淳、大内 憲明。 腹腔内出血により発見された胃Gastrointestinal stromal tumor (GIST) の

1例。

第 75回日本臨床外科学会、名古屋、11/21

第１回日本臨床外科学学会宮城県支部総会、仙台 2013

藤尾 淳、宮城重人、中西 渉，西村 隆一，三浦 佑一，戸子台 和哲，武田 郁央，佐藤
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和重，川岸 直樹、大内 憲明。肝細胞癌に対する生体肝移植と肝切除の比較検討。第１

回日本臨床外科学学会宮城県支部総会、仙台 2014.1/25

第 196回日本消化器病学会東北支部例会、仙台 2014

① 川岸直樹、藤尾淳、中西渉、三浦佑一、西村隆一、戸子台和哲、原康之、中西史、武田郁

央、宮城重人、佐藤和重、大内憲明。東北大学病院における脳死肝移植の長期成績。第 196

回日本消化器病学会東北支部例会、仙台、2014.2/8

② 中西史、川岸直樹、佐藤和重、宮城重人、武田郁央、戸子台和哲、大内憲明。 原発性胆

汁性肝硬変に対する生体肝移植の長期成績。 第 196 回日本消化器病学会東北支部例会、

仙台、2014.2/8

第７８回日本心身医学会東北地方会、仙台 2014

佐藤千穂、関口敦、事崎由佳、野内類、竹内光、瀧靖之、河合賢朗、多田寛、石田孝宣、川島

隆太、大内憲明。 乳

がん手術前後の脳構造変化および認知機能障害～縦断研究による検討。第７８回日本心身医学

会東北地方会、仙台、2014.2/22

第４回The Environmental Response Ⅳ、仙台 2014

福富俊明、高木賢治、水島恒裕、大内憲明、山本雅之。Kinetic, thermodyanmic and structural

characterizations of association between Nrf2-DLGex degron and Keap1。 第４回 The

Environmental Response Ⅳ、仙台、2014. 3/1

第 41回日本膵・膵島移植研究会、名古屋 2014

西村 隆一、牛山 明、関口 悟、藤盛啓成、里見 進、大内憲明、後藤昌史。ドナーおよび

レシピエントの組み合わせが膵島グラフト周囲の血管新生へ及ぼす影響。 第 41 回日本

膵・膵島移植研究会、名古屋、2014. 3/7

第 50回日本腹部救急医学会総会、東京 2014

藤尾 淳、武田郁央、川岸直樹、佐藤和重、宮城重人、大内憲明。 急性肝不全に対する

生体肝移植の 13例の経験。 第 50回日本腹部救急医学会総会、東京、2014. 3/7

第 120回宮城県肝癌治療研究会、仙台 2014

三浦 佑一、宮城 重人、藤尾 淳、西村 隆一、中西 渉、戸子台和哲、中西 史、佐

藤 和重、川岸 直樹、大内 憲明。肝細胞癌として手術され異なる病理診断となった肝

腫瘍の 1例、第 120回宮城県肝癌治療研究会、仙台、2014.3/26

第 114回日本外科学会定期学術集会、京都 2014

① 原 康之、川岸直樹，中西渉，中西史，武田郁央，宮城重人，佐藤和重，大内憲明。肝移

植と生活習慣病（肥満・高血圧・脂質異常症・糖尿病）に関する検討、第 114 回日本外科

学会定期学術集会、京都、4/3

② 西村 隆一、佐藤 和重、武田 郁夫、宮城 重人、川岸 直樹、藤盛 啓成、大内 憲

明。 腹部パラガングリオーマ手術症例の臨床検討、第 114 回日本外科学会定期学術集会、

京都、4/5

③ 中西史、中野徹、山田誠人、佐藤千晃、宮澤恒持、清水健司、中川敦寛、川岸直樹、 宮

田剛、冨永悌二、大内 憲明。 ピエゾ駆動方式パルスウォータージェットメスを用い

た肝切除（ブタ生存実験における超音波外科吸引装置SonoSurg®との比較検討）。 第 114

回日本外科学会定期学術集会、京都、4/5

④ 小澤洋平、中村保宏、藤島史喜、Sauro J.AFelizola、武田健一郎、岡本宏史、伊東賢、亀井

尚、宮田剛、

大内憲明，笹野公伸。ヒト食道重層扁平上皮癌における c-Met 発現と分子標的薬のターゲッ

ト分子としての可能性。第 114回日本外科学会定期学術集会、京都、4/5

⑤ 佐藤 章子、鈴木貴、甘利正和、高木清司、三木康弘、玉城研太朗、渡辺みか、石田孝宣、

笹野公伸、大内憲明。
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浸潤性乳管癌におけるHIF-1a 誘導遺伝子としてのHexokinaseIIの発現意義。 第 114回日

本外科学会定期学術集会、京都、4/5

第７８回日本心身医学会東北地方会、仙台 2014

佐藤千穂、関口敦,事崎由佳,野内類, 竹内光,瀧靖之、河合賢朗,多田寛,石田孝宣,川島隆太,大内憲

明。乳がん手術前後の脳構造変化および認知機能障害～縦断研究による検討。 第７８回日本

心身医学会東北地方会、仙台、4/22

第 87回日本超音波医学会第 87回学術集会、横浜 2014

中島範昭、藤盛啓成、高橋淑郎、佐藤真実、大内憲明。マーシャル諸島における超音波を用い

た甲状腺検診。 第 87回日本超音波医学会第 87回学術集会。 横浜、5/8

第 26回日本内分泌外科学会、名古屋 2014

中島範昭、渡辺道雄、藤盛啓成、高橋淑郎、佐藤真実、大内憲明。 全身転移に対し放射線照

射療法にて病勢のコントロールを行っている放射性ヨード抵抗性甲状腺濾胞癌の1例。 第

26回日本内分泌外科学会、名古屋、5/22

第 167回東北外科集談会、仙台 2014

小野寺優、宮田剛、亀井尚、中野徹、桂一憲、桜井直、日景允、手島仁、新妻展近、山田誠人、

丸山祥太、大内憲明。da Vinci Sによるロボット支援下食道切除、縦隔リンパ節郭清の経験、

第 167回東北外科集談会、仙台、6/14

第 53回日本生体医工学会大会、仙台 2014

中野徹、山田誠人、佐藤千晃、藤島史善、中西史、芹沢玄、川岸直樹、伊藤健太、下川宏明、

大内憲明。ラット肝硬変モデルを用いた低出力体外衝撃波療法の基礎的検討、第 53回日本

生体医工学会大会、仙台、6/24

第 9回日本小児肝移植懇話会、東京 2014

川岸直樹、戸子台和哲、中西史、宮城重人、佐藤和重、大内憲明。東日本大震災２日前に移植

した劇症肝炎の１例、第９回日本小児肝移植懇話会、東京、7/2

第 32回日本肝移植研究会、東京 2014

① 戸子台和哲、川岸直樹、佐藤和重、宮城重人、中西史、三浦佑一、藤尾淳、米田海、大内

憲明。当施設における高齢ドナーを用いた成人生体肝移植の治療成績、第３２回日本肝移

植研究会、東京、7/3

② 三浦佑一、川岸直樹、米田海、藤尾淳、中西渉、戸子台和哲、中西史、宮城重人、佐藤和

重、木村修、小暮高之、近藤泰輝、下瀬川徹、大内憲明。肝移植後のHCV に対するsimeprevir

の使用経験、第３２回日本肝移植研究会、東京、7/3

③ 中西渉、宮城重人、川岸直樹、米田海、原康之、中西史、佐藤和重、大内憲明。生体肝移

植における術後門脈狭窄の危険因子に関する検討、 第３２回日本肝移植研究会、東京、

7/3

第68回日本食道学会学術集会、東京2014

日景 允、宮田剛、亀井尚、中野徹、阿部薫夫、桂一憲、谷山裕亮、櫻井直、手島仁、大内憲

明。 超高齢者食道癌症例に対する治療選択～当院治療例の後方視的検討～、第68回日本

食道学会学術集会、東京、7/3

第 68回日本食道学会学術集会、東京 2014

① 石田裕嵩、谷山裕亮、藤島史喜、日景允、手島仁、桂一憲、櫻井直、阿部薫夫、中野徹、

亀井尚、宮田剛、大内憲明。術前に扁平上皮癌と診断され術前化学療法を施行した食道

癌肉腫の 1例、第 68回日本食道学会学術集会、東京、7/4

② 小野寺 優、宮田剛、亀井尚、中野徹、阿部薫夫、桂一憲、谷山裕亮、手島仁、日景允、

大内憲明。 術中所見でSupercharge を加えることで良好な結果が得られた食道切除後結

腸再建の一例、第 68回日本食道学会学術集会、東京、7/4

③ 岡本宏史、亀井尚、中野徹、桂一憲、阿部薫夫、谷山裕亮、櫻井直、手島仁、日景允、宮
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田剛、大内憲明。治療前生検

組織でのMDM2・p16免疫染色を用いた根治的CRT の感受性予測、第 68回日本食道学会

学術集会、東京、7/4

第 15回 ホルモンと癌研究会、仙台 2014

石田 孝宣、大内 憲明。東日本大震災による乳癌検診受診率への影響と対策、第 15 回 ホ

ルモンと癌研究会、仙台、7/5

第 22回 日本乳癌学会学術総会、大阪 2014

①石田孝宣、大内憲明、鈴木昭彦、成川洋子。 乳癌検診の評価と J-START、第 22 回日本乳

癌学会学術総会、大阪、7/11

②シンポジウム司会 大内憲明、黒住昌史 演者 河合覧朗、石田孝宣、市原周、山内英子、

大阪、7/11

第 69回日本消化器外科学会総会、郡山 2014

① 川岸直樹、戸子台和哲、中西史、宮城重人、佐藤和重、大内憲明。生体肝移植における免

疫抑制剤離脱症例の長期予後、第 6９回日本消化器外科学会総会、郡山、7/16

② 日景 允、宮田剛、亀井尚、中野徹、阿部薫夫、桂一憲、谷山裕亮、櫻井直、手島仁、大

内憲明。 当院における超高齢者(80 歳以上)食道癌治療の現況と展望、第 69 回日本消化

器外科学会総会、郡山、7/16

③ 西村 隆一、宮城 重人、中西 渉、三浦 佑一、戸子台 和哲、武田 郁夫、佐藤 和

重、川岸 直樹、藤盛 啓成、大内 憲明。 術前診断に苦慮した嚢胞性腫瘤を伴った肝

腫瘍の 1例、第 6９回日本消化器外科学会総会、郡山、7/17

④ 岡本宏史、原 康之、陳 正浩、萩原資久、小野寺雄二、堀井晋一良、亀井 尚、宮田 剛、

橋爪英二、大内憲明。当科における食道癌手術症例の在り方と治療成績～地域中核病院に

おける胸腔鏡下食道切除術、第 6９回日本消化器外科学会総会、郡山、7/18

⑤ 藤尾 淳、宮城重人、中西渉、西村隆一、三浦佑一、戸子台和哲、武田郁夫、佐藤和重、

大内憲明。当科における肝切除周術期ERASプロトコールの検討、第 6９回日本消化器外

科学会総会、郡山、7/18

第 15回 日本検査血液学会、仙台 2014

石田孝宣、大内憲明。乳癌における分子標的治療の進歩とコンパニオン診断の実際、第 15 回

日本検査血液学会、仙台、7/20

第 52回日本癌治療学会学術集会、横浜 2014

① 宮下穣、石田孝宣、平川久、玉城研太朗、鈴木昭彦、多田寛、渡部剛、佐藤章子、根本紀

子、藤井里圭、笹野公伸、大内憲明。トリプルネガティブ乳癌における術前化学療法と腫

瘍免疫学的効果予測。口演 8/28

② 佐藤章子、石田孝宣、宮下穣、鈴木昭彦、多田寛、渡部剛、根本紀子、藤井里圭、大内憲

明。トリプルネガティブ乳癌における HIF-1α誘導遺伝子としての HexokinaseII の発現意

義。口演 8/29

第 50回日本移植学会、東京 2014

① 米田 海、川岸直樹、佐藤和重、宮城重人、中西史、戸子台和哲、三浦佑一、藤尾淳、柏

舘俊明、大内憲明。 当科の

HTLV-1陽性レシピエントの長期予後。 第 50回日本移植学会、東京、9/11

② 松村 宗幸、水野豊 岡本道孝 澤直哉 川岸直樹 三浦一章 大内憲明。 外科的切除

により長期生存が得られた腎移植後多発性節外性 natural killer/T-cell type PTLD の一例。 第

50回日本移植学会、東京、9/11

③ 吉田 諭、山形洋平、村山和隆、渡邉君子、猪村武弘、稲垣明子、五十嵐康宏、大橋一夫、

大内憲明、里見進、後藤昌史。 肝細胞分離におけるコラゲナーゼ G の重要性。 第 50

回日本移植学会、東京、9/12
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第17回東北移植研究会、仙台2014

米田 海、戸子台和哲、柏舘俊明、藤尾淳、中西史、宮城重人、佐藤和重、川岸直樹、大内憲

明。 当施設における高齢ドナーを用いた生体肝移植の成績と現状。 第17回東北移植研究会、

仙台、10/11

第18回肝臓学会大会（2014 JDDW)、神戸2014

中野 徹、山田 誠人 , 藤島 史喜, 伊藤 健太 , 中西 史 , 川岸 直樹 , 下川 宏

明 , 大内 憲明。肝硬変モデルを用いた低出力体外衝撃波療法の線維化に与える影響。第18

回肝臓学会大会（2014 JDDW)、神戸、10/24

第76回日本臨床外科学会総会、郡山市2014

① 柿崎 裕太、中野徹 櫻井直 小澤洋平 新妻展近 丸山祥太 山田誠人 岡本宏史 日

景允手島仁 桂一憲 亀井尚 宮田剛 大内憲明。食道癌術後再建胃管癌に対して3D-CT

および術中ICG蛍光法を活用した1例。第76回日本臨床外科学会総会、郡山市、11/20

② 伊東賢、藤島史喜亀井尚中野徹手島仁小澤洋平石田裕嵩大内。 摘出食道全長におよぶ

Long Segment Barrett Esophagusに発生したBarrett腺癌の1例、第76回日本臨床外科学会総会、

郡山市、11/21

第41回臓器保存生物医学会総会、大阪2014

吉田 諭、山形洋平、村山和隆、渡邉君子、猪村武弘、稲垣明子、五十嵐康宏、大橋一夫、大

内憲明、里見 進、後藤 昌史。肝細胞分離用酵素剤の至適化に関する検討。第41回臓器保存

生物医学会総会、大阪、11/29

第29回東北静脈経腸栄養研究会、仙台2014

① 藤尾 淳、川岸直樹、柏舘俊明、米田海、戸子台和哲、中西史、宮城重人、佐藤和重、大

内憲明。 当科における肝切除

ERASプロトコールの検討。第２９回東北静脈経腸栄養研究会、仙台、12/7

② 柏舘 俊明、川岸直樹、藤尾淳、米田海、戸子台和哲、中西史、宮城重人、佐藤和重、大

内憲明。周術期栄養介入とリ

ハビリテーションを行い骨格筋量の低下を予防しえた肝切除の 1 例。 第２９回東北静脈

経腸栄養研究会、仙台、12/7

第2回日本臨床外科学会宮城県支部総会、仙台2015

① 佐藤千穂、石田孝宣、中川紗紀、鈴木昭彦、多田寛、渡部剛、宮下穣、大内憲明。転移乳

癌に対するベバシズマブとパクリタキセルの併用療法の検討。 第2回日本臨床外科学会

宮城県支部総会、1/31、仙台

② 米田海、佐藤和重、長谷川和住、宮澤恒持、柏舘俊明、藤尾淳、戸子台和哲、中西史、宮

城重人、川岸直樹、大内憲明。交通外傷により発症した大きなヘルニア門を持つ外傷性腹

壁ヘルニアの一例。第2回日本臨床外科学会宮城県支部総会、1/31、仙台

③ 米田海、宮城重人、宮澤恒持、柏舘俊明、藤尾淳、戸子台和哲、中西史、佐藤和重、川岸

直樹、大内憲明。肝移植肝動脈再建における後壁2点支持吻合のドップラー超音波による

評価。第2回日本臨床外科学会宮城県支部総会、1/31、仙台

第30回日本静脈経腸栄養学会学術集会、神戸2015

中野徹、宮田剛, 亀井尚,桂一憲, 阿部薫夫, 櫻井直, 日景允, 手島仁, 直島君成, 大内憲

明。食道癌術後患者における脂質炭水化物比の異なる経腸栄養剤投与が血糖管理に及ぼす影響。

第30回日本静脈経腸栄養学会学術集会、神戸、2/12、

第126回宮城肝癌治療研究会、仙台2015

米田 海、中西史、宮澤恒持、柏舘俊明、藤尾淳、戸子台和哲、宮城重人、佐藤和重、川岸直

樹、大内憲明、村上圭吾。発肝腫瘤の1例。第126回宮城肝癌治療研究会、3/18、仙台

第115回日本外科学会、名古屋2015

① 宮城重人、中西史、佐藤和重、川岸直樹、大内憲明、里見進。困難症例に対する肝移植の
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工夫（要望ビデオディスカッション）ー特に動脈再建についてー。第１１5回日本外科学

会、名古屋、4/16

② 戸子台 和哲、川岸直樹宮澤恒持米田海柏舘俊明藤尾淳原康之中西史宮城重人佐藤和重大

内憲明。当施設における高齢ドナーを用いた成人生体肝移植の長期成績。第１１5回日本

外科学会、名古屋、4/16

③ 佐藤千穂、関口敦、河合賢朗, 多田寛, 石田孝宣, 川島隆太, 大内憲明。脳MRIを用いた

乳癌手術前後の脳構造変化および認知機能障害の検討。第１１5回日本外科学会、名古屋、

4/18

④ 岡本宏史、手島仁、谷山裕亮、日景允、櫻井直、桂一憲、阿部薫夫、中野徹、亀井尚、大

内憲明。進行頸部食道癌に対する Docetaxel/CDDP/5-FU併用放射線療法(DCF-R)の短期成

績とその有用性。第１１5回日本外科学会、名古屋、4/18

第101回日本消化器病学会総会、仙台2015

川岸直樹、佐藤和重、大内憲明。移植後長期における問題点の検討。第101回日本消化器病学

会総会、仙台、4/23

第127回宮城肝癌治療研究会、仙台2015

米田 海、中西史、宮澤恒持、柏舘俊明、藤尾淳、戸子台和哲、宮城重人、佐藤和重、川岸直

樹、大内憲明、村上圭吾。

糖原病Ⅰａ型に合併した多発肝腫瘤の1切除例。第127回宮城肝癌治療研究会 5/20、仙台

第33回日本肝移植研究会、神戸2015

原 康之、川岸直樹、戸子台和哲、中西史、宮城重人、佐藤和重、大内憲明。 成人生体肝移

植後metabolic abnormalities(満

・高血圧・脂質異常症・糖尿病)に関する検討。第３３回日本肝移植研究会、5/28、神戸

第27回日本内分泌外科学会、福島2015

佐藤真実、髙橋淑郎、中島範昭、藤盛啓成、大内憲明。髄様癌との鑑別を要したカルシトニン

非産生甲状腺神経内分泌腫瘍の１例。5/29、福島

第169回東北外科集談会、仙台2015

① 宮崎勇希、川岸直樹、宮澤恒持、米田海、藤尾淳、柏舘俊明、戸子台和哲、原康之、中西

史、宮城重人、佐藤和重、村

上圭吾、大内憲明。同時性・多中心性発癌が疑われた混合型肝癌の一例。6/13、仙台

② 宮崎勇希、川岸直樹、宮澤恒持、米田海、藤尾淳、柏舘俊明、戸子台和哲、原康之、中西

史、宮城重人、佐藤和重、

大内憲明。生体肝移植後の肝内胆管結石症に対して開腹下内視鏡アプローチを行った一例。

6/13、仙台

第23回日本乳癌学会学術総会、東京2015

座長 大内憲明、角田博子 演者 大内憲明、坂佳奈子、福田護。乳癌検診における超音波検

査の意義。7/4、東京。

第70回日本消化器外科学会総会、浜松2015

① 中西史、野徹、宮城重人、戸子台和哲、佐藤千晃、山田誠人、川岸直樹、大内憲明。 ピ

エゾ駆動方式パルスジェットメスを用いた肝切除（ブタを用いた超音波外科吸引装置との

比較実験）。7/16、浜松

② 藤尾淳、宮城重人、戸子台和哲、原康之、中西史、川岸直樹、大内憲明。Effectiveness of

perioperative enhanced recovery after surgery protocol as compared with conventional care in liver

resection。 7/16、浜松

③ 福富俊明、亀井尚、中野徹、阿部薫夫、櫻井直、日景允、伊藤想一、岡本宏史、新妻展近、

大内憲明。当院における胸部食道切除後結腸再建症例の検討。 7/17、浜松

第14回 日本組織移植学会総会、大阪2015
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吉田諭、山形洋平、中川香奈子、村山和隆、渡邉君子、猪村武弘、稲垣明子、五十嵐康宏、

宮城重人、大橋一夫、大内憲明、里見 進、後藤昌史。肝細胞分離用酵素剤の至適化。

第3回日本神経内分泌腫瘍学会学術総会、仙台2015

石田 裕嵩、笠島敦子、藤島史喜、今野卓朗、伊東賢、小澤洋平、中村保宏、亀井尚、田中洋

一、黒住昌史、田久保海誉、大内憲明、笹野公伸。食道小細胞癌におけるSOX2過剰発現と免

疫組織学的特性。9/12、仙台

第51回 日本移植学会、熊本2015

① 宮城重人、宮澤恒持、米田海、柏舘俊明、藤尾淳、戸子台和哲、中西史、佐藤和重、川岸

直樹、大内憲明。生体肝移植における顕微鏡下胆道再建（microsurgical outer knotted suture）

の有用性。10/2、熊本。

② 福岡健吾、吉田論、宮城重人、大内憲明、里見進、後藤昌史、猪村武弘、稲垣明子、五十

嵐康宏、大橋一夫。酸素透過性に優れる細胞培養バッグの肝細胞移植への応用。10/3、熊

本。

③米田海、川岸直樹、宮澤恒持、柏舘俊明、藤尾淳、原康之、中西史、宮城重人、佐藤和重、

大内憲明。HTLV-1陽性のレシピエントに生体肝移植を行った 2症例。10/2、熊本。

④ 吉田諭、山形洋平、中川香奈子、村山和隆、渡邉君子、猪村武弘、稲垣明子、五十嵐康宏、

宮城重人、大橋一夫、大内憲明、里見 進、後藤昌史。肝細胞分離における細胞分離酵素

成分の役割解明と至適化。10/3、熊本。

⑤ 吉田諭、山形洋平、村山和隆、渡邉君子、猪村武弘、稲垣明子、五十嵐康宏、宮城重人、

大橋一夫、大内憲明、里見 進、後藤昌史。肝細胞分離における中性プロテアーゼとクロ

ストリパインの併用の有効性に関する検証。10/3、熊本。

第 53回 日本癌治療学会、京都市 2015

石田孝宣、鈴木昭彦、大内憲明。基礎研究の臨床応用。

① 宮下穣、石田孝宣、鈴木昭彦、平川久、甘利正和、多田寛、渡部剛、原田成美、佐藤章子、

大内憲明。腋窩リンパ節転移 1-3 個の乳癌症例における乳房切除後放射線療法の意義―適

切な非照射群の選択は可能か―ワークショップ。

② 佐藤章子、石田孝宣、鈴木昭彦、多田寛、渡部剛、宮下穣、原田成美、大内憲明。HER2

陽性進行再発乳癌におけるPertuzumab の治療成績。ポスター示説。

第 25回 日本乳癌検診学会 2015

石田孝宣、鈴木昭彦、大内憲明。J-START はどのように行われたか-史上最大規模ＲＣＴへ

の挑戦。

第 48回 日本甲状腺外科学会学術集会、東京、表参道 2015

佐藤真実、中島範昭、深谷佐智子、髙橋淑郎、峯岸道人、藤盛啓成、大内憲明。極めて多

彩な病理所見を呈した低分化癌の 1例。10/29、東京。

東北移植研究会、仙台 2015

福岡健吾、吉田 論、 猪村武弘、 稲垣明子、五十嵐 康宏、 宮城 重人、 川岸 直

樹、 大橋 一夫、 大内 憲明、 里見 進、 後藤 昌史。肝細胞移植における移植

前グラフト保存に関する検討。10/31

第 58回 日本甲状腺学会学術集会、福島県 福島文化センター2015

佐藤真実、中島範昭、村上圭吾、髙橋淑郎、峯岸道人、藤盛啓成、大内憲明。びまん性甲

状腺腫大をきたした転移性甲状腺癌の 2症例。11/6、福島県 福島文化センター。

第 42回 日本臓器保存生物医学会、熊本 2015

宮城重人、宮澤恒持、米田海、川岸直樹、大内憲明、里見進。心停止ドナー肝移植の臨床

応用に向けた基礎的研究の歩み。11/13

第 77回 日本臨床外科学会、福岡 2015

氏家直人、中野徹，亀井尚，櫻井直，谷山裕亮，佐藤千晃，神谷蔵人，小澤洋平，久保田
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洋介，大内憲明。腹臥位胸腔鏡下食道切除術を施行した完全内蔵逆位の１例。

第 77回 臨床外科学会、福岡 2015

神谷蔵人、佐藤千晃、小澤洋平、福富俊明、櫻井直、谷山裕亮、中野徹、亀井尚、大内憲

明。O-282 食道切除後胃管再建胸骨後経路と後縦隔経路の長期生存例における QOL につ

いての比較検討。11/27、福岡。

第 77回 日本臨床外科学会総会、熊本 2015

米田海、宮城重人、吉田諭、宮澤恒持、藤尾淳、柏舘俊明、原康之、戸子台和哲、中西史、

川岸直樹、大内憲明。糖原病Ⅰa型に合併した肝細胞癌の 1切除例。11/27、熊本。

第 30回 東北静脈経腸栄養研究会、福島 2015

①吉田諭、宮澤 恒持、米田 海、柏舘 俊明、藤尾 淳、原 康之、中西 史、宮城 重

人、川岸 直樹、大内 憲明、里見 進。膵腎同時移植後、膵液漏を合併した症例に対

する栄養管理。

②原 康之、宮澤 恒持、米田 海、藤尾 淳、中西 史、宮城 重人、川岸 直樹、

大内 憲明。肝細胞癌切除例の予後規定因子としての術前 controlling nutritional status

(CONUT)の有用性について。12/12

第 3回 日本臨床外科学会宮城支部総会 仙台 東北大学 星陵オーディトリウム 2016

鳩山恵一郎、久保田 洋介、小澤 洋平、神谷 蔵人、福富 俊明、佐藤 千晃、谷山 裕亮、

櫻井 直、中野 徹、亀井 尚、大内 憲明。特発性食道破裂に対し胸腔鏡下に破裂部の縫合

閉鎖術とドレナージ術を施行した 6症例の検討。1/30

第 200回 日本消化器病学会東北支部例会 仙台 2016

①川岸直樹、吉田諭、米田海、宮澤恒持、原康之、戸子台和哲、中西史、宮城重人、佐藤和重、

大内憲明。脳死肝移植の長期成績と脳死登録制度の変更。2/6

②原 康之、川岸直樹，吉田諭，宮澤恒持，米田海，柏舘俊明，中西史，宮城重人，大内憲明。

自然軽快した生体肝移植後 de novo B型肝炎の１例。2/6

第 15回 東日本肝移植周術期研究会 仙台 2016

清水健司、宮城重人、吉田諭、宮澤恒持、米田海、原康之、中西史、川岸直樹、大内憲

明、里見進。生体肝移植における非解剖学的動脈再建を施行した症例。3/5

第 43回 膵・膵島移植研究会 広島 2016

①宮崎勇希、猪村武弘、山形洋平、前田浩、村山和隆、渡邉君子、稲垣明子、五十嵐康

宏、大内憲明、里見進、後藤昌史。膵島分離工程において消化酵素剤が分離膵島へ及ぼ

す影響。3/4

②植松 智海、稲垣 明子2、猪村 梢2、後藤 めぐみ2、五十嵐 康宏2、大内 憲明

3、里見 進1、後藤 昌史1,4。膵島皮下移植モデルにおけるCTを用いた移植前血管床

評価の試み。3/4

第 13回日本乳癌学会東北地方会 仙台 2016

佐藤千穂、石田孝宣 鈴木昭彦 多田寛 渡部剛 宮下穣 原田成美 佐藤章子 高木

まゆ 中川紗紀 大内憲明。Luminal HER2 転移乳癌に対する治療経験。3/5

第 88回日本胃癌学会総会 大分県別府市 2016

中野徹、亀井尚 谷山裕亮 櫻井直 佐藤千晃 福富俊明 小澤洋平 神谷蔵人 久保

田洋介 大内憲明。食道癌術後再建胃管癌に対する治療選択肢の検討。3/19

第 116回日本外科学会定期学術集会 大阪 2016

①大内憲明（司会）原発性乳癌に対するセンチネルリンパ節生検、乳房切除術、エキス

パンダー挿入術。4/15。

②宮下穣、石田孝宣、平川久、玉城研太郎、鈴木昭彦、多田寛、渡部剛、原田成美、佐

藤章子、笹野公伸、大内憲明。乳癌術前化学療法後遺残腫瘍におけるResidual Cancer Burden

と各バイオマーカーの対比。4/14



128

③宮澤恒持、吉田諭、藤尾淳、米田海、柏舘俊明、原康之、中西史、宮城重人、川岸直

樹、大内憲明、里見進。当科におけるHassab手術症例 15例の検討。4/14

④戸子台和哲、太田依璃子、渡辺勇、本間理、堀井晋一良、新妻展近、水落宏太、白幡

康弘、菅原浩、原康之、中西史、宮城重人、川岸直樹、大内憲明、里見進。StageⅡ大腸癌

根治術後の再発予測マーカーとしての病理学的脈管侵襲および浸潤増殖様式の意義。4/14

⑤多田寛、権田幸祐、宮下穣、鈴木昭彦、渡部剛、佐藤章子、原田成美、渡邉みか、石

田孝宣、大内憲明。蛍光ナノ粒子PIDを用いたHER2・Ki67定量化とヒストグラム解析に

よる術前抗HER2療法の治療効果予測の検討。4/14

⑥渡部剛、千葉奈津子、石田孝宣 、鈴木昭彦、多田寛、宮下穣、野水整、大内憲明。

BRCA変異を予測する蛍光免疫染色：γ-tubulinを用いた評価。4/14

⑦佐藤千穂、関口敦、河合賢朗、多田寛、石田孝宣、川島隆太、大内憲明。脳 MRI を

用いた初発乳癌術後半年の視床堆積における神経可逆性の検討。4/14

⑧谷山裕亮、亀井尚、中野徹、櫻井直、佐藤千晃、福富俊明、神谷蔵人、小澤洋平、久

保田洋介、大内憲明。cStageⅡ,Ⅲにおける NAC,NACRT の予後からみた今後の治療戦略。

4/16

⑨小澤洋平、久保田洋介、神谷蔵人、福富俊明、佐藤千晃、櫻井直、谷山裕亮、中野徹、

亀井尚、大内憲明。食道粘膜下腫瘍における術前診断と術式選択の検討。4/15

⑩柿崎裕太、宮城重人、中西史、原康之、米田海、藤尾淳、後藤均、亀井尚、川岸直樹、

大内憲明、里見進。高度肝硬変症例に対する腹腔鏡下肝切除の安全性 特にアルブミンと

腹水に関する検討。4/15

⑪福岡健吾、中西史、宮城重人、戸子台和哲、原康之、川岸直樹、大内憲明、里見進。

成人生体肝移植術後 1週間の経過が移植後短期および長期成績に及ぼす影響。4/15

⑫清水健司、宮城重人 , 宮澤恒持, 米田海 , 柏舘俊明 ,原康之 , 後藤昌史, 川岸直樹 ,

大内憲明, 里見進。心停止ドナー肝移植におけるレスベラトロールの温阻血再灌流障害軽

減効果。4/15

⑬藤尾淳、川岸直樹、吉田諭、宮澤恒持、米田海、原康之、中西史、宮城重人、大内憲

明。肝移植後長期における晩期拒絶反応症例の検討。4/15

⑭久保田洋介、亀井尚、小澤洋平、神谷蔵人、福富俊明、佐藤千晃、櫻井直、谷山裕亮、

中野徹、権田幸祐、大内憲明。X線吸収能と蛍光能を持つ新規ナノ粒子を用いたリンパ節

転移高精度検出法の開発。4/15

⑮原康之、川岸直樹、宮澤恒持、米田海、藤尾淳、柏舘俊明、戸子台和哲、中西史、宮

城重人、大内憲明、里見進。当科における小児肝移植後キャリーオーバー症例の問題点。

4/15

⑯宮城重人、宮澤恒持、吉田諭、米田海、中西史、原康之、後藤均、亀井尚、川岸直樹、

大内憲明、里見進。正中弓状靭帯圧迫症候群患者に対する肝胆膵高難度手術の工夫。4/15

⑰河村圭一郎、後藤均、橋本宗孝、赤松大二郎、清水拓也、土田憲、田島悠太、梅津道

久、大内憲明。血管外科に応援を依頼された他科手術症例の検討。4/15

⑱吉田諭、中西史、宮城重人、戸子台和哲、原康之、川岸直樹、大内憲明、里見進。小

児生体肝移植において確実な再建を行うための工夫。4/16

⑲米田海、赤松順寛、原康之、宮城重人、柏舘俊明、宮澤恒持、川岸直樹、大内憲明。

心停止肝グラフトに対する、短時間冷保存前灌流およびプロスタグランジンE1添加の効果。

4/16

⑳櫻井直、亀井尚、中野徹、谷山裕亮、佐藤千晃、福富俊明、神谷蔵人、小澤洋平、大

内憲明。肥満患者に対する腹臥位胸腔鏡下食道切除術の手術成績の検討。4/16

○21中野徹、亀井尚、谷山裕亮、櫻井直、佐藤千晃、福富俊明、神谷蔵人、小澤洋平、大

内憲明。食道胃接合部癌の臨床的腫瘍局在と病理像の比較による治療戦略の検討。4/16
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○22赤松大二郎、後藤均、橋本宗敬、清水拓也、土田憲、河村圭一郎、田島悠太、梅津道

久、大内憲明。重症虚血肢に対する血行再建戦略の再考。4/16

○23神谷蔵人、小澤洋平、久保田洋介、福富俊明、佐藤千晃、櫻井直、谷山裕亮、中野徹、

亀井尚、大内憲明。食道切除後胃菅再建において胸骨後経路と後縦隔経路が周術期・術後

に与える影響の検討。4/16

○24佐藤千晃、神谷蔵人、小澤洋平、福富俊明、久保田洋介、谷山裕亮、櫻井直、中野徹、

亀井尚、大内憲明。食道癌術後胃菅癌の治療戦略4/16

○25佐藤章子、石田孝宣、鈴木昭彦、多田寛、渡部剛、宮下穣、原田成美、大内憲明。乳

癌脳転移のサブタイプ別予後と臨床病理学的特徴。4/16

○26原田成美、渡部剛、平川久、伊藤正敏、多田寛、鈴木昭彦、宮下穣、佐藤章子、佐藤

千穂、石田孝宣、大内憲明。乳癌原発巣の診断における18F-FDG-PET/CTの予後予測因子

としての可能性。4/16

○27鈴木昭彦、石田孝宣、多田寛、渡部剛、宮下穣、大内憲明。検診発見石灰化症例の特

徴とステレオガイド下マンモトーム生検の適応。4/16

○28小野寺優、亀井尚、中野徹、谷山裕亮、櫻井直、佐藤千晃、福富俊明、神谷蔵人、小

澤洋平、久保田洋介、大内憲明。腹臥位胸腔鏡下食道切除におけるバーチャル胸腔鏡によ

る術前シミュレーション。4/16

第105回 日本病理学会学術総会2016

石田裕嵩、笠島敦子、三浦豪、藤島史喜、今野卓朗、伊東賢、小澤洋平、中村保宏、亀井

尚、田中洋一、黒住昌史、大内憲明、笹野公伸。Immunohistochemical characteristics of

esophageal small cell carcinoma:Acomparison study with embryonic esophagus。5/12

第27回 内視鏡外科フォーラム東北 盛岡2016

中野徹、亀井尚、谷山裕亮、櫻井直、佐藤千晃、福富俊明、小澤洋平、神谷蔵人、久保田

洋介、大内憲明。鏡視下食道癌手術における術中反回神経モニタリングとその工夫。5/21

第28回 日本内分泌外科学会 横浜2016

佐藤真実、中島範昭、峯岸道人、藤盛啓成、大内憲明。著明な高Ca血症をきたした原発性

副甲状腺機能亢進症にデノスマブが著効した1例。5/27（26-27）

日本肝胆膵外科学会 大阪2016

宮城重人、清水健司、宮澤恒持、吉田諭、米田海、中西渉、戸子台和哲、中西史、川岸直

樹、大内憲明、里見進。生体肝移植時、顕微鏡下胆道再建の有用性。6/2

第171回 東北外科集団会、仙台2016

清水健司、原康之、吉田諭、宮澤恒持、米田海、中西渉、中西史、宮城重人、川岸直樹、

大内憲明。ハイブリット室で動脈塞栓後に手術を施行した腹部手術の二例。6/11

ナノ学会第14回大会、北九州2016

Zhaorong Guo、Hiroshi Tada, Narufumi kitamura1, Yoh Hamada, Kohsuke Gonda, Noriaki Ohuchi.

Highly quantitative evaluation methods of progesterone receptor for breast cancer subtype

classification by immunohistochemistry using fluorescence nano-particles.6/16

第52回 日本肝癌研究会、東京2016

清水健司、原 康之 吉田 諭 宮澤 恒持 米田 海 中西 史 宮城 重人 川岸

直樹 大内 憲明 里見 進。40歳以下若年発症肝細胞癌の検討。7/1

第70回 日本食道学会定期学術集会、東京2016

①中野徹、亀井尚，谷山裕亮，櫻井直，佐藤千晃，神谷蔵人，小澤洋平，久保田洋介，大内

憲明。食道胃接合部腺癌のリンパ節転移、至適郭清範囲、切除範囲および術式についての

検討。7/4（7/4-7/5）

②石田裕嵩、中野徹、藤島史喜、谷山裕亮、櫻井直、佐藤千晃、小澤洋平、高橋雅信、神宮

啓一、亀井尚。A retrospective study of p16 expression and the treatmentin esophageal small cell
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carcinoma。7/5

第23回 肝細胞研究会、大阪2016

福岡健吾、松村宗幸、吉田論、猪村武弘、稲垣明子、五十嵐康弘、宮城重人、大橋一夫、

絵野沢伸、大内憲明、里見進、後藤昌史。Optimization of procedure for short-time hepatocyte

preservation prior to transplantation.7/7

第34回 日本肝移植研究会、旭川2016

川岸直樹、吉田諭、米田海、宮澤恒持、原康之、戸子台和哲、中西史、宮城重人、大内憲

明。生体肝移植後急性細胞性拒絶反応を長期にわたり繰り返している症例。7/8

第23回 肝細胞研究会、大阪2016

松村宗幸、猪村武弘、福岡健吾、稲垣明子、宮城重人、大橋一夫、大内憲明、里見進、後

藤昌史。肝細胞移植における分離肝細胞に対するADP/ATP ratioを用いた新規評価方法の開発。

7/8

第71回 日本消化器外科学会総会、徳島市2016

①小野寺優、亀井尚、中野徹、谷山裕亮、櫻井直、佐藤千晃、神谷蔵人、久保田洋介、小澤

洋平、大内憲明。ICG蛍光法とレーザードップラー血流測定器を用いた胃管血流評価。7/14

②中野徹、亀井尚，谷山裕亮，櫻井直，佐藤千晃，神谷蔵人，小澤洋平，久保田洋介，大内

憲明。食道癌放射線化学療法後のサルベージ手術の意義とクオリティー。

③石田裕嵩、笠島敦子、亀井尚、藤島史喜、小澤洋平、中野徹、田中洋一、黒住昌史、笹野

公伸、大内憲明。食道小細胞癌の臨床病理学的因子と治療に関する後ろ向き研究。7/15

第172回 東北外科集団会、山形2016

石田裕嵩、中野徹、櫻井直、瓶子隆弘、武山大輔、佐藤千晃、久保田洋介、神谷蔵人、亀井

尚、大内憲明。腹臥位による食道癌サルベージ手術の検討。9/10

第4回日本神経内内分泌腫瘍研究会学術集会2016

石田裕嵩、笠島敦子、亀井尚、岡直美、サマネ・ヤズダニキビ、藤島史喜、桜田晃、中村保

宏、田中洋一、黒住昌史、 石川雄一、岡田克典、大内憲明、笹野公伸。食道および肺小

細胞癌に共通する免疫組織学的な腺上皮分化。9/24

第69回 日本胸部外科学会、岡山2016

中野徹 亀井尚 谷山裕亮 櫻井直 武山大輔 瓶子隆弘 佐藤千晃 大内憲明。胸腔鏡下

食道癌サルベージ手術の安全性と手術手技の工夫。9/30

第 52回 日本移植学会総会、東京 2016

①福岡健吾、稲垣明子、中村保宏、松村宗幸、吉田論、猪村武弘、五十嵐康宏、宮城重人、

大橋一夫、絵野沢伸、大内憲明、里見進、後藤昌史。移植前肝細胞の短期保存の至適化に

関する研究。9/30

②宮崎勇希、猪村武弘、山形洋平，前田 浩、村山和隆、渡邉君子，稲垣明子，五十嵐康宏、

大内憲明、里見 進、後藤昌史。膵島分離における消化酵素剤の膵島障害性に関する検討。

10/1

③戸子台和哲 川岸直樹清水健司吉田悟宮澤恒持米田海原康之中西史宮城重人大内憲明里

見進。小児肝移植後長期経過中における抗HLA抗体スクリーニングの意義に関する検討。

9/30

④植松智海、後藤昌史、里見進、大内憲明。皮下膵島移植の生着を促進するための移植前血

管床構築法の至適化。10/1

第 49回 日本甲状腺外科学会学術集会、山梨 2016

佐藤真実、中島範昭、高橋淑郎、藤盛啓成、大内憲明。甲状腺全摘術後にサイログロブリ

ンが再上昇をきたした腺腫様甲状腺腫の 1例。10/27

第 59回 日本甲状腺学会学術集会、東京 2016

佐藤真実、中島範昭、高橋淑郎、藤盛啓成、大内憲明。縦隔甲状腺腫に食道憩室を合併し
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た 1例。11/5

第 78回 日本臨床外科学会、東京 2016

中野徹、亀井尚、谷山裕亮、櫻井直、武山大輔、瓶子隆弘、佐藤千晃、大内憲明。食道胃

接合部癌の局在と胸腔鏡下食道切除術の成績。11/24-26

第 43回 日本臓器保存生物医学会、東京 2016

①松村宗之、猪村武弘、福岡健吾、稲垣明子、宮城重人、大橋一夫、大内憲明、里見進、

後藤昌史。肝細胞移植前の分離肝細胞評価法としてのADP/ATP assayの有用性に関する検

証。11/27

②宮崎 勇希、猪村武弘、山形洋平，前田 浩、村山和隆，渡邉君子，稲垣明子，五十嵐

康宏、大内憲明、里見 進、後藤昌史。膵消化酵素が膵島分離工程で膵島に与える影響。

11/27

講演会・司会・座長

・ マンモグラフィ検診の現状と問題点。第２回静岡乳腺画像診断研究会、三島、2005年 1月 8日

・ 乳癌の診断と治療：とくにLTF による乳房温存手術。室蘭市医師会学術講演会、2005年 1月 21

日

・ 非浸潤癌の画像診断。第 14回乳癌画像研究会、横浜、2005年 2月 11日（シンポジウム座長）

・ 乳癌診療ガイドライン：検診・診断。第６回よこはま乳癌シンポジウム、2005年 9月 17日

・ がん検診の事業評価とマンモグラフィ検診。第10回札幌乳癌検診セミナー、札幌、2005年10月

14日

・ マンモグラフィ検診と乳がん診療Up Date、平成 17年度白河市医師会講演会、2005年 10月 7

日

・ 乳がん検診の最新情報、九州乳房画像研究会、九州大学コラボステーション、2005 年 11 月 12

日（特別講演）

・ マンモグラフィによる乳がん検診の現状と将来展望。富山県医師会がん学術セミナー、2005年

11月 13 日（特別講演）

・ 乳がん検診へのマンモグラフィ導入の道のりと将来展望。第 42回北九州乳腺カンファレンス、北

九州、2005年 11月 22日（特別講演）

・ 増える乳がん〜予防とマンモグラフィ。仙台市太白区生活習慣病予防習慣事業市民講演会、

2005年 1月 25日

・ 乳がん検診の現状とデジタルマンモグラフィの展望。マンモグラフィ特別講演会、仙台、2005年

1月 29日

・ がん治療における連携と質の向上、厚生労働省がん医療均てん研修会、古川、2005年 2月 19

日、（パネルディスカッション座長）

・ ナノサイズ・センシングカプセルの新規開発と医療応用、平成 16 年度厚生労働省萌芽的先端医

療技術推進研究事業ナノメディシン研究成果発表会、東京、2005年 2月 22日

・ マンモグラフィ検診における精度管理について。平成 16年度新潟県乳がん検診セミナー、2005

年 3月 8日（特別講演）

・ 乳がんのはなし。第 35回宮城婦人連盟健康と医療を考える中央集会講演、仙台、2005年 6月

14日

・ 異分野融合研究の推進とナノ医療。文部科学省科学技術振興調整費「医療工学技術者創成の

ための再教育システム」公開シンポジウム、2005年 8月 6日、東京

・ がん治療の今日—乳がん。（先端医療振興財団主催）がん制圧をめざす市民公開シンポジウム、

横浜、2005年 8月 28日

・ がん検診ー評価の視点。平成 17年度がん征圧全国大会シンポジウム、鳥取、2005年 9月 8日

・ 乳がん検診:なぜマンモグラフィが必要か？平成17年度宮城県がん講演会、仙台、2005年9月

30日
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・ 日本女性の乳がん死を減らす近道は？2005年あけぼの会全国大会講演会、東京、2005年 10

月 10日

・ Breast Cancer Seminar in 熊本「乳がん研究Update：HX 試験、１分子イメージング、がん戦略研

究」2008年 2月 14日

・ 第 28 回筑後乳腺カンファランス講演「日本の乳癌検診の現状、将来、J-START」、大鵬・2008 年

2月 20日

・ 北陸乳房画像研究会 エーザイ「乳がん検診のあり方とがん対策のための戦略研究（Ｊ−ＳＴＡＲ

Ｔ）」2008年 2月 28日

・ 札幌乳がん検診セミナー「乳がん検診の今、未来、J-START」

2008年 3月 13日

・ GCOE第９回国際シンポジウム、Novel Bio-imaging by Functional Nano-particles

2008年 3月 27日－28日

・ 第 109 回日本外科学会学術集会、04/03 シンポ６「乳がんの術前化学療法と手術療 法」司会

2009年 4月 2日－4日

・ 第68回日本医学放射線学会総会・市民公開講座「乳がん診断と治療に貢献するする放射線」司

会 2009年 4月 11日

・ 第 22 回日本乳腺甲状腺超音波診断会議特別講演「超音波乳がん検診の科学的検証とインフラ

整備」2009年 4月 25日－26日

・ ナノ学会第７回大会、東大 2009年 5月 9日－11日

・ 宮城県・平成21年度市町村がん検診担当課長会議 講演「がん検診の精度管理について」2009

年 6月 3日

・第 8 回国際バイオ EXPO 講演・がん治療に向けたナノバイオ研究最前線、東京ビッグサイト 2009

年 7月 2日

・第 25 回日本 DDS 学会 ワークショップ分子イメージング、国立がんセンター東・松村（権田）2009

年 7月 3日－4日

・ 脳外科セミナーCNS in Matsushima 特別講演「生体超微細１分子可視化技術によるナノＤＤＳ」

2009年 7月 30日

・第 10回乳癌最新情報カンファレンス、Ｈ日航金沢 セミナー13 司会・岩瀬・武田 2009 年 8

月 21日－22日

・第 3 回岩手外科教育セミナー「乳癌研究：乳房温存から J-START、ナノ DDS まで」2009 年 9 月 4

日

・ 日本対がん協会・平成 21 年度がん征圧全国大会」シンポジウム、和歌山県民文化会 館

2009年 9月 10日

・ 「がん検診受診率 一層の向上をめざして：がん戦略研究 J-START と受診率向上」

2009年

・ NTT 東北病院市民講座「乳がんについて」2009年 9月 16日

・ Annual Meeting of Korean Society for Breast Screening, and 6th IACCS, Seoul,

2009年 9月 18日－19日

・ Lecture, 6th IACCS 2009 年 9月 18日

・ Lecture, Society for Breast Screening 2009年 9月 19日

・ 第 68回日本癌学会学術総会, 一般演題「生体イメージング」座長

2009年 10月 3日

・JABTS23特別講演1「超音波学の発展と J-START(大規模臨床試験)」虎の門宮川,ＴＦＴ

有明

・ JABTS講習会、仙台医療センター 第３回東北大学病院市民公開講座「女性の病気から市民を

守る」 2009年 10月 17日
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・福島県立磐城高校講演 2009年 10月 22日

・ピンクリボンスマイルウオーク仙台大会トークショー, 勾当台公園

2009年 10月 31日

・第 3 回ナノメディシン国際会議、自然科学研究機構分子科学研究所、岡崎コンファレンスセンター

2009年 11月 4日－6日

・ ・3rd International Symposium on Nanomedicine (ISNM2009-2) and Molecular Imaging and

Systems Biology

・ 第 19回日本乳癌検診学会総会、札幌イブニングセミナー 2009年 11月 5日

・ パネルディスカッション II司 2009年 11月 6日

・ 第 371 回東北医学会特別シンポジウム「大規模臨床試験の更なる発展に向けて：がん対策のた

めの戦略研究」、艮陵会館 2009年 11月 20日

・ マンモグラフィ更新講習会・オープニング講義、自治会館 2009年 11月 21日

・ 第4回低侵襲医療機器実現化フォーラム、（財）医療機器センター研究開発部 2009年11月24

日

・ 「ナノ・バイオテクノロジーによる乳がんの１分子イメージング・DDS と大規模臨床試験」、東京慈

恵医大 2009年 11月

・ JABTS 講習会「乳がん検診における超音波検査の有効性を検証するための比較試験」2009 年

11月 28日

講演会・司会・座長2013年度

1. 第 113回日本外科学会定期学術集会パネルディスカッション 6 、司会、

（福岡）2013年 4月 11日

2. NIH Symposium in Sendai 講演 NIH Symposium in Sendai 2013 年 5月 9日

3. S38卒業生同窓会「春生会」講演 2013年 5月 25日

4. 第 52 回日本消化器がん検診学会総会 特別講演「EBM に基づいた乳がん検診：J-START

の意義」仙台 2013年 6月 8日

5. 第 12回宮城外科フォーラム特別講演 1座長「乳腺DCIS と膵 IPMNへの関心そして現状の

課題」、閉会の辞 2013年 6月 19日

6. 第 21回日本乳癌学会総会 DPS：乳がん検診の意義を問う、司会、座長

浜松 2013年 6月 26日

7. 第 11 回日本臨床腫瘍学会学術集会シンポジウム「ＨＥＲ２陽性乳癌に対する Evidence と

治療戦略」司会、座長 仙台 2013年 8月 29日

8. がん征圧全国大会シンポジウム「新しいがん検診のあり方を探る～乳がん～」講演札幌市

東京ドームホテル 2013年 9月 12日

9. 病理同窓会講演 2013年 9月 23日

10. 艮陵同窓会青森支部総会講演 2013年 9月 28日

11. 鶴岡市講演「いごいご！がん検診～愛する家族への贈り物」講演会講師 2013年 10月 10

日

12. The 11th Breast Cancer Frontier Meeting(東京) 「第 11回Breast Cancer Frontier Meeting」（武

田薬品：座長、中外製薬：特別発言）2013年 11月 2日

13. 1第 23回日本乳癌検診学会学術総会 東京

（会長講演座長）「日本乳癌検診学会に期待されること～国のがん対策の要として」（理事長講

演）座長 2013年 11月 8日

14. 第 23回日本乳癌検診学会学 東京

シンポジウム「乳癌検診ガイドラインを検証する」座長 2013年 11月 9日

15. 八戸艮陵同窓会 特別講演 2013年 11月 15日
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16. 第２回宮城県地域医療学会 基調講演 3 座長「宮城県の地域医療再生計画、復興計画に

ついて」仙台 2013年 11月 17日

17. 日本人類遺伝学会（兼業：講演）「乳がん検診及び研究の最前線」座長 仙台 2013 年

11月 21日

18. ABC2 Lisbon Review in 仙台（兼業：座長） 2013年 11月 22日

19. PERJETA発売記念講演会 2013年 11月 29日

20. POTNT エリア会議・大鵬 講演会 総括 2013年 12月 20日

21. 栗原市立中央病院講演会 演題：「乳がんの検診・診断及び治療について」栗原 特別講

演 2013年 1月 14日

22. エーザイ 再発乳癌薬物治療 座談会 2013年 2月 7日

23. 保学術勉強会特別講演「乳がん検診、診断、治療の最前線」仙台 2013年 2月 13日

24. 第 11回日本乳癌学会東北地方会 座長 2013年 3月 1日

25. 第 20回日本産婦人科乳癌学会特別講演（大阪医科大学）大阪

「女性のライフステージにそった乳腺疾患の管理～産婦人科医だからできること～」2013

年 3月 9日

講演会・司会・座長2014年度

1. 外科学会教育講演会＠北九州「乳癌研究・診療の最前線：ナノバイオから J-Start まで」特

別講演 2014年 5月 9日

2. 呼吸器内科同窓会・講演 2014年 5月 24日

3. 「置賜乳腺ネットワーク」特別講演会「乳がん検診の最新動向；J-START を中心に」米沢

2014年 6月 16日

4. 第 10回Breast Cancer Workshop 座長 2014年 6月 21日

5. 第 137回福島・県北臨床懇話会 特別講演「乳がんの検診、診断及び治療」

2014年 6月 26日

6. 第 18回日本がん分子標的治療学会学術集会特別シンポジウム（司会）「キャンサー・バイ

オバンク」仙台 2014年 6月 27日

7. IWDM2014 特別講演 岐阜 2014年 6月 30日

「Effectiveness of Ultrasonography Screening for Breast

Cancer; Up-dated Data from the RCT of 76,196 WomenAged 40-49 (J-START)」

8. 第２２回日本乳癌学会・シンポジウム９ 司会 大阪 2014年 7月 11日

9. ファイザー乳癌ディベート 講演会 「乳がん薬物治療の最新情報」仙台

2014年 7月 25日

10. 平成 26 年度京都大学外科夏季研修会 特別講演「ナノ・バイオ研究から大規模

RCT(J-START)まで」京都 2014年 8月 2日

11. 第 73回日本癌学会学術総会モーニングレクチャー18（座長）「上皮の正常性維持と癌の悪

性化における細胞接着分子 CADM1 の役割」横浜 2014年 9月 27日

12. Chugai Breast Cancer Seminar in Sendai(カドサイラ発売記念）2014年 10月 3日

13. Keynote Lecture「J-strat, an RCT on effectiveness of screening US in woman aged 40-49」10/17-19

Asian Breast Cancer Conference (ABCC)2014「J-START,an RCT on effectiveness of screening US

in woman aged 40-49」（Taiwan）2014年 10月 18日

14. NIK-JSPS シンポジウム Bethesda( Washington DC) 2014年 10月 23日－24日

15. 第 24回日本乳癌検診学会総会 シンポジウム ２ 「新しい検診システム」前橋（会長講

演座長）2014年11月7日

16. 艮陵同窓会山形県支部特別講演会 2014年 11月 15日

17. 乳腺外科講演会&那須セミナー第一三共 2014年 12月 12日

18. 第２４回茨城がん学会にて基調講演の講師を務める
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演題「エビデンスに基づくがん検診について」茨城 2014年 2月 2日

19. ジーラスタ発売記念講演会特別講演Ⅱの座長 和発酵キリン株式会社協

2015年 2月 21日

20. 座長 第 12回日本乳癌学会東北地方会 ランチョンセミナー

『ER陽性内分泌治療抵抗性乳癌に対する治療戦略』仙台 2015年 3月 7日

21. 栗原市民公開講座『乳がん診断・治療の最前線』での講演 エーザイ株式会社

2015年 3月 15日

講演会・司会・座長2015年度

1. 第 57回東海乳腺疾患懇話会 特別講演「日本の乳がん検診の今後」 演者

アストラゼネカ株式会社 2015年 4月 11日

2. 第 115 回日本外科学会「ディベート 7DCIS に対する乳房癌切除+乳房一次再建・乳頭乳輪

温存皮下乳腺全摘 vs 皮下乳腺全摘」ディベート司会 名古屋

3. 2015年 4月 16日

4. 先端医療振興講演会 TRI 職員向け勉強会「超音波検査による乳がん検診の有効性を検証

するランダム化比較試験(J-START)」招待講演 神戸

2015年 5月 19日

5. 第 88回日本超音波医学会ワークショップ「乳房超音波検診の意義を考える(J-START)の結

果から」東京 2015年 5月 23日

6. 福島高校講演 福島 2015年 5月 27日

7. 東北乳癌コンセンサス会議 座長 仙台 2015年 6月 12日

8. 第 23 回日本乳癌学会総会「J-START プライマリエンドポイントの結果から」シンポジウ

ム司会 2015年 7月 4日

9. ABCM in SENDAI「乳癌薬物治療の最新情報」基調講演 仙台 2015年 7月 10日

10. 第 75回新潟癌治療研究会 特別講演 新潟 2015年 7月 25日

11. 乳がん個別化治療における oncotype DX カンファレンス 総合司会 東京

12. 2015年 7月 31日

13. 大阪ブレストクリニック開院 10 周年記念講演「J-START から今後の乳がん診断と乳腺診

療を考える」招待講演 大阪 2015年 9月 12日

14. 乳癌診療一伍一什収録「The APEX Web Forum of Halaven」司会 東京

2015年 9月 17日

15. 第 74回日本癌学会学術総会 ナノテクノロジーによるがんの診断と治療から融合へ」シン

ポジウム座長 名古屋 2015年 10月 8日

16. 第 14回宮城外科フォーラム「乳癌個別化医療の現状」座長 仙台

2015年 10月 14日

17. 第 11回東北Breast Cancer Workshop 座長 仙台 2015年 10月 17日

18. 中外Breast Cancer Symposium 特別講演座長 仙台 2015年 10月 23日

19. 乳癌骨転移フォーラム「～乳癌におけるBone Health を考える～」座長 仙台

2015年 11月 6日

20. 13th Breast Cancer Frontier Meeting 世話人 東京 2015年 11月 7日

21. 平成 27年度予防医学推進事業特別講演「乳がん検診：最近の動向」特別講演 仙台 2015

年 11月 19日

22. 公衆衛生学同窓会講演「J-START はどのように行われたか」座長 仙台 2015年 11月 27

日

23. TAIHO Breast Cancer Meeting(乳癌学会関東地方会)「Made in Japan:その意義と可能性」座長

仙台 2016年 1月 15日

24. 塩釜医師会生涯研究会「日本のがん対策と乳がん」特別講演 塩釜
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2016年 1月 23日

25. 1 月 29 日 酒田地区医師会学術講演会「がん戦略研究 J-START と超音波検診導入へ向け

ての課題」特別講演 山形・酒田 2016年 1月 29日

26. 第 70 回静岡県乳癌研究会 大規模 RCT,J-START から得られる知見」特別講演 静岡

2016年 1月 30日

27. 青森県生活習慣病等集団検診従事者研修会「今後の乳がん検診：J-START 結果を併せて」

特別講演 青森 2016年 2月 15日

28. 平成 27年度予防医学技術研究会「乳がん検診の最前線」教育講演 仙台

2016年 2月 25日

29. 東北乳癌個別化医療研究会「Luminal HER2 について」座長 仙台

2016年 2月 26日

30. 乳腺セミナーin東北『乳がん画像診断の現状』J-START の現状の報告について 講師 仙

台 2016年 2月 27日

31. 乳がん学会東北地方会 イブニングセミナー 司会 仙台 2016年 3月 5日

32. 平成 27 年度 市民向け成果発表会 すすむがん研究変わる未来－がん研究者たちの挑戦

－『乳がんをもっと早期発見するために～超音波検査が拓く新たながん検診～』講師 東

京 2016年 3月 19日

講演会・司会・座長2016年度

1. 第 105回日本病理学会総会

「乳がん関連蛋白の可視化・定量化：免疫組織化学からナノ病理へ」特別講演

仙台 後援（株式会社コングレ）仙台国際センター 2016年 5月 13日

2. 第 38回 お茶の水乳腺研究会 「閉経前乳癌：J-START から考える診断と治療」特別講演

東京 後援（武田薬品工業株式会社）対象：医師、コメディカル

2016年 5月 24日

3. TOHOKU Breast Cancer Consensus meeting『DCISの診断と治療－UP to DATE－』仙台 司

会 後援（中外製薬株式会社）仙台勝山館 2016年 7月 1日

4. 第 47回兵庫乳腺疾患研究会

『J-START：研究背景と結果がもたらす意義』特別講演

神戸 後援（アストラゼネカ株式会社）対象：医師、コメディカル 2016年 7月 9日

5. エキスパートに学ぶ～外科医をめぐる最新トピックス～Medical Symposium in 仙台

『化学療法に伴う発熱性好中球減少症の治療戦略』座長

仙台 後援（大正富山医薬品株式会社）対象：医師、コメディカル

2016年 7月 29日

6. 河合塾 仙台校 講演会 2016年 8月 27日

『医師に求められる人材とは』対象：東北大学医学部および医学部志望の塾生

7. 東北乳房再建セミナー 2016年 9月 7日

『乳房温存療法の変遷と治療成績』司会

仙台 後援（アラガン・ジャパン）対象：医師、コメディカル

8. 第 24回日本がん検診・診断学会総会共催セミナー２

『新しいモダリティ超音波検査を用いた乳がん検診のランダム化比較試験（J-START）』講

師

東京 後援（東レ株式会社）対象：医師：コメディカル 2016年 9月 17日

9. 第 32回乳腺疾患フォーラム

『超音波併用乳がん検診のランダム化比較試験、J-START』特別講演

伊勢原 後援（日本化薬株式会社）2016年 9月 23日

10. 第 5回城北乳腺疾患フォーラム 2016年 9月 30日
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『デンスブレスト対策としての超音波併用検診RCT、J-START』特別講演

東京 後援（大鵬薬品工業株式会社）対象：医師、コメディカル
11. Chugai Breast Cancer Seminar in Sendai

『HER2陰性ER陽性乳癌に対する治療戦略』座長

仙台勝山館 後援（中外製薬）対象：医師、コメディカル 2016年 10月 14日
12. Tokyo Breast Cancer Meeting 2016

『閉経前乳がんの課題』特別講演

東京 後援（ファイザー株式会社）対象：医師、コメディカル 2016年 10月 28日

13. 亘理郡医師会学術講演会

『乳がん検診最新情報：マンモグラフィ併用超音波検査の意義』

福島 主催（ 医療法人 伸裕会 渡辺病院）共催（亘理郡医師会（医）伸裕会 渡辺病

院）対象：医師、コメディカル 2016年 11月 14日

14. Advanced Breast Cancer Forum in Miyagi

『ER陽性HER2陰性進行再発乳癌の治療選択』特別講演 座長

仙台 主催（ノバルティスファーマ株式会社）対象：医師、コメディカル

2016年 11月 18日

15. 第 12回 東北Breast Cancer Workshop

『乳癌の内分泌療法－個々の患者に最適なレジメンを求めて－』特別講演 1 座長

仙台 主催（アストラゼネカ株式会社）対象：医師、コメディカル

2016年 11月 26日

16. 第 20回 秋田県乳腺疾患研究のつどい

『閉経前乳癌の課題：LTF法による乳房再建長期成績と超音波併用検診RCT（J-START）』

特別講演 演者

秋田 主催(共和発行キリン株式会社)対象：医師、コメディカル 2016年 12月 3日

17. 仙台オープン病院講演会

『乳がん最新情報：超音波併用検診（J-START）と乳房温存手術（LTF）』

仙台 主催（仙台オープン病院） 2016年 12月13日

18. 乳がん子宮頸がん検診促進議員連盟勉強会講演会

『高濃度乳房対策としての超音波検査による乳がん検診：J-START のせいかと検診導入へ

の課題』 東京 参議院議員会館 2016年 2月 8日
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